Historic, archived document 



Do not assume content reflects current 
scientific knowledge, policies, or practices. 



1, 本 半镇翁 S 

® 象 仙 史箱鲁 迷 

对本 圖， 啊 



I 







I 




予 の 



を 託す 予 の S 見 安ん ぞ 訂正す る. 事 を 



3 環 ff 謂 ff 看 f 



古へ より 都鄙 を 論せ す 花木 を 愛す-る もの P 

世に 寡^から す 近世 文明の. 域^ 進む^ 及 g 

ひ愛誕 rN る もの 日に 益-さ 多く 隨て 草木 培. 

養 書の 梓に 上る， もの 幾 百 種た る を 知らす 

予も 亦曩は 一 書を著は^^覆醬の具に供す 

さ雖 3tl も 聞見甚 た、 隘 く. 纔 か に 花 品樹 種の 

1 班を揭 くるの. み 今 於て 遺憾 ど^す 然 

る に. や 蘭 歐仙史 翁 先， 生 草木 圖解 盆栽 培 

IT^tK*^ 書， 肆^ 眞樓 主人 來て予 ぼ 



5^ メ 



s 

もも 

6- お 



至 

を 



き 



百- 

其 




や 直ち は 

^^に 堪 ベす 

，汁 木 綱羅し 

まて 宛然 一 篇 

ふす 思 ひらく 

問 はん 一二 雌 

顚末を 記して 



んビ欲 

開て 之 

盡 し， 併 

中 は 具 

同病 相 

黃を加 

卷 首 に， 



す 

せ 



る 

す 



其 

ど 



二 



愛一 

す 一 

そ 

其 



花 の 



る 

養. 

赏 

ふ 



に 

を 



凡 

塞 



t も 

0^ 



絲 

AT 敦 



丙 申 七月 



半， 



ず 



ii 



四 

PI. 



權 木の 事 

. の事 

草木の 害 蟲を驅 除す る 事. 

灌水の 事、 ♦ 

窖の事 

I 温室の 事 

1 温度 器の 事 

1 盆栽 雅 賞の 事 

I 盆栽 俗 愛の 事 f , 



六 十 三 丁 



七 

八 



，十 

十 



1 

二 



了 

丁 



八. 十 五 丁 

八 十 七、 丁 

八十 尺 丁 

八十 九 了 

百 十五 了 



きら 事 



> る 



花壇 物の 部 

庭 物 草花の 部 、 

植木 庭 物の 部 

花形 異名の 事 

葉 形 異名の 事 

牽牛花 培養の 事 

Kits 事 

, 萬年靑 培養の 事 



fa 二十 七 丁 

百 二十 七 丁 

百 二十 七 丁 

百 十五 丁 

二百 一 丁 

二百 七 丁 




瞵财 盆栽 培養 全書 1. 

ばい よ 5 つち こ m ^ ^ 

培養土 e 事 

すぺ てばん さ 5 ばん ぼく そのせ う ころ て さ ち しつ をん せ. L さ 

凡 萬 ra: 莴木 さもに 其 生す る 所 其艸木 適する 地質 さ 温度に よる TP のき.^ るべき な， CV 左 

： やま - もちの 5 ゆ づ 

れば 山に 生す る，， P の 山 土 を 用 ひ 野 id 生す る 7^ の は 野 土 を？^ つて 植るさ 云 ふ は 何れ 7^ 

f グ さ *J ろ さり * さんや 5- へ SJ ぼんり 5 へ f> つない いんふ は. 2- く 5 き * こ、 

注意す る處な 去な から 山野に 生す る 物 £雖 ^盆裡 ュ 栽 室內に 入腐敢 したる 蔡氣 ns 混 

, ： , ,， L んせ. く-' き ゑお は あら むか. J か は ^さへ て 5 ぎよ ひさ V/ *« ら 

する特5;山野iiめft^て新鮮の§氣に桉薬を冼ひし昔さ變.9譬バ鳥魚の人手に捕5:れて 

や ri ない く さら こど 看 さんや C い 5 5 n 

養を受る色更は異なる^Jさなし鳥は山野^ぉ.C^て自由の食を得る，ん籠中^ぁ，C^て摺餅 

お^ や. J なリ 5 » 5 これお >sc/5 しょくぶつ さ 

の爲. に 養 を 受け 萆木 山野に お. 》N て は 雨露の 恵の 肥料 さなる 此只 動植物 さの 差 あるの み 

C , ゆん ち 5 ゑ すん よ . こ は， e ゑら 

故に 元 生す る 所の 土 を 用 ゆるよう TP 盆 裏に 栽 又 寸餘の 小 庭 ns 植て養 安き 土 を 撰み 用 ゆ 
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くる か ヽ JJ「..l 
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すなけ— * なか S さヽ まじ よ ふるわ もち 

砂氣 のな き の^.? tn^c 聊か 砂の 交. CV たる 7 ^のお. 0 此は克 く 砂 を 篩； S 分け れ •( 用 
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これた しつ . く3 まつ 
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- ^ ふる おけ やぶ 
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蔭の 茂み ii 生じた る 草.？^ の C 適せ 

@ほ< ： I 

此 が 天， > だして 其 質 至って 堅牢？.^ 故に 本の 採 やうなる、.^ のゝ 上に て槌 をな 
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春 忍 土 
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の 化 Iff さ異 ると もな し 尤埋置 乙 さへ ニニ 年の もの を 上等 亡す 凡て 何 草 もの 限らす 忍ミ 

赤土 を 合せて 樯れば 差 支な し 中 A は 極 適 土の もの おら 併し 赤土の 割合 餘. ONW なれば 艸 

よ 6V て は 肥 過る TP の あるべし ， 
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此 ハ 天然 土 はして 资 色の ものな. 肥氣 なし さら， cs£ したる もの あれば 粘 6S あ. 9 て 面 ま 
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たる7^のを得んさせば乾地を四五11^堀べし粘氣ゎるものを取るはは覊地を三四尺計，0^ 

塌れ t 容易の TP のな ゥ尤 さらう さし. 5^ る もの 赤土 を 交せて 植れば 蘭 百合 萬 年 靑蔬鐵 

梭懷 S 燕の 類に； すべ I 

. @ 田 土 - 

^は 天然の 化 質 a して 積年 耕：^ を f ん たる 古き ra 土 a 限- c> 新田の 土は惡 し、 又 古池 或は 

を ど よ < ふる ひ ね かぶ ひみこ 

沼 な^の @^ffi-CN たる を 堀 出せ V 古き 田 土 に 劣る こもな し 何れ.？ 5^ 克 篩て 根 採 又は 芥小 

いし お つちい つし さ t かお ま . かお め 

石の 如き も ^ 除き 肥 土に 混 t て 用 ゆべ し 田 土 一 色 j; 惡く 固う 易く して 堅く 乾き 濕る 

時 は 度 は 過^ j9 き，^ のな 又黑 ぼくの 細 末お 交せて 用 ゆれば 春の 草花^の； よし 就 

プく ^ もお ク 

中保 童 花 @ 草 雪割萆 翁 踏 等の 如き は宥 TP の^ ftN 
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® 溝 土 又は 淖土 U 同し * - . 

^は 小 溝 或は 揮 池の 土に て 如何 臭氣， P の を § おげ 曰 r£ し v4g{g の 如き j: 篩 ひ 

取う 此を黑 、かく 割れ t 田 土 同 やう 草花 もの ヽ よく 育 7^ のな 力 

® 砂 採 堀の も， の . 

砂 idn 數菌 わ，. =N て， W 手の 川の 邊ょら 取た る 砂 あら 白き V 河 の 砂 赤き は 山手の 砂 

て 白砂 は 上質な， 9 何れ 疆の砂 ハ 土の 粘. ビ. ^嫁す る ものな. 河 砂の くさら. 0 艺 

ま I たる？ P の ナに石 萬 を 栽る によし ： 

⑩寄 it- . . 

此s^河の妍の.#さ處に寄たる砂芥な64兄tiひて肥土に^て植れば凡て草ものはiき<^ 

J 一 儺け ヒふ土 、 、 - 

|ー 15 ゆ. r せん ， 

|ー 北は魏然たる天造化質iiて稻称の土中に化したるものを云へ，c^然れゅ..：>左ははゎらず， 

I 一 5- ねかぶ 

P 株の，^ き.？ P の 、なき 濕地 よ. CV 堀 出す あ，. y 山よ， 出る n 同質 なれさ もさら. し 

I たる は 天然の 土な AN 併し 田の 邊ょ. 0 堀 取る もの 、如何 は TP 輕き處 を 見れば ^ のみ 化 質 
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の TP のさ 云；^ 可な. O 此れ 何れも 日 ii 晒して 鹿 角 菜の 漠く醉 

やきめ や 5 ばん くわ f かい，、" ら ちる ひ ふ ビ*" 

I たる もの 燒明籍 を 加へ て鍊 合せ 貝 売の 如き もの 或は 風情 

,t C VI ふ f かせ 

ある 小石 又は 浮 石の かけに て 1„ ^角々 へ 面白く つけて 海中よ 

フく せ さ _J く 

，り 取 6 たる 石の 如く 造 -5 石 菌の類 葱石斛 なさ 栽 翁れば 至極 

よ VA- だつ r> り I 

11 趣お -Cv 又 水 咬^よ し克 育.； P のな， 9 去ながら 始終 潢鉢は 水 を 

つ くづ しお. どころ 

張 6V 着け 澄 時 は 自然 崩れる 愁 わるに よ .0 下卞 みの 所 はせ メ 

まぜ つく けん 35 ざ 

ン トを 少し 交て 造れば 如何にも 堅牢の 偽 石 さな るべ し 

かげ つち 

春薩土 

ふお r - 0 

此は 最も 天 造化 質 なれ ^Tp 再び 人工 質に 直して 用 ゆべき 土なら 如何 さなれば 翻 陰 又は 

5 け じん *J. ゥ くわ ち ぷら かす 

庭 の^み て 1^ に 日光 を受 たる 乙 亡の なき 濃ら 土 を 云 ふ 此；^ ；ェを 加へ る^ は： i 糟を 

切 込 日に 晒 ^ 土 し 木の 育ち 兼た る ものな^に ハ 至極 適すれ $j も 草物に ハ 土の 合 

せ 方 よ.？^ pin をな す M ^ あるべし 

*j や しづち 

⑩肥土 



此は最 TP 人 H 土質 a して 其 時 凝 塞 前後の 製造なる が 故 に 降雪な き 土地 j: 安お 

¥ さしかけ や ね 

や^ 種 雪の 地方 C 左 顯す圖 の指鱺 をな し 屋根 を ^ 

-ぁ へ 

自由；^ 取 S する やう；^ 出來 雪中 て^ 晴天の 日に；： 屋 



根 を 取 ft> 降雪 の 日 n 屋根に て：^ ふ ffi 懸 ii 雪 除 をな す ぺ 一 



し 槻肥土 を 造らん Y する に 5； 尋常の 畑 土 を 取， て 四方 

かこ いり をゝぎ あて 



力 ご り そヽき あて 

を鬮の 如く 圜； ssii 入て 下肥 を、 键 塞 風に 當塞氣 凍 

ふお、 ヽ かく &ど 

へ しめ 肥の 乾きた る を て }^ び灌ぎ 此の 如くす る rJ 艺 

5 へ むレ 10 あろ ひ C. もお- C ら 

三 11 度 ii して 其 上 を 鍵 或 n 菰 俵に 包 降雪 少なき 土地 

nS てち. 板 はて 又 其 上 を 袍ひ恭 分の 頃に 至.. > 日光 「6 晒し 

こまか ， rw いってん 乙 

細く切返す^J^數回iiして克く篩ひi^通し 一 点の 小石 

芥 な^の き や. 出^ 上げて 用、 ね れ ば 何！： 木な 植. る £ 

も是 ま， 適せ^る n なし 併し 艸 木の^ 類 よも 他 土 を， g 

あわ 

度 は 合せて 植る さあ. <^ 
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あは 化づち 

翁 三 和 土. 

, 野 土 三 ff つ 赤土 一 斗 - 

5 5 下肥 S 半 肩 ， 

3 プ さい 乙よ ふる ひ こ じ や 3- 

先最 1 初；^ 三 品め 土 を 克^ 和して 篩 通し 小 秒 利の 如き もの を 取 除け 其 所へ 下肥 を 入れ 

鎵 合て 寢し嚣 乙 さ 塞き 時 は 七十 日間 餘 暑中 なれ t 五十 日 程 て出來 上る TP の あ，？^ 5： 

あいやく つよ ねか 5 り 

植も の；^ よ ftN て 合鍵 する 土 に^て 用 ゆる 時肥氣 を强く する nSC 糠 を 焦て 適宜に.^ ふ 

わらばい * 

べし 左な さ， ヒき C 戯 灰を聊 入るな よし 併し 三 和 土の 他 土 よら 過料 亡なる 時 $： 却て 害さ 

• ^る rJ さあ 5 * * 

そ 5 もく ひ りよ 5 c£ 

. . 艸木， 肥料の 事 、 

ひりよ 5 もラ もく &HJ て さ 5 ん しょく すき らひ いつ はな はおし き お V. 二 *J の 

肥料 nt: 木每 iils 不？ S なる 乙 さ 人の 飲食 a 好 嫌. e るより.：^ 一層 甚 敷，， P の.. ^譬 n 好 

C, へ $J も L 上く た aJ く 1> よくもつ 

ま^る.？ のゥぉ 雖 食し又食して知らII^る他邦の食物ぉft^^^c^ S に S: 其 食に 皮肉 を 肥 

す 乙 さある 鳳れ-.^ 知る 所な ftN 植物の 肥 斜は此 に 反し 濯ぎて 肥る 草木 あう 肥て 花の 着 

たちまち か ゆへ ち **! く ， ノ ほ？ 

か^る あ. ftN 甚敷 k 至. 《N て は忽 id して 枯る もの あ ft. 故に 此を 知得せ^れ は 肥狗を 摘し 却 
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十 £ 




s ,4 い いお 六 f くヽ 4 ら ； , ； 

i て 害 を 求む るに 至る で £ あ 6 去 乍 肥 科 は 人の 轿 食な. り满水 n 一久 飮斜 永な. CS 左れば 人 食 

すぎ い や i4 り ， ヌ： な 

K 過て 胃 を 破 潜水 ュ 過て 腹 内 を 寄 ふが 如き は此同 lめ7pのなる：^ょ.c^i;木^篛ュっき 



i 



て 心得べ、 さの 一端 ゥヒ云 ふべ し 



癰 下肥 ， . ， 

じん ふん きひへ もち f たどへ e, つか 

下肥 は 人糞の 乙 も て 生 肥に て 用 ゆる j; 宜し 5 ら卞譬 は 人糞 一荷^れ ♦ (水 二 荷 又は 二 

わり あ t こうばく 5 ち &レ 

荷牟の 割合にして 用 ゆべ し 併し 四季に て 肥の 厚簿 お. 冬よ， 0 春の 中 n 鹫七分 水 三分 温 

^A. き 力 5 * りよ 5 ひ V/1 よ ら， よ.^ ヂ メ ^fc? 

K の氣候 id^J^ftv て ハ 次第 i£ 蒸の 量 を滅ヒ 水量 を 增し極 暴の 頃 迄に n 逐 時に 驚 料ま少 \j 

て 三分 £ なし 水 を 七 分 さする 乙 亡な. 此ょ， 9 秋季に 至ら 又 冬季^ 至る 迄 n 候 を 

. ^さ ふん いけ たま ii 

元の 囊七分 水 三分に する^の. な ftv 水 n 池 又 c 溜，？^ の 腐， 9 たる をよ しさす 

S を ミ 

、 f I 肥 . 

あら ひしろ ぼら わね をォ ちる ひ つま へお き $ 力 ！ J 

魚の 洗 汗 又は 魚の 勝^^ を 桶 或は の內 此を 土中に 埋ょく 露ら せおる もの 

ー；マ わ わか 、 -ー 

に 永 を 適宜に 割，.^ て 用 ゆ 腐リの 若き TP のに は 水 を多最 k 割 く 腐. 5 たる もの はおの 一 

りよ-. ^サ< さ L つか I , 

量 少なき も 差 支な し ♦ 



fepR.SP,_r -jT.^SLtR5w らみ r.s^. J;?s;B>EJ..y.g;3s^yy ;yT^j^ 卞 y "Ks 一 ■y y.gr sF^A^TJI ylsJy y t?, j ま ja 



i - 5 ^ . * 5.^ ぺさ み づぐさ るい f 

此 C 鰛を桶 又は 直 ii 入 腐らせた る もの ii て 水草の 顔 用 ひて 効 あ As 

こク ぶん &へ ， 

⑩ 骨粉 肥 

に.. r>^ ー飞- ゆ-,、 ' . ！ s^f やき 一 J 

此： Ksain: を氣， L \^ 骨^ さなした る； ：9 の $^,9 獸骨敗 肉の 類を燒 粉に して 用 ゆる. 其 効 IP- 

1 の>,^のな.？1:花，鎖はは5^せぬなの多し樹木はハ更は適せ^1-る7^のなし 

馨涼肥 

. くみ 化め.， J ろみ づ まぜ いつを. 5 なが みぞ さ 

此？： ^池の 鹿 永 を. 汲：！ S 米 W 汁 を 交て 用 ゆる， おの なれさ.；^ 1 盾 流し 下の 搆， ぎの 汲 溜 を 用 

しろみ づ 

ゆれ 〔白，がを^;久せ>%して濯く.1^其效まさる.？5-のな，0\ 

みづ ひ へ ， 

⑩ 水肥 、 、 

此ハ水 を 根 に 灌く 同様の 心 て^ ゆる.^ の 故 橘の 土!. iig^ わる. P の へ f が を 一 00 

少量 ii 翁 を 入れ 克 腐らせ て灌 くもの なう 永 " 池 X は 溜 永 限る ベ し 

t ぐ さ ひへ 

癖 藻草 肥 ； . . 

： m ま， i 'Jf t かきあげよ 

沼 又 池な ゆ 生す る 藻 を 擠上克 く 腐.^ せた る^の を 木の 根 へん.. る, 5- 肥へ なる" p 



ザ S 



09, 

十八 

, , く. 11 ちの ^ 

のな， 51: 驗に n 餘， せす 



»s み ^0 ね 5:1 ら， すべ め はや ふか 

^は^の 荒した る寢鎮 にして 惣て艸 木の芽 を 早く 前さん さする 周 ゆる ものなら 

2- ふら か」. - 

翁 油 柏 

ミ き くさ なほぶ ぶん， ズ； P 

は 粉に して 根 は 入る も あ ft> 水；^ 解 腐らせて、!^ く.？ ^あう 尙 部分 はよ -.y 用 ゆる 草木 等 は 

下 はく C しき rJ さお 6S 

、 醬灰 

さ交廿 

尙下； ^ある 翁 額の^ はて 12^ るべ し 



かまめ I- お わらばい かぎ 

J^c 入 蒸 も 交せて 用 ゆる 1^ の あら 籠 下の 灰 を 用 ゆる あれ バ鎮灰 限 て 効 ある.^ あ * 



S か ひ L 



あばせ * つち ま たけ い， つ SH- 

此は三 和 土 六 久せ又 n 竹 類に 用 ゆ 何れも 少し 煎て よし 



いか & へ 

51 賊肥 

J はた あら ひしる をけ ため 



はお ちら ひし K? をす た： 

烏賊の 騰及 洗： t を 桶に 1§ 竹 類に 川 ひ V- 効 わり^ 6 肥 過る 思.^ るに より 盆栽に は 適せ 





f 

L tC みづ - 

秦米界 ， * 

此は 米の^ 汁な ：9 侮 下に 用 ゆべ き艸 木の 著し ある を て 知る ぺ し 

かす ひへ 

黪曹巴 * 

钃米 Hrr 

さげが す もみぬ か いつ こん 

此 5： 酒糟；^ して^ 糠 を 少し 切变て sfs 何時；^ て も 用 ゆる 蹄 割 肥 を 混 ヒて用 ゆる.？^ のな 

力 

まめ ひへ- ♦ 

• 豆 肥 ノ . 

1 大豆 Itfc^ .S 二 liV 、 

に たち ， 

此を 少し 養 立た る もの を 貯ひ置 用 ゆる 時 原料 壹 升へ 水 ニ舛を 合せ 用 ゆべ し 又 W 物 て 

おち よち 

質の 弱き.？ 5- の は 水 を 多量 さして 用 ゆる をよ し^す . 

. 又 一法， ： 

なま、 め つぶし ， . 

1 生 豆の 浸た る を 一 舛 二.^ 一 鄉. ， 

X くさ のちし だい くわ かき * . 

此を克 く 腐らせ \i 後 次第 k 水 を 和して 搔ま C し 用 ゆべ し餘， リ簿 くな ftN たる^き は 豆の 



澶 し.^ る TP の を 加 へ 窗 敗した る を 見て 永 を 加 へ 簿 くして 用 ゆ 何れも 豆 肥 は Ix 仕 

たる7^>のを原料もして肥斜さするものな.《.何種.^論せす尊木に用 へ てよ し. 

ばふん '- 

此は s^&fe ふ蝌 もの is ゆ 肥の 方 は？^ く& さたる..^ の 1 舛 水 八舛尿 べん 七 合 

fc. ク、 ^1- , L やく やくかん ぼ おん , 

の 割合 iils-sst^ 盆 中へ げば 至極よ きものな. =.5r 藥塞 牡丹な g に は 紛^した る 

ま，. にて 根 は 入る もよ し 根本^ S て大 塞 を 凌ぐ Nit 妙な 

ねこね づみ きる か ^ 

此ハ土中へ桶にても埋晋其內へ小便を溜猫鼠な>ぉの死したるTPの.を入®其浮上，《^て& 

跪^た る特 肥料 もして 用 ゆべ し i 杷又 ffi 類 a 摘して 尤 効お 6 又 浮上. i よく 腐敗し^ 

る もの を 称 裯の极 affi れば其 翌年 殊 多く 寶を 結ぶ ものな . . 

1 糞- . . < 

03 . ^ひお よ 

&は JSV4ii 限らす 1 種の 効 ある ものに て 土 に^じて 1： 物 を 植れは 他 肥の 及ぷ處 おら. 

す 又 】 特 乾し 健き 用 ゆる 頃 至，？^ 解き 薄き もの を 蓉は雪 割 艸標艸 保 量 花 秋 も SNii 




* f < ゎぺん ゥ やい 3 ゥね I 

翁の 類 id 用 ゆ 此の 肥料 を 用； S たる TP の n 花瓣の ，"色 常な ふ^る ものな ft- ば 

かつぶ L へ / I 

馨松魚 節 肥 ， 』 

かす す V/ もつ- « も らん P 



I . - . けづ かす i もつ 《« も らん 

此は极 魚 節 を 割カ克 煮た し 滓 を 取讓用 ゆべ し尤 一 種の H 肥 なれ^も 蘭 叉 は 万年 靑の如 



き.？^ のに 限ゥ て劲 あ， ON 餘. nN 濃き^ の C 却て 害 あ. ON 日 を 長く 經 たる-? P の をよ し C ヒす 

ちゃ おら 

® 茶 滓 

.*^^づり»~ なんてん 

ハ 肥料 中 一 種の ものに て 暴 さ を 嫌 ふ 木の 根へ 褂置 べし 艸ハ. 常盤艸 、爲 摺木は 南天の 如 

き-?: P のに 用 ゆる ものな. ON , 

かい さへ 

• 貝 肥 

rl ， ひお よ <し ほげ さ 5? ク V？ , くさ 

此は何 貝 はても 其鐳 水に 浸し 克 ぶ ビ去 清して 楠に 入れ 又 水 を 入れ 腐れての ち 肥斜さ 

. .S を まつ 

するT$>のな，.^尤効ぁる c 職 极及极 な^ は n 至極妙な.^^ 

草木 仕 立方の 事 

モれ まげば つみ 

夫 萬 木諸艸 ももに 技 を 曲 葉 を 摘 木 振 を 直し 高き 本 も 低く 造う 人工 はて 培養した る賴 TP 

あら わかき つ お いき つぎ 一 lj 

天然の 姿を顯 ハ さしめ 若木に て 花の 着か^る もの nlji 木 接 花 を^せ て 盆栽 さなし 寶 一一 1 



• 二十 li.. 



むすび かおき ^^^^v かげん がお む 5 

の 結 難 もの は 枝 切 取う 土 を替へ 肥料 は 加减し 花の 早く 咲 難き 9 の ハ窑に 入れ 

お V rfd * いつは どり ちがい をち のび 

温度 を 偽， 5 時候 を 取 違 て^べき 寒の 來る S 思 は^め 花 望 延て見 苦き.？ P の は 根 を 實て此 

ち ザ のぶ 

を 縮まし むるな $J を最仕 立方の 本分 さ 云. ふ 故 此の 部 限うて 草木 仕 立の 事を述 るよ 

あら 卞 何れも 盆栽 芑 する 草木の 仕 立 培養 ii あら^る はなし 又 庭木 亡雖^ 大间小 違^^ 

it 木 仕 立"？ 同樣 なう 譬は接 木の 部よ 

ビ り さ f 

, ^起 ftN て擢 木種薛 灌水 雅俗の 盆栽 C 元 

來花爐 庭 物の 部に 至る 迄 一 も 仕 立 わ 

ら II； る はなし 殊更 左に 揭.^ る 五六 種の 

みる 

仕 立方 ハ 注意して tsl^ べき.^ のな う 

, はな ひら 

〇 圖 顯 すなの ハ花 開きて 長く 保た^ 

る もの を 数日 せ $ は 法 はて 如何 

7^ 手際 も >- の 栽培な ft- . Q 

つ i4 み はみ こがお な つき こみ ひきあ ひ . 

&ひ 如く 笑 ひか 、ftN たる 特 小刀 を 根 は 衝込报 先 をき. 0 旣.. - 開かん € する 勢 をく ち 




〜〜- き wrt" ぼ ォ ザす"" 



lisiK^^liiisholiliiilili^-^, 



き极へ 充分の 水.：^ i^i はて 無理 is ら かすれ t 幾分； 形に^ なれ^.^ 時 を 得て 簡 



きセる 花の 倍 ii 保 ものな， 9 併 花 後 は 地に して 培 凝すべし. 



てんおん 




⑩圆 は顯ハ ー たる もの n 天然i^生する I 

e 一 JJC さんかん うこく ,s わまい.；^ のうへ， 二 4.^ 力く メ 

所山間幽谷な^の岩間石上^^生1^2^.^ i! \ 

たる 75- の、 類 を 盆栽 する は 如何 cc^^ 气， 

も 六ケ激 TP の なら 山よ； ON 取 ケ來る J^^^^ft. 、、が M,:^ 一 

G ね さ 3 きり 

は壹 本の 小 5^ 先 を 切 V- も植っ るすし ま 

^れる ゥき 「尸 .^^c て」 J 1^ 

て祜 TP の；^ て SS たる 後 ハ 地 郿染て 肥 

す さいお づ のば ，？.^ な 

過 徒ら は 枝 藥延し 風致 を 失 ふか ゆ ゑ 

ふお ヽ ， ぼんちう いわ C ト， め， 

根 ffi: び 植替る 時 盆 裏 石 ii て 根 を 费 





^ ^^^^ 

、 -> ぷ 



小：^ 先よ. 0 微く 木の 全 鉢 を 養 ふ 工合^ 樯込 べし 仕方 は圆の 如く なして 植替 をす る 

ものな ftN - 

@圃1 顯 す.？ P の C 性質 蔓の もの をして 木の 如く 短く 低く 造 て 盆栽 さなす ものな ft" 其 



二十 SI 



法 は 年 i 芽 を呔 前に 栽 替根先 を 

み t か はさみ さ り の， ひ 

短く 剪 ® て 栽れば 芽の 出る 時延 

少なく 花數 多く 着 乙ゥヒ 妙な り蔓 

物の €: 藤の.！^ き是な ^ON 又 藤 C 冬 

ii, 至. 5 葉の 殘らす 落ちた る を 

て 鉢に 移す 5； 尤 TP よし 又木 藤 さ 

S ふ.？ P おれ.^ TP 如何 ci-?$- 少なき 

TP のにて 何れも 根の 切 込に て 木 

藤ビ 見せた る 7^ の 多し 故 は每年 

め ふき 

萠芽の 前 植 in をな し 根 先 

むべ し 左な き 時 は ^y】 の 婆 さな 

るものな<^ . . 




鉢 よ- 大き 5； 惡 

しくな うたけ. 4 な 

る をよ しさす 



ニヤ £ 




& さ 5 さ ぉヽ かぶ < - 

⑩圖 顯す處 の もの C 雅赏 すべき 盆栽 て殊 k 梧桐の 如き 大株を 小鉢に 栽 込ん もす る 

ふ ど ね きりす C C ね の *J , 

に は 太き 极を切 小 根を顯 して 充分 盆ー褒 a 

. 生育す る やうに 仕 立る.？^ の i& ぅ尤 太き 根 を 

1 時；^ 切 取る £ せ バ枯る 恐れ ある はよう 最 . . 

1 初 ハ 二 尺 Tfr 殘 して 畑 へ 栽 込 小 根の 生育す る 



を 見て 二度 一 tlnvfe. 切 取械込 rJ ビ前 は！ Z し 

みおび す 



三度 して 圆の 如く ii 切 取 素 燒の鉢 4i 桢て 

培養す る 乙 >J なら 根の 鉢 は 馴染て よ. ON 陳列 

する 鉢へ 移すべし 尙詳き は雜赏 の^に 



秦 




⑩圈 顯す處 の もの は 平角の 長 鉢 へ 

5 へ, J みお ヽ かふ atM- わけね き はち 

植込大 株 を 切 分 根 先 を 切 取. ft^ 鉢 へ 

なじむ じゅん じょ 

馴染 やう 丹精す S の， 順序 はして 闥 

まお » 

の 如く 股の 木 なれば 一 一 つに 引 割 立 

よこ ざし みま 

根 を 切 取 橫剠の 根 を 殘し幹 も 短く 

ふ ヽ び きりすて 

斷て 一 度 畑へ 植込 二度 根 先 を切棄 

きりつめ 

三度 ii して 七八寸 斗. CN^i 切 詰 細に 

み ねち * , 

植込 三 小 根 地に 馴染み 充分 

ちんれつ 1!？ ふ 

生育す ろ を！ て 隙 列 せん さする 盆 

り な •< ^め 

^に梂 6 眺 さする ものな-^ 何れ^ 

目先の 新しき 盆栽 を 仕立て る は 辛 

®I の 7^ のな ftN^,^ るべ し 



暴 圖；^ 顯す處 の もの c 何 木 は よらす 

枝よ ftN 根 を 下させる の 法 はして 其 

极を 下させん さする 箇所へ 傷 をつ 

け 其の 所 へ 圆 の 如き 仕掛お なし 驚 

け， r 根 を 下す の^ ftN 先 ffl 一 秦燒 

屯つ *^ あかお 

の 鉢 を 枝 通さん さする は尤 雛き 

乙 も 故 工合よ く 二つ Jii 割 鉢 底の 

穴 を 大きくな し 木の 枝 宛 外部よ 

なば はめ は 

繩 にて 資輸 おかけて 後 土 i 入^ 

たよ ftN 竹 はて 鉢受を 造. OSS 乙 さな 

ら又 鉢の 襄 へ 植 込の 体裁 を な^た 

ター だお 3 し * 

るものは枝下ょ，.^小鉢植も迄はし 

たる 形 を圖き たる ものな ftv 





ゑお 

⑩ 何れ 7^ 枝よ 6 根 を 下させ る ft 掛 

な fiv 前 する もの^.;^ なし 只 

はち y 屯 ちが ひ 

鉢さ菰 さの 違なる のみ 

.5 ら つる 

翁 鉢 を 割す は蔓 へ 通した る は 菊萄 

. の 類 はて 秦燒 鉢の 底 穴 を 大きく 

ひろ つるさ 3 

廣げ蔓 先よ，^ 根 を 下ろ S せん ビ 

する 所へ 鉢 を 下し 受を造 る 乙 色 

fef らまち 

圖の 如く ii- なし 置けば 忽 にして 

さ づめ 

根 を 刺す もの な，^ 又 鉢 詰の 土 は 

充分 肥氣の ある もの 限 ftv あま 

$ 降雨の なき 時 は簿肥 はて 鉢の 

ほ あ 4 

土 を 潤 n し與 ふ. べし 



轡松 



プ ち© C ぼく 

圖 ある 物 は 古木 



なれ.^^ 先寶 生の 



一三 年 位よ リ枝を 



わら， <s な は 

蕨繩 はて つけ 古 



木の 姿 は CNNZ る TP 

. まげ 

のな.^ 充分 枝 を 曲 

み 5ti り 

る ii は 綠の頃 をよ 

し ざす 




曇 根 上り 松の 薜床 

根 上り 根 を 仕 立る は圖の 如き 

床を造.^て蒔立るが故鬚根は粗 

f*^ まお 

砂 を 跨ぎて 細く 题 1 1 股 三股 もな 

る？ P のな 生長して 後植替 る 1 降 

けつ 

第一 ー圈の 如くす る TP 缺 して 枯る 

く 根 上さなる べし 



其 一 一 

一 まきたて ， 

薛 立よ. ON 三年 位 

み： Jjs? まへ 

S の綠前 植替 

て极 上り さすれ 

,c 仕 立の 丹精 次 

第 はて 圖の 如く 

なる？ P のな ftN 尤 

薛床 にで 鬚根數 

本；！^ な 》ON たる 7^ 

のに 限 .n> 上品に 

一 なる 2 知るべし 



雛 梅 

はなさ， t。 のち の 乙ら 

花^て 後 は殘す 

枝 を 切藥か 根.^ 

さりよ く ふる ひ 

切取克 根お 篩 古 

土 を 振 落し 新 土 

の 極細なる を 入 

あい 

れ克 根の 間-^ へ 

ま は ， 

廻る やうに なし 

土 を 堅く せ^れ 

. ハ來寒花着乙^^ 

少なし、 - 



"TT V'i 



おいば くせ，？ u ゆ - 

⑩ 大木 小 樹 t なく 圖の如 

ぉぢ まげ 

く 自由に^ •CN 曲ん さす 

ま ft ぎ 

るに は 枝 先の 股へ 撗木 

&。笤け総ft^出したるな 

やばら 

れ C 柔 かに 思 處迄 一^ 

豢 

はする nJ 芑なぅ 若し J 

♦ r ゆ ぁビ 

寸に て.？ P 手緩る ミて跡 

屯^ ねぢ くち たち 未ち 

へ 辰る 時ほ稔 口よ ら忽 

かビは い 

^風 這 入 ft, て 其 枝枯る 

\7 ^のな ゥ尤 若木の 小 

て がる 

枝 なれば 手輕 きものな 

れ^ も 大木 c 容易 k 出 

东 難き 乙 亡なる べし 





®g に 顯す處 の 秘樹は 無 a 

ゑ だ ま L せん 

枝 を 曲げ 卞 お 然に 枝の 

地ュ瘦ズ*の法な.^^^は實 

生よ リ七 年ぐ らいの 膀水 

へん こお か 4こ10 . 』， 

邊の 小高き 處へ梳 込 をけ 

の^3 .L.^ が ひ のぞ 

ば 枝 伸る ii 隨水 臨みて 

天然の 風致 を備 へる もの 

な. 此の 培養 方は黑 核な 

れ， C 早し ii^ 极は 通き もの 




盆栽 心得の 事 . 

な Si ぼんり 5 ご J む 

⑩艸 木の 何たる を 問 はす 盆 墓 へ 栽 込 

ぐ あい 5- か 

さ^は 盆 中の 工合 如何 zi..H ハツ ケ 

敷.^ の て 1 水拔 のよ. やう 注 

？ る 乙 さ な 》o^それ ^^は圆 の 如く 

，ごこ あな せ 50 ちの か， t ふ は 

fi の へ 陶器の 献を掩 てよ し乂赤 

土の 固 ftv を m. 碎^ して 穴を拖 ふな 

永拔 よくして 根の 腐な し 左な き 時 

は 穴 を 陶器の 缺 にて掩 ひたる 上 及 

ま は 5- _w やり ひ ビかは 

共 周 園へ 移 利 を まき 其 上へ 一 側 砂 

ひ * 

を 引ての ち粮 制の 土 を 入植 込. ％ の 

ナヤり 樯込 方の 注意 は尙 此の 後 了 

おい あき * 

於て明らかなft^ . 




らん. 5 へ こむ を 乙 W 

鑲 蘭を櫳 込に は 盆の 底 を殊. 注意すべし 鉢の 底 穴 

お *6 ろ すみ" て &3 

は 陶器の 缺 にて 掩ふも S しけれ^も 木炭の 手頌 

なる もの^て &| ぶせ S なし 其 上 を は圃の 如く 

張た る 炭の 細かき もの を 引 又 其 上の 一 側 5： 覽土 

\ < だ 

の粗ら碎きにしたるものさ炭の驟にな<^たるも 

の 艺を变 せ 布き をれ よ. 9 植 料の 土 を 入れ 都 Aa よ 

L るす ゥ ちくば ， 

く 械るヒ さ 圈は記 如き 土 配， 9^ すれ t 蘭の 生 宵 

至極よ きものな 併し 人に よ $ て 種.^ の 梳方を 

なせ $ • 



Ik, なが >く & くひく 

一 秦 圆；^ 顯す處 るの p§ ^中 工合なる もの は 長 «J の 極 底 

一 I ぉヽ. S 

_ き ffi. 鉢に て 此の 裏へ 植るは 槪雅赏 すべき 植 もの 

. ひく ながめ 

故 盆の 低き を 愛 して 眺 さする；^ よ. CN 其 栽 込 都合 

むづ L くへ た 

如何に 7^ 六ケ敷 下手に すれ •( 土 簿 きか 爲め枯 る 

, あつ むやみ 

、の 愁， 土 を 厚く 入れつ 無 簡は盆 裏の 土 一 咼< 

ふ て 5. さい 

な. CS て 其 不体裁なる rJ ど眺 ひべ く TP あらぬ TP の， 

5:^&$ぬ併し圖の如き土の配りにて植立ゥれ 

t かぐる 愁 なく 植 込の 時 根の 扱 ひ 等 は 後 を昆て 

知るべし ， ， 



⑩圖 顯すど 乙る の もの s: 鉢の 襄面素 燒间樣 の 胸 

ち 5 はっく し な やき ぽん さいち 5 ば ら 

器な り此 t 十 中の A 九 支那 燒、. i て 盆栽 中 薔薇 は 

せんねん 

適する さ 素 燒の仕 立 鉢に 異^ら 卞 余光 年數十 

種の 薔薇 を 栽 込し 特種 i の 鉢に 梳込 生育の 如何 

y ヽ さ t 

を 試. たるに素燒鉢の外圆す^^^處の如きK質の 

ものな し 鉢の 形ち.？^ 俗 を 離れて 大いに 趣き あ， 

よ す */ しゃ » 

世の 好 者 一 度 W れ ハ 必此鉢 を 愛せ-.. 植込方 は 別 

か は ^ 

nS 異 なし ロハ 底ヌ大 ひなる に^. CN 注意す るの み. 



©圖^^ 顯す處 の 鉢なる.？^ の 

fi がらき やき 

信藥燒 ii て此も 支那 燒同 

樣何栽 の j^lTP よく 5^ し 

て 生育の よき 乙 さ 類の 少 

なき TP のな り 鉢の 形ち 下 

3» を み， つばきよ I 

細^て 水 吐 好く 故 蘭の 

をお 

如き TP の 育て 鉢と して 用 

ゆれ t 他 は 其 類 を 見卞又 

鶴 薇の 類 も 適する と 支 

ま T> を 《J * 

. 那燒 ii 勝る 75^ 劣る 乙 さな . 

し 去ながら 鉢 形ち 野鄙に して 室內の 陳^ iiC 供し 難し 只. 

おけお か ね L お- のび やす - 1^ ； . 

注意 さする 5； 鉢の 丈 高く しで 根 下 安 けれ バ 低き 鉢 

栽替 をす る 時の 注意 をな して 械込 べし ♦ , 




零 S 




三十 九 



. I d 

f, , ( . . はち 5 ち.' お あっか ひ すべ 

®圖ii顯す處のTPのは鉢裹の根极なft^惣て根の扱 

，てだて 

は 注意すべき もの はて 秦燒 の育燒 なれ t 根の 鉢 

は，.^ つく ； £り せ さもの さわ 

朋 35 着 TP 障 さなら れ^.? P 陶器の 鉢 肌に 根の 障 

はなはだ ， ♦ 

る は 甚 宜しから 卞 故に 何 鉢に よらす 圜の 如き 

ねく ば W 5>ん ね 

根 配 nS なし 植 料の 土 > ど をる くさ 入 根の 間へ ゆ 

> に ， い つばい て やわら 

き滿る やう 鉢へ 土の 一 盃にな•c^たる特手柔かに 

. i 屯レ すきま 

前後左右に 動る すべし 若 根の 透 間 あ. CN 其 所に 入 

は ちづら つち げん つ ちづら じょ. r. プ， 

て 鉢 面の 土减 すれ t 土 面 を 直し 如雨露に て 土の 

5 さヽ 5 る を ほど , を、 ぎ f , 

聊か 潤 ふ 程に 灌簏 べし 一 一 



働 接 木の 事 ♦ 、 

つぎ ヽ かく * . お 5 つぎ 5< ^おつぎ か は ： はら，， ぎ ： 

凡て 接 木 は艸木 培養の 缺 ベから ^る^のに て 其 法 は 至. =^v-s: 根 接 枝 接 皮 接 身 接 搭接壓 

接の 六法 なれ $j も 第 一 根捧 にて i^a 木の 太き もの は 二 楷接三 稍 接 も S ふお， 其 他 種.. A 

つぎ か ft さしつ ぎ みづ つぎ W もつ ぎ 』 ， 、 , 

の 接 方お，.^ て權 接き.？^ 接 わら 共 接で」 い ふもゎ.^又同し根接..^ ても人.-にょ-5て少し 

づヽ らがひ S きを ひ / ほ 

宛 接 方に 差 ある ものな. 5 先 接 木 をな さん £ する iin 擾 木の 勢よ きもの を 撰 み^は 1 1 年 _ 

位の 如何 ュも 勢分强 きもの を 接べ し 物 ようて n 三年 位の 枝 を 梢 はするな おら 接 方 は 

某-., は 圆 を 顯レ- >e る 乙 さおが 爱 iiv、-s§ る は 無用の やうに 似 たれ^も 艸木 仗立 物の， R 最眞 

の、； i なれば 醉 上に 解 を 加へ 注意の 上 は 注意 せ^れば 六法の 內殊 はも 接がた きもの あれ 

ば 又 IS きわ. 中 接 安き は 皮 接に 纏 接な ft. 最初 は 手 一羽^して 皮 接 魔接.？ 接覺 へ 後 

-ii 、根 接 搭接も 順 は すれば 更 ii 心得な き 人 e 雖も必 す 何れも 接げぬ さ 云 ふ ものな し 

つが き 9 つめ だいき 

何接はょら中接んさする時臺木を切詩る.15は^§.^の勢分ュょ<>元切込.^る畏さ^1-もょ 

るこさなれ&も圖の如くii切て勢分不^^^分さ見る時は其下を切べし砧木の切ロに勢分 

ょ弋 于っ乙 つ 

fi けれ t 稱の静 何程^く^も 缺て 接げる.^ のに わら 卞又臺 木 を 餘，. 下 迄 切 下げて 不都 



P i 




ば あい 

合なる 塲<&は$； 身 接の If 接 

する.？ P 差 支な きものな. ftN 

</ ぁ ひ 

尤此 等の 工合 は數 本手 ii か 

ける うち 自然に 手减の 知れ 

のお じつぶつ つ 《f 

る t^ii て 其 他 は資物 ns® 

けんき. 3 いつおん 

挤究 する の 一 端る を おれ？ 




一 Sim. 

\ . 一- 



- / 鑾. ま ク 

^^t^ ま" r? 'ノ 




"-— - ^-" ^'- I ~"^r-i -I'lur- 1 - TT igTmii- r - i iiii iiiii ト豳- i 檲 議圖 i i _ 




だい つぎ 



きり つぎ 

根 接 £ は 摸 接の こど はて 

だいぎ の CJaM- め 

砧 木の 切 口 は 鋸 目の あき 

乙が たな けづ o- ほ . 

やう 小刀 はて 劍 wftN 棺の 

5d をよ 5 ょォ 

太み さ 同様の 幅に 砧 木の 

きり こむ 

皮へ 小刀 はて 切 込 こさ 圃 

の 如く nS なし 尤 上よう 下 

まで 幅の 廣し 狭し のな き 

やう 注意して 切 rJ さ 肝要 

なら 此の 圆は 鉢植 なれ $J 

も地植 の^の はて. ％更^^ 

異る 乙 さなし 




此は前 ii 小 刃に て 切た る 

所 を 先の 角なる 篦 て柔 

か すべし 尤 注意せ^ 

はぎお C みや？，. * さか 

れ， (制 起す 時 過 CN て 逆に 

皮 を 折る 如き rJ さあら t 

用 をな さず 故に 左 ft- の 手 

おや § 

はて 圆の 如く なし 糊 

て 下 を 押へ 上の 方よ，^ 

劍 かけるべし 尙其 後の 始 

宋は 次の 圖 あ. 5 



シ 



此は 第三 鬮 はして 前は剝 

• せんば く 

かけた る 所 を全剝 したる 

5 は 

もの »ら 何 木に 限らす 上 

か は はだ .A- ま かば 

皮 さ 木肌の 間に 脂 肋 皮お 

へら 

る 7^ の ii て此を 驚の 先に 

て 蘭の 如くに 掃除した る 

ほ * あて かなら つく 

所へ 稍 を當^ れば 必す话 

もの a あらす 去 がらお 

ま，c^手間^.c^てp其間は 

き L ぶ ふま だ つか 

木 維 を 吹 出. し活 ぬる 色 あ 

るべ し 




； 



酶 77、 





四十 六 



此 V 第四圖 にして 第三 圆 

おい >j ん ざし 

ある 蔬蔔剌 にしお る楷 

てばや け づけ ば め 

を 手早く 削圖の 如く 羽目 

r-^ だいき 

込 乙冗 な ftv 尤砧 木の 切 口 

さ 梢の 削 口 W よく 合 やう 

に する 乙 さ 肝要な -CN 次に 

ばぎ 

第五 圖 の，^ く剝 起した る 

皮 をば 上 a あて 其 上 を 麻 

緖 はて 卷 rJW 第 六 圆の如 

く に する rjs な A> 卷ュ手 

加减 おれば 第 六 圖の上 it 

て詳 きを 見る ぺ し 






此は K 六圖は w 七 麻 緒 は 

まき あり さ ま 

て卷 たる 有様な. 卷ュ手 

ゆる しま 

加减 わ. 5 て 緩く 卷 けば 締 

つお す いぶん 

ftv 惡し 强く卷 けば 精 分の 

迴 乏しくなる によ 充分 

注意して 卷 べし 第 七圆， 

鎮を 被た る は 切 口 及 接， ぼ 

おうお め やわ わら 

を， 拖爲 和ら &る戲 にて 

なる きせ をく 

緩み の^き やう 被 s ベ し 

义太き if 木に は ニ粮接 U1 

稍接£ 云 あ， ^sc 一 棺 C 

は づれる も 1 稍 は话， ヒ云 



ま醫 




おて き S 



接 方に て 上 を 拖に藁 を 用 ひす 竹の 皮 を 暨掩に 接 口へ 土 を 盛る ものな ft- 



西+ 



.七 



4^ 接に は势 接の rJ で」 はて 

极の 如き 軟 かなる 水は此 

-の接 方に する ものなら 此 . 

だい さ ほ 

の法$:^§木^^亡同樣な - 

. る 太 さの TP の を H の 如く 

. なし 此の 接 方 ハ 格め て 

手輕 きものに て 如何にも . 

手早に 薹裕 膠の 吹 出 

■ ぬう ち 接 上 ぐれば 话ぬ^ " 

云 ふ？？^ なき 手 安き 接 方 

なう 又痲緒 て卷 き跡始 

未に 至れ ハ 何れも SiSg なるべし 



よせつぎ 

叉 ハ 寄 接のと はて 手 75> な 

く圖の 如く A す， る 7^ のな 

，v へ ほ だい さ， 

. ^接に は 添 棺も臺 木. P 皮 

あ さ しか 

を 少し 削 力 麻 緒 はて 確 S 

むすぶ 

卷て結 rJ さなら 時節 ハ赛 

よら 夏の 末 迄 接^ S 差 支 

なし 又 接て 數日を 經は棺 

を 三分の 一 っ切餘 *i 、後^ 

おひく . はな 

追 切 ft> 放すべし 一 時 

, に 切て は枯る lO も あるが 

- 故な ftN 尤も 夏日 は 魏包を 

高き 听へ 上け 歡き は 燒 



五十 



おい ije 



れて臺 木の 枯る こ， ヒ. ある はよ. 9 度 

. ^水 を 3^ 包へ 灌 かくべし 

ば ら つぼみ . 

圖は顯 す 如 く 薔薇 は^を 昆て蘧 木 

ii 接 かけ る^の はて 花の 閼く頃 迄 

§^ の なり 接 方 は 何れ 2 皮 接 

& くつぎ 5 は 

て 極活安 きもの なれ^ 7^ 臺 木の 上 

か は & まか は 

皮 及 脂肪 皮の 簿きは 活の惡 I きも 

の 故 接 かける に 臺木を 撰べし 左， 55 

れ ば^して は づれる も 云 ふ 7^ ヒな 

し圖は 接た る 上 を掩ひ ある は 合羽 

紙 て^ 丈 雨の か ゝらぬ やう^ 包 

像 をよ しとす . 




lli»oliin«BBii 





轡身 接、 

此は 概ね 夏の 接 もりに^ 

ゆる 法に て 太き 臺 なれば 

切 口よ ftN 1 1 1 寸 Tit ゥ 細き 臺 

丄 $>れ ば 1 ニ寸 ぐら S も 下 

あて 

げ砧木 を 削 ft- て 棺を當 る 

~ 接 方な ftv 梢 を 呼て 臺に添 

る 乙 も 皮 接に 等し 万兩金 

千兩金 天女 花 玉 蘭の 類此 

の 接 方 をして 第 1 さする 

のな ft\ 




I 




縿搭接 



； 5 a- 



此は圃 の 如く 臺木 TP 消 TP 

11. をぎ あは 

同ヒ太 S の.^ のを搭 合せ 

つぎ そ？.， ； 

て 接 其， 上 を 割 竹に て 顧の 

如く ii なし IS さ 動かぬ や 

う id 卷き 接め の. 上まで 土 

を 盛 又 接め i£ 雨の 掛るは 

きが 故 茶 碗 はて 其 上 を 

f たん 

掩ひ匱 vnz な ftN 牡丹の 如 

き ハ 尤.^ 此の 接 方に る 

亡 云 ふべ し 





よびつぎ 

，壓接 

圖に顯 す 如く 稍に すべき 

を やき ふ ft- , » 

親木 を橫^ 伏植 W なし 其 

ほ lew 

棺 にせん もす る 枝の 邊へ 

矗木 を植込 親木の 枝を自 

由 引付て 接の 法な $ 臺 

けづり あさ .J^ ゆ 

木 梢 枝 さ 7^ 削麻緖 て 確 

も 結 付るな^ 皮 接に 等し 

つ き ばな 

话て 後棺を 切 離すな 

同樣 ii て 接べき 時節 ハ 冬 

の 外 差 支な し 併し 第 一 好 

時芑 して は 新芽の 硕ま. 5 

たる 特な. GN 




轡搢接 . 

此は圖 の 如く 接べき 棺を砧 木の 根本 櫂 其 先 を應接 

する TP のな 6V 殊^ 称な $J は 纏 接 する ぁリ 併し 近 

す< な 

時 5： 少し 、 

みづ ヽぎ - 

戀水接 ， 

此は權 接に 相似た る^のに て 棺を砧 木の 植 本へ 權す代 

ちょこ 

に 永 を 藩 口の 如き もの. tiK; 稍の 本 を 永 k つける だけ 趨 接 

さ 異なる のみ 

£±3 つぎ ， 

• 共 接 

^は 他の 木 を^て 璺 木ヒ する ものな き 種類の ものに 限， CN 

せん V ん 

て 共 接の 法 を 用 ゆる^の な. 9 称檀， 蓮翹 なさ 何れも 此の 法 

Ji よるの 外な し 11 



、 >\ 
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. 砧木仕 立の 事 、 . 

砧木は 何れ TP 根 分の もの わら 寶 生の もの わ 6 1 ^して砧木艺せ^1ーる$:なし然れ^79勢 

ぶんはく じ や，、 . ほ つよ らいし んっ *A 

分薄弱なれt稍の勢何slt!强き？p接T^©Aぉら.卞故は砧木は來赛接んさす^oはは其年の 

なつ • t こむ L 

春よ- 夏 迄に 鉢べ 仕込7pぁれt秋の內、>i:ffi立るT^ぁft^て此を知らす其際ii鉢i^t«^砧 

木。 ヒせ C 何 木に よらす 必ウげ る？：？ のな し 

5 め まつ さくら ぼ おん . . 

一 櫺极櫻 牡丹， Ife 擺の類 ハ 前年の 夏 迄 k 鉢 へ 樜込歷 ベ し 又她植 はする TP のにて 菰 包の 

^a木は其年ii臺木さして植込も差支なき.^のな.c^ 

もヽ りん なレ , 

ー祧、 林櫚、 梨、 の 類 は 前年の 秋に 鉢へ 仕込 置ば 充分な り积 殼の臺 木、， 同じ 

ぼら だい f «s rtp しっかへ 

一 薔薇 臺の 如き j; 春 S 秋芑も 床 k 造る TP 差 支な し 1^ 鉢 仕込て 二三 ヶ月 を經 t 充 

S きを ひ 

分 勢よ くなる^ のな ftN . 

圖 顯す TP の は 砧木を 鉢へ 仕込た る TP のにて 木の 質 每に梳 込 方の 違 ひわる もの 故此 

f む 5 ん- , 

を 尤^ 心得 貴べき の 第 1 な 6 無論 砧木ハ 何れも 根 を 充分に 切 詰る； „p の 故 大木 を砧木 

つぎ ヽ 

さす. ^ははニ 三 ケ年を 經て接 木 をな し 又 梅な^ はて 砧の 古木 を眺 さする もの は昆込 




を 主え チ\ 〈て梳 るべ し 併 古 




ず わい 

木 もの は 氣條を 接砧， ヒす 



る ょリ成 丈 短く 切て 接. 



ベ ー 鶴 薇 其 他 鉢へ 植込皮 



楼ダ ぺシ 




接に する？ P の は圖の 如く 

一方へ 寄て 仕込ま^れ t 

接に 棺の e お 所な き ^^ズロ あ 

-ftN て 如何にも 不都合なる 

rJ ヒ おる もの， な ftv 




精に 對 する 砧 木の 事 

左 揭 くる 處の接 木 ハ 何れも 同 木 接に して 接 方の 區別を 慰 ひたる ものな ft, 尤间木 



接 艺は核 は 极梅は 梅の 臺；^ 接 を 云 ふ 乙 もな 

鬱松 



、 C . つぎ かた わりつ ぎ - 

楼は同木の臺に接べし接方は辟接にて其順淳法々は接方の部^ぁるはょ，c^爱は錄せ 

⑩梅 . 翁 

梅は间 木の 臺 に！^ べし 接 方 は 皮 接な リ然れ きも 綠日 もの，， -樣梅 杯 は桃臺 接た る 

C く あがり 

あり 祧蠆は 如何 iiTP 肉 上の 早き もの 故 仕 入物 折節 かゝ る 品 を 見る rJ さあれ $j 

な め 

, 咚尤 N> れは I 1 一年の 眺物 は 差 支な， P 長く は 持ぬ TP のな リ 

⑩樓 . . 

なかん プく ^ ，ぎ 

櫻： G 就中 共术搂 の^の は て 他の 木 は 接て はゥ かぬな のな， 重 n 一重の 臺< 重 は 八 

. *4" きめ r 

重の 臺は接 もの 尤櫻 ハ萌， 芽の 多 さ TP の故此 をる き取蠆 木に 培養して 接. P のな， OS 



玉 十八，， 



1- 



併し 八重 ttA 重の 臺 なれ， n 花 粧の變 たるち の^ 接... 差 支 》 しォ が."^ け 一 重なれ n 一 

重の か あ gii たる..^ の に 接 をよ しとす 尤皮接 又 ハ损接 すべ し 

ぽ，^ ん * 

鑼牡 fl: 



牡丹 は 同 木管て 下品 0 さ I とする さ， 接 方 は Its 方 lii 尙詳 

細 を 見るべし ， 

ぼけ、 . 

木の 養て 皮 I は i はすで is の 彼岸 i 秋の 8迄は 接 i 支 

なし 胖^ の 紅 は 紅の 蠆白は 白の 臺^ 接.^ のな" - 



f 同 木ゅま は If I し t 霄 III 意のに 接げ 

ば はづれ るき なし 接 Hsf i 支な し 5し塞 中 は 宜しから 卞尤， i 墨よ す」 

きりつぎ > 一 

る 人 多し 中 ハ 換接 よす る なわ 力 一 



何れち 同 木 接 の.？ P の は て 皮搂 又は 應 接な 節 は 梅雨 の 煩 はす ベ し 



か はつぎ しか 

何れも 同 木の 下品 を臺， もして 皮 接 又は 纏 接に す ぺ し 併し 花の 白き C 白 花の 臺紅は 紅 

Vi る け 

花の 臺を よし >J す 叉寶を 採が 爲 接 もの 5： 毛 桃の 下品 を臺 もして 西 王 母の 如き？ P の. 

を 接べ し 花 性の ものに 接 は 宜し か. xvil,' 、 

すち、 

鑾李 _ . 一， 

何れも 同 木の 下品 を臺 する もの あ リ皮接 又は 厘 接に すべし 時節 は 花 後ヌ檢 雨の ぎ， ど 

よし どす * 

もんず . 

戀杏 ， 、 

惣ヒて 右 は 同 k 

りん & 

® 林檎 

林檎 は菌+ 

雨の 頃 を 第 1 もする.；^2^な.^ 



1 根 分し て 臺木 培養し 皮 接に す ベ し 接に も 梅 



2 十九 



⑩ 木蓮 、 

何れも 同 木の l^ii て 皮 接な 6V 哪稍臺 花色 同ヒ きものに 限る ものな ftN 賠節は 梅雨 

の 頃；^ すべし 

つばさ 

© 椿 —— . 

やま あ ど w 

. 椿 は 下品 又は 山 生の もの を 称て 臺 木に 立 皮 接に する. 5> のな ftv 接特節 は赛の 彼岸よ 

梅雨 迄 秋 n 彼岸 前後に すべし 花 は 同色の もの ii 限うて 接 をよ しさす 

ふじ 

嚳藤 _ . ， 

臺木は 山 生の ちの を 錚て臺 仕 立 皮 接に する. P のな 接 時節 は 春の 彼岸 後 秋 は 彼岸 

前後すべし ， . . 

まんさく 、 • 

⑩金縷 梅 、 

まんさく ひ つく ぼんさい 

金 續栴は 低く 作ら 盆栽え する； は 同 木 を 臺は仕 立 暴の 彼岸 後 接る ける ベ I 

書兩金 つ へ 

同 本の 下品 を臺 もして 身 接 はする， もの な 6, 時節 n 四五月又.^^十の I 一 ヶ月な 接の 



Rg:ig»?-rs3gj I III, HI ,111 "'aagMra^Eggaagsi^gBi^ieHgflBft^^^ 




， 仕方 圆の.^ し 

⑩柿 

は 何 質に 限らす 蒔 返し は鏞称 亡なる も 

の 故躉木 仕 立 上品の 棺を換 接さす るち 

のな- ON 中には 水 接の 如く 梢 を 長く 切て 臺の 根本に 欞て接 ど あ 尙 詳細 は 接 木の 部 I 

は て るべ し iy" 

.. - 一が 

⑩梨 . , ー随 

^5木©下品なる^のを臺ぐ」して^^接にするなら時箭は花後ょ^^檢雨中はすべし 

れんき や. 5 - , . 一 ゆ 

轡蓮翹 ， ^ 

蓮翹ハ 根本よ. 多く g|j の岀 る^の^ 根 分して 臺 木に 仕 立 彼岸 後よ ftvt 雨中 k 接べ ：！ 

し i 



つる れんぎ や. 5 ！ー f リ 

⑩ 蔓蓮翹 • 一？ 

さ 5 . 

您乜， て蓮翹 同じ 



J? ばい 

⑩蠟梅 

かき さり 



此.. ^同 ヒく极 本よ. 9 萠芽の 多き もの 故搔 取て 臺木^ なし 蓮翹 g 樣の 時節^ 接 かける 

べし 中^は 祧臺な $J;Ji 接^の あれ $i 長 持せ す 同 木に 限る；^ のな ftx 

木 遠 接 ， . 

きち かひつぎ るいじ 

木 違 接 W C 木質 類似に して 他 性 の^の を臺木 さなし 接 木す る を 云 ふ 

⑩ 佛手树 

かられち ；. ， ， 

, 枳 殼を臺 もして 梅雨の 頃 ii 接け t 必ら すつ 5 ぬ ざ K 乙 もな し ， 

だいく 

癰澄 、 " 

积 殻を臺 どして 接 rJ さ佛手 wii 同し . 

ぐ ねん ほ 5 

癱香橙 • 、 • 

橙 同じ 併 橙の 種薛 id したる を蠆 さすれ は赏の 肌奇展 になる.^ のな. . 「 

みかん 

⑩密樹 

ゆ a? 树は香 澄 又 J 桢子を If ヒ すれば 赏の味 美な， 併し 通常 は.^ 殻 を する 傚， な ftNM- 



lisBigMMIliB,, VJ- :4, -o、 r.,.ynim«c^ 




よびつぎ 



れネ 嘴ぎ 皮 接 ii する もの^て 時候 は 梅雨の 頃に すべし - 

籲袖子 - - 

积殼 を臺 さす 時候-?; 何れも 同 1 な ftN - . 

をヽ やま^ん . 

© 天女 花 

又は 白木 遂を臺 ^^て 身 接に すべし 梅雨の 頃よ リ 土用まで は 差 支な し 

さサ ん くわ， 

癰茶山 花 

^歸が雜棒の下品なるものを臺木ビして皮接又は身接壓接な^从するもの^&3 

奚蓉 、 

も くげ じ f ば S5 . 

檁を臺 木に.^ て 皮 接 する 名のな う 特候は 梅雨の 頃^す ベ L . . 

播 木の 事 . 

£滅龄ュ鏢木^して&か^るは&.=.貌れ^...木の質にょ..^は時節を異にし標方も- 

艾lがっv4lふ.^のなら搦i^.はがボ々たるBの朝卑ければ何木^iょらす障なし餘ft^好天氣 

はて./ 惡し、 殊 ifes の强き lii き 曰 lifesl らん f Is ベ？ XS 



1 の 好 特€ する は 梅雨の 頃 風な し 雨 降らす さ s ふ 朝最. y たる 內は 櫻せ t 間違 ひなき^ 

. しつ ゆか、 さ e*y せつめい こ *5 か 

のな し 併し 木の 質 よ ft> をれ くの 鶴 方お る TP の敌へ 左. ^揚げて 木 每は其 說明を 詳細 

誌 る^ぬ 、 、 . 

ひ G き . , 

鷂： ^ の 類 . , 

何れも 梅雨 か 又は 秋の 中半 は 山 土 か眞土 ior へし 梅雨の 頃^ 芽の 堅 ま 力た る を 

見て四五寸^^切て擢せ，(着^のな<^ 

まさ . 

⑩稹の 類 

何れも 櫸 べき 時節 n 间樣 なれ^も な ft> たけ 短き：^ よし 眞 土に 蓂土を 交て 擢 し 其 上 を 

堅く をし つけ 置べ し 

じん てう げ • 

轡瑞番 花 

さ す 

栴 雨の 顷 gT 五寸 迄の TP の 化 切黑土 W 赤土 を 交た る TP のュ擢 •( 着 TP のな. 切 口へ 同 

土 を 玉に 付て 埋込 fi もよ し 秋の 末 は极を 充分 下 す^の 故 肥 Aft く.^ 差 支な し 

⑩素馨 ， - , 



梅雨の 頃よ ftN 秋の 彼岸 Ja! に 四 五寸？ う^ 斷 ft. 肥 土に 櫂べ し又與 土黑 土の 類 極せば 

なり 化け かわき - ^ , 

下肥の 極簿 きを 度 i 漓ぎ てよ し 欞木畑 は 成 丈 乾よ き 所 へ 造る ベ し 

ゑに しお 、 

鬱緣 歯朶 

ゆ/か は 、 i . 

緣齒 ぶ は 如何 はも 濕 ftN を 嫌 ふ.？^ の 故 乾ぎ よき 場所 へ 欞木細 を 赤土 て 造り 梅雨の 頃 

こまか ふる 

は 擢 べし 尤も 土 は 極細に 篩 ひたる を 用 ゆる ヒ W な 



梅 丽の頃 三 四寸； 5i 切 緣齒梁 同 樣の攮 畑 にても 又 鉢 にても よし 欞て 二三 ヶ月 は 肥 を か 

ける は惡し V , 

5, ち > く 

• 無花果 

せぶ いけ かわ ^ 

I 二 四月 頃 U 擢て よし 櫂 畑 て も 又 鉢^ても 掉池 土の 乾かして よく liw たる もの ュ_ 肥 

おち 

土 を 交て！ IS せ t 忽 まち k 根 を 下す ものな ゥ 



ま 化 



惣ヒ て樓 又は 茶 山 花の 如き 堅木の 類 は 割 櫂 W て 三 四寸程 切 擢ロを 二 ッ ュ割 赤土 を 



せま 

揷み其 上 を 赤土に 黄土 を 少し 交よ く 嫁： 《N たる もの ii て 玉に なし 山 土 又は 赤土へ さし 

あて、 

てよ し欞所 は權畑 ii て. も 鉢 に て.？^ な ftN たげ 曰に 當ぬ やう^すべし 又 極て 五六 ヶ月た. 

なへ ，-ヽ L めり ビ こ 3 

てば 聊根を 下す^ よ -.y それ迄 は 肥 を かけす 水の み 絡す、 溝ぎ 湿け の 多き 所に e 七バケ 

ばかお か を だ さき をり ふ £ 

月 斗. CN たち 根の 可な， ON 下うて よう 少 しづ、 日向へ 出し 簿肥を 特折燒 ぎて よし 又 太き 

もの ハ隨て 長さ 七 八寸ょ -..N 尺 迄 切て 欞 べし 

ヌ ^ 

® 薔薇 

つ < なかんづく ミ I 

懿薇は W 季 色.？ P 權て着 もの なれ^も 就中 好 時期 は 秋な う 三 四 寸は切 -ON 鉢 て も擢畑 

, しめ すぎ 

て も 肥 土 は@ ^三分の 一 を 交て よし 如何にも 根の 下 力 安き^ の なれ ども 濕り 過て 

腐る 悤ぁ るに よ， 0 惣て中 乾よ しさす 三 ヶ月 目 ぐら ひよ. ON 油 滓の 藉く 解た る.？？ の を 時 

折德 ぐべ し . 

ふ 言 一 - 

• 芙蓉 * 』 

おち か 

枝 を 五六 寸に 切趨細 にても 鉢 て^ 溝の 土 を 上げ 曰 は 乾しよ く 篩 ひて 肥 土 さ 秒を少 

し 交て 擢 べし ， 



Sits 零 ggil S B E i ^liMtL は a W iteBiB«e R Wfe<e gSg<lgg^^3»«gWIB^3ggK 



き槿, . 

みぞ 

擢方は 芙蓉 同じ 土ハ溝 土の みはて 充分の ネ のな ft- , 

やなぎ 1 i 

⑩柳 

何 種に よらす 春 早く 葉の 出ぬ うちに 搆土^ 肥 土 はて 濕 ftN 地へ 低く 擢畑造 鑤ぺし 一 

こ * ヽ め > ^な i 

@ 小米 花 ， ， ... 一 

枝 を 四 五 寸は切 蔭 土 を 肥 土 へ 少し 砂 を 交た るち の は 櫂べ し 時節 は 春 早く 芽の 出ぬ う 一 

ち. ^よし さす、 

めばな ♦ 

癰蜆花 一 、- , 

小米 花に 同じ. 

さりし まつ /'じ . 

翁 映 山 紅 躑躅 • 、 

躑躅のう ち A て も 映 山、 1： 海、 米 躑躅な^ は 何れち 同様に て 赤土 へ 肥土を.5^し交て欞 

畑^^し 寒の 彼岸 前後 ュ糴ベ し 

フ、 t ざっしゅ 

⑩ 躑躅の 雜種 



さっき VJ^ ふね r?.5 き. 5 みつぢ >; ど， 4 は , 

香 連、 杜餍、 黑艄、 琉球、 三 葉、 淀川、 な^の 類 何れ. P 同樣黑 土,， ；肥 土を當 分に 交權畑 £ 

* なし 五六 月のう ち れ摇 べし 、 

U ぐ まる 

翁 小 手毬 . ： 

暴 芽の 出ぬ うち 五六 寸 k 切リ 黑土笆 肥土當 分に て 極 造 ftvlg べし^ iH<4l く cl^ 

しからす 

はは さくら 

嚳庭櫻 ， / 

IK 木、 にす る は n あま.？ f" 枝 c 宜しから す 去年の 枝に 古枝 を 五分 斗 ftN つけて 赤土 S 

肥土を割fc^たる7pのへ春の彼岸前後ii擢べし又垂櫻，p同樣にて日當.c^ょき所へlgし 

/ W f くみ f 

根 を 下す まで n 汲 留の水 を 极に澆 ぎて 乾ぬ やうに なし 极の 下た る 頃 g 肥 をすべし 

C よ 5 め 、 

鑲郁李 \ 、 

惣て庭 櫻同樣 なれ ^Tplg 時節 C 塞 明に すべし ， 

き 1： / , 



かんあけ ひろ せ 5 / は 

塞 明 頃 養の よき 極 堅き 氣條を させば つく 75> の. なれ &もゎ ま， もな おもの な、 



爆 藤 



Sf§ く I- の is ぬう ち 山 土へ 鏢せ ばりく ものな ft- 



，竹 



^ 4. きっか 5 ち < ほていち く L«s ちく 

竹 cin の S て iS なる. S に 限 6 根 を 下す ものなら 其 種類. 怫面 竹、 人面 竹、 四方 竹 

00. g£i のな の ii て 何 質 て.^ 活.^ の あらす 權は 

お v*> れづら _ 

は圖の 如く 一 一 タ節 切 もの れ^ も 只 徒 i^l 一 タ 節さ 0 み 

てハ 不可な， CS 時節 は 梅雨の 頃 山 土 を 細に して 權せパ 必卞活 




-? P のな ftN 

なんてん ， 

⑩ 南天 



素 彼 f 赤土へ ii ビ ii にし 慕 ニタ て 玉 S すべし f 下す 



迄 n 雨 に鸞 る は あし ゝ 

*5 ん し なんてん 』 

，金絲 南天 



土 及 其 他同檨 なれ & も標特 n 秋 ii すべし 





丄ハ. 



ひいらぎ 

⑩徇骨 木 

• くすま^ み つ ば ？*s ざし ト c す ひ . 

狗骨 又は 衞矛或 s: 黄 揚の類 何れ T^i:!? て 枝 禁^, P に斷 gte. の 如き 三寸 斗 ft, の. P の 

メを濕 M の 餘6> tn のおたら ぬ 所へ 蔭 土 W 搆土 をよ く 篩 て. 交 せ擢 S t< す ベ し 

秦 葡萄 、 . へ 

C 先 二 年 ぐら ひの 勢よ き TP の に 限る ベ し蔓を 他よ 6 切て 持來る はは 蒸蔔 

する か 又 S: 切ん さする 所 を麻赭 て 强さ卷 て 結が 切 口よ. CV 成. g:^ のかぬ やう 注意し 

擢 畑に 至. ON 其 上 を 切て さす TP のな. 9 如 n 肥 土に てよ し 

5 こぎ 

⑩ 五加 ， 

此種 の^の 何れ ヌ活 安き 質. -て 何土ュ て, prnKii 畑 を 造. をけ t 充分 M 根 を 下す 

はは H-vi 

囅 接骨木 ， ， . 

此は 三年 くら ひの 枝 を niT^K 切て 五加 同椋に 擢， (话 のな $ 特節ハ 春 葉の 出ぬ うち 

をよ しさす . 





あげ か？ M * も H? ヽ 

、右の 外權木 W する もの て 數ふ ベから 卞去 ながら 上掲ぐ る處の 種類 を 他 ii 满諸木 

ひ か < さ 55- i ば ぎ かお 

比較す る 特は大 S なる 相 逸な かる ベ し 併し 注意 £ する " 常 盤 木の芽の 固ま， 《N たる 時權 

は ，-き よく かれ ま * t ゆ もく ちが 

ぺき乙 さ 萆類は 葉莖と Tpii 克固 ftN たる 處を 切て 權ば 活？ P のな ftN 單類は 樹木 さ 違 ひ 物に 

よ -ON て ハ 葉の 莖を權 て 根 を 下す TP の あ 殊 鄉 なき C 草 中の 擢 もの ii て此 CS? 培藥の 

- まつば ぼお.，》 き りん さう くさ ひ £ 

部；^ て 見るべし 叉 草花 中の やすき 名の は 核 薬 ft 丹、 戯麟 草草 等しき 7? のにて ホク 

シ ャ此何れも活安き；^ょ.o^左のみ土ケ：-7$-撰t^^ 1 本の 無き 7^ なさ のな 力 

、 種 蒔の 事 ； ， 

たねまき なへ みいり WW ほか i . けつ 

種蒔亡云ば寶たるを銶て土中へ^^の外^.^,かるべしさ思$:るれ，^^缺して 一 やうの もの は 

みのり すぐ まく てんぴ かわか し まい を 

ぁらす寶たる、，^のを直^^もゎれ，ハ天"に乾して紙袋に入.れ任舞猩き薛べき峙節を待て 

蒔 畑へ 涯る もお も實の ffiii て 蒔.？？ Q れば 割て 核の み埋 るな わるもの にて 一 i 此を K 別 

るば るな つ あき 

すれば 攣て數 ふべ S らゃ U る，，^ のな リ然 れ^ も 何れな. K 同小 違；^ して 暴 夏 秋の 類別 色 畑 

ね ほい あやなち . 

の 造 方 を 心得な ハ. K なる 過 は » かるべし 

一 何 種 を薛は TP 第 一 は 蒔 代 を 充分に 造る N>€ 肝要な う 此を雜 へ るに は 1 Itii てき 一 1 



{ セ十 】 





！ . b トニ - 



Itii てち 薛！ i の s に應 k て 地^,.. vVJ なし 四方へ 杭 を 打 5 ^又は 俵 或は 筵の 如き もの 

か K> , たがや もぐら い ね はら 

はて 圈ひ其 内の 土 を 耕 の 多き 土地 ハ 四方へ 板 を 入れ 共 上へ 馬の 寢蘭 又は 古 

ね だ しお く tr, し a しさ ^ 

菰 の极馱 下の 腐れた る を 布 其 上へ 秒の 多燈. A 乂リ たる 土 を 布 其 上へ 肥 土に 蘭 灰 を 

L きし う しあ r • まき &く こま 

交た る もの を 布 代に ft 上げ 其 上へ 種 を 薛又其 上へ 極細 かなる 土に 細かなる 砂を少 

まま さ くさ 

し 交せ 傅く 散布 をくべし 餘.^ 土 を 厚く かける は 時 さして 種の 腐る 乙^お 力 

V り * き みい f 5 る ほ すな は 

1 採 商^ は 寶リ？ i る 種 を 直ぐ 畑へ 薛 こ^な 此は實 及 核え TP ii 潤 ひ 少なき^ の 則ち 

あ を S もくげきり あ を ぎ "ふ や 5 

養 機 桐 梧桐 芙蓉の 類に て靑梧 芙蓉 n 秋の 末に 薛故 霜餘を あす ベ し . 

-«し^1し まつかさ 3 ビ 

1 年 越 ig:! 极の 類. て极 越より 落た る 種 を 砂に 交 をき 來璨の 彼岸；^ 薛ぺし 

<だ ちの くさ 

1 凍 物 5； 肉をビ うて 薛 べし 肉の 儘 C 時ゥヒ して 腐る Nl さあう 

. こまか 3 あ 3 をい 

i 種の 細なる-, P の は 土に 交て 薛 べし 輕. の 種 は雨掩 してよ し • 

ばす か a- つ 

1 蓮1^子の如き永1:^^て3種は^^の姻^^賻べしニ三寸に延てょ.？^.^- へ植るものな 

草木の 害 蟲を驅 除す る 法 、 



e^u^^ く じょ はふ あら は， ； . It i 

夫 M: 木 0 虫 を驅 除す る 法 j; 草木 育 卿 又は 古書に 就て 著しお る まの もの を！ 《^ れば檬 io- 

驅 法 わうて 根 烟艸 の莖を 入る がよ しさ あれば 烟の粉 を 土 交る を 第 一 の 良法 W 云 

いわう ば^ ま ぜ る ずいぶんよ i I . 

ふ？ P あ. CV 硫黄 さ 石灰 を 土に 混交 をよ しさ 云 ふ もおう 此等 は隨分 世^ 行ない 來る乙 もな 

レ 5- I 5» - せ ち 5 がいち 5 - はなはだ め く 5*?^ り は をから 

れは驅 除法 ヒ して 用る に 足るべし 併し 土中の 害虫よ. CN 1 層甚 しき は 芽 を 喰 切 葉 枯し木 

. もつ t* も， V のる S ぉヽさ したがつ ちく 

を 病 する 種 i の 害虫 わり 尤其類 多 もの なれ， む.， P 艾驅 除法 も 隨て備 る.^ の なれ， (逐 

5 ち こヽ * • 

ー此 を區 別して 爱 にしる しぬ . 

審芽切 虫 通俗 菊す； siK ふ . . 

i - ^] I I I いずこ S5 きた しんめ くひき る 

此は圖 の 如き 虫^て 佝所さ TP なく 飛來 トメて 草木の 新 并を喰 切 虫 

のぞ び あるく <, 

なft^尤7ss^險次第^.o^除くは無論なれ^.^何分^行Atれば何 

時 か 見ぬ 間 は 害 をな す； 0 さ 多し NJ れを 一 CN 所え 翁て 獲ケ盡 すに 

- い^ 0 ； ； ^ W は な だぎ くお、 

は な る 植物よ ち 千 渡 離れ たる 所へ 雜殲を 多く 植罱 ばお また 

の芽切虫飛浓ft^て殲の芽ii採付喧切居もの故^^awを採.ft^殺せt手、，pなきさのな.c^又 

ひつ 一-つ で ，かい f X いま 

i 鼸 はは 菊の 极 よも 出る 害蟲 な.？、 J S ふ 7^ の あれ^も 余 朱 だ 踏の 根よ. CN 出る そ In^ た 

七十 三 




、 るこ^ ia>! 若し 菊の 根よ ^出る もの さする も 他に 樯 おる 菊の 根よ 5 出るな のさせ •( 

5<ぎ绋の芽^止る^?と-9盡す^^^くはなし能く此を案卞る^^菊の极ょ&^33るも 

- の なれ t 古 根 ns う 出る 害蟲に 相違 5a> かる ベ し 何も 豫防 するならば 菊の 古 根 は 固 中に 

® か^る をよ し^す * / * 

儔 根切虫 ... . 

此 il5„ ^土中に 生す る 虫 セ卿 或は 芥の 腐れた るよ. = ^湧^の な， 9 故 土 は 每年 植替前 

- まゝ- ふろ ひ C ね **" すて こへ 

は 必す土 を 取リ替 るか 又 其 儘 にても よく 篩て 芥及 草の 小 根 を 取 fiN 捨又 他の， 肥 土に 

ふる を ぶつ さ ぃレ ばい い JJ 、まビ r 」 ，か 、 t > 

て TP よく 篩 ひて 物 を 去 MN 石灰 を 聊か 酷 交て 梳 込め t 必らす 根切虫の 

, 害 稻る fo^» し 又 彼岸 後 に なれば 土中 根切虫の 極く 小なる を 見る- 

さい f い 、 のぞ > . W , 

の な .9^^.,際はょく注意し て取..^除け t 左ま で の ^ 5； な か る 、へ し 

&し 一 本の根を喰折たる時まちJ^i堀出せば其所.にlB5るものな.o^虫形ち圖の如し 

い HI むし 

⑩糸虫 . - ， 

此は t 夕く 鉢の 植物に 肥料の 過度よ 6^ 根 生す る 害虫な. 9 其 形 さな るら！ ^き< ^の 如 




つち プら しっき ふく なめ み へ 

„s の 害虫 土中に 湧た る や； SE^ る は 根本の 土 面何ビ なく 濕氣を 合み て 滑らかに 

, 「 A»、4%-*«t^\ は きば 一 

色 常 は 變ゥ て! .^is を 生す るな， 9 此れ 糸 虫の 湧た るが ためにて 枝葉 稍 表へ 葉 黄ます 一 

t 1 ふるつち ふり を ど 

g すして gi する 乙 さわ- vtw^ は 多し >0 、る特 は 直ちに 根の 古 土 を 振 藩し 根 は ク 

き だ る 糸 虫 を 殘らす 取捨 更の 土 を 入替て 培養す ベ し . 

® 木 喰 虫 、 . 

ほ は 害蟲中 ド さ.^ のにて 木の 心 を iw. 皮の 上まで 穴 を 穿ちて 鋸屑の 如 さもの を^ 

|3すも0?^13^1っケ所なる...-か鎖^§置け，ハ次第は^ひ #wi. 

. ば じめ ある 

g げて敫 個の 穴よ う 吹 S だし 終 根に 喰 込て 枯る、 ものな.. = "故 ユー 初 穴 一 ニケ， 所^ 内 

ち 1^ f f 鈞を 入れ し 又 突 殺さん さする... & くにき ビ時は 何程 突.？ 1^ なし 其穴 よ 

やしな どく ゆ 

ら 「テ レ メ ン油」 を 入る ベ ー テレメ ンは木 を 養 ふ. ^のにて.^.?」. 9 て は 極 毒 油な， 9此 

迄の^16>は穴ょ..^&^の&5<は樟腦を粉にして入れ或は鶴冠粉を入れ穴ょ".燈油 

-ひ S まさ - 

, . ^さすな & したる 1„p の なれ^も 「テ レ メン 油」 比して は 1 つも 勝る ものな し 

© 毛虫 、 1 , 1,1. II II 1 1 

画画 匿 ■ ■ " - - 一- ョ lilEMislglJgL S H f -aaipll^fslfrlila も. s 
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七十 丄ハ 



けむし 、- . くさき ゑ だは か けむしな お 

毛虫 は 種類の 多 § ものな れ^ち 何れも 草木の 枝葉 を 枯らす TP のな， 毛虫 は 何の 種類 

ま いおん あ 3 き- こ ゑお た 3 ひう み はる "た はき. て 

. は よらす 前年の 秋まで；^ 木の 小枝へ 卵を產 つけたる もの、 春に 至 力て 湧出る Ms な 




れ t 卵よう 生せ ぬ tra 虫 

ぉぱ こがお な 

の 卵^ 甍 しき 所 を 小刀 

の脊 にて rJ すう 落し 

「 テ レメン 油」 を犖 にて 、 

8sべ—又酒出たる..p©はて75Aciを取捨？？^ へ 「テ レメン Jrg を 塗 §けバ かっして 1? 

おび， V の mc3 しく 

度 其 所 へ 生す る 乙 なし 此 迄の 仕來も c 何れ.. P 燈油を 布なら ひ なれ^.^ r ーァレ メン」 

は 勝る 5 油な し ヒ云ふ 叉 毛虫の 形 及 毛虫の 新芽を 喰 を 有 樣は圃 の 如き. P の て尤 f 

るべき 害虫な , * 

き t らみ 

癜木蝨 ， ， ， . ： 

buL^^^^t fiv- ヒ を I し-あ f わき はヒめ L んめ を O まん ゑん 

此 は木蝨 さて. S 氣の流 述惡 しき かために^ だす 害虫な. 最 1 初 ハ 新芽 起 .CN て 蔓延す 

る 蹄 $： 葉の 新 古 を 嫌ら は卞表 裡 若枝 小枝 は 至る 迄 取- CVS き 終 は 其 木 をして 枯苑 せし 



まづ おい 5さ ヽっ きお L 

むる foe わる,， p のな， 此を驅 除す る は 種. A の 法 あ. CN 先 第 1 は 聊か 付 出た る 時 其ケ 

所へ 心なし 擎 て r テレ 

メ ン： i」 ，ゲ 塗る しか 卞 



，• ヽん うは 5 , 

此の 古今の K 法な.？ 此迄 




の 仕來. CNn 烟草 の殼を 水 

ii 浸して 權ぎ たる TP のな 

.CS 又 一説 iin 「力せ ソヲ 

5 す - 1 . 

ダ」 を簿く 解て 漠 N/ もよ 

しさ 云 ふ さあ ftN 此は余 C た 手 を 下して 例した る t さなし 此の 圖ハ. f 牙に 付た る 木 

るら ひ を かお ォみ やか もち - > 

を 「テ レ メ シ」ぶて上ょ•C^冼落す形ちな，C^其速なる^J亡用へ て：一:^が^^』知るぺし 

癰靑虫 ♦ . 

& 4iS の SScNv4 いさ. 5? のな- N 通俗 て殊は si の 葉な^ は生づ る.^ の はて 

尤 ISi く の； あらす 故 iiag 附次 %1 殺し 喰殘 しの 1^ も 取捨 又鉢植 なれ パ 鉢の 内 



^£の糞ぁる7^のな.《^此を早，，取捨す5;土§广て終は木のーす鼓ぃ艱；；，來す恐れ？，- 

• 裏 虫 

此. c 如何に.. 4 きかき 虫^て 稷棑 類の ifeifc^p の. y& れを通 ぶふ 

C だい まん ゑん を <J つい 

は1?^第に蔓延して葉を落し終には枝幹亡,5:>枯死する^^至る.„の^ぅ此迄の5^|^^.- 

白水^て 洗 又は 大根の 摺 下した る 汁に て 洗 ふ. P あ 5g 何れ. P 古法^して はがら す 

心なし 筆 t.^ て 「ダ レ メ レ油」 を 塗に 限る し ， 

らんしつ ， , 

⑩蘭融 

&し らん しゅるい 11 $ら ひらたく ちい 5. ズ , . 

？ ffi 蝨ど n の 種類の 薬 裏に Is? 少 ri 跪の 如き 虫の 付ヒ t あう が g に は の.,. の 

て 洗 ふさ ぃふ乙 さ.^ れ^., > 蘭ハ鲈 1： に. P 葉の il^,? の に 葉 を 洗 ふ fes 

し、 tK? レメン 油」 て， P 葉に つきて は 宜しから す摯 のさき につけて 其 虫の.：^ のみ 

^ い つ は 5 やく KV せんじ〜 ろ 

塗 をよ し ゥヒす 一 方に は柘榴 のま 汁 を 筆に CN けて 虫の 上の みへ 蜜る も S 法 t あれ^. P 

ーテ レメ ン」 はしく ものな し 、 

⑩苔虫 • ン . . 



L5 つく ベら けづり をビ 

木の 種 に よ 》os て は 白き 苦 形の 虫 多 N/ 付 rj^ あ. 此は^ 篮 て 削 落し 其 跡へ テレ タン 

をき かん をヽ 

油 を 塗 -0>锟0 五 日間 1^ たちて 白水 を 邐ぎ冼 ふ ベ し 

静巢 虫 - 

5 め 5 め なつ すへ さくら か I ^c) 

此 c 多く 盆 中 ある 栴 櫻な^ は 付ち St な， 9 栴は a の 末よ ft. 櫻海棄 林檎の 如き は 秋の 

頃iis^^.o^て葉；^駒の糸の如きものをかげ次第ii葉を卷嚴ビなし^ra^入*o^紫を喷筋 

のみiし蓃延するに至ft^ては宛がら枝葉 一 面の 綱 を 張うた る 如くな fi. 故 は 此虫は 見 

附； k£ 枝葉 &&iils てされ ばつ illii てぶ 季は 土中に i みて 寒氣^ 堪蓊 期に 

.なft^て苒び地上；^顯れ大；^i草木を惯める害^なft^燒捨るょ.c^外r6驅除方なし 

§ 橘 虫 山椒 虫 さも 云 ふ 

さんしゃ 5 ゆず かん ， - 、£4HIIIP^§ 

此は其 元 山椒に 生 玄蝶も 化して 柚 及 ffi 類の 新 枝 は 卵を產 ^^^^ 

着る よ， 0 生す る 害虫な. CS 尤 ffi 類 は 限らず 匂； a ある 木 は SLW^ 

必卵を 産 つ ける；^ よ， 9 尤 注意す ベ し 形ち n ，の 如き もの 

it て 色白き. の 故 如何 も ssa 安き ものな <.ノ 只 取捨た る 




. かげ 



八十 

. • ひろ ひ Hlw つぶ 

I ま、 て は 他 草に 付 つ 窖を なす ii よ ftv 拾艰て 潰す ベ し 

しゃ，、 さ-? - . 

秦呎蠖 、 ， 

此は 雜草雜 木の？ みに 生す る 虫 故 盆栽な^ は 成た： t: ポ&さ 暈ぬ やう ii すべし 又木の 

問 驗 の 邊は廣 さ^ 折 ー. 注意 すれ、 £ 差 支な し 見附 次第 取捨^れ 新芽 叉 は 1 薬 を 喰 

ふ 害虫な う - • , 

g 一 いじ むし , 

多く « な ^ii 生ずる 害虫 ns て 葉お 喰 叉 ~ , , i ,、 

, さばる はつ 

手^ても 此虫^ 障 時 は 毛 先よ 毒 を發 

さす く t よは 5 すヽ めの たこ 

して 剌も のなら 驅除カ ハ 雀 觀 どて 騸 

の 如き もの 枝 及 木の 股な ゆに 生 t 其 ts: 

• て はる こ 

よ- て 出る-もの 故 春のう ち 小刀 

の 先にて も 削 取ば 害虫 に 比して 手 安き 

驅 除法な， 5 




鲁螵蛸 . 

fj ゑ だ 

此は圖 の 如く 木の 小枝 股 生す る も 

か iiaw す 5 ち ^ 』 

の^て "&蜋の巢なw^內部に$^數個の 

ふく JJ. かおな さき 

卵 を 含める TP の 故 見附 次第 小刀の 先 

て も 削 力 さるべし 又 差 支な き 枝 n 

りすて 

折棄る をよ しさす 

まいく ；. 

® 蝸牛 .。， ， 

&は毛 Aii 比して は 其 害 少し" ヒ するな 革 木の葉 を 嘴 ふ もの なれ t 取捨る の 外 » し 併 

し 此の 虫 は 木 ii よ ftN 1 利 一 失の なのれて 袖 橙 稀な^に 黑 粉の 付た る 時 は 木に 多く 蝴 

*S わ おち ま ぬぐ のち 

牛 を铜匐 すれば 忽ち して 拭 ひさる ものな AN 又 拭 ひ 取 ftN て 後 5； 速 取 除く はし * 

なめくじ に， - 

癱蛞瑜 

窖は鰯 牛 同じ 柚 W 類 iiCN けて 功な し 、 

み、 t 

藝 . 




木の根を千渡隔ちたる所なれぺ石灰を解其濃^のを澆ぎかけれべ忽ち^^して死す木 

あるひ むく to じ fr? ゝ 

の 根 或 C 盆 中へ 上リ たる a 颇 は 無 患 子の 皮 叉 ハ 柘榴の 皮 を 煎じ 其 汁 を澆げ S 直ち、 

死す 併し 跡 は 具 求 ii て 克澆ぎ ft べし 其 儘 はて は 木に 障窖な る 1^ のな 力 

秦蟻 ♦ . 

一 ♦ は ぼ <5 き • 

蠛の驅 除法 は， 種た 樣 々あり 盆栽 なれば 着た る 蟻 を羽轡 ii て tj^ 一 

は を さ かなだら ひ ： は よ 5 い ^ /^に 

箒き落し金盥.^水を張ft^中^iスsけt容.易なるものなft^又 ， f 

は なり^け ふか It 一一 • 

此 叛 して 地上 に植た る木ュ 集る 蟻 $： 驅 除に 難し 成 丈 深き 

みつぬ り ぐ 1 あい ， ふせ をけ はら fr5ls<.^ U 

. 鉢へ 赛を 塗つ け圖の 如き 工合 ii なして 伏 置 t 忽ち a して 鉢 ，^xs^ 

の 中へ 數 万の 蟻， 這 入 もの の驅 除の 外さした る S 法な し . 

湿 水の 事 

サぺ fts ,y、 ぎみず おりよ 5 

凡て 艸 木に 對 して 灌水 をす る は 5： 第一 性質^時候亡を心得てせ^れば多量；^^廃きて木 

. いって さ ま . さ 

の 養 ひもなる われ n 又 害さなる あ， rt- 一 滴 も 操が すして 差 支な き 時節お. 5 先つ 冬の 期に 

いほ むろう ち X . やしな か寸 すぎ か hi 

至れば 窖 中へ 入る によ -^聊 盆 中の 土に ひわる までにて 養； s£ な 6S 若灌過 さなれば や 2 



/ 



る. のおし 就中 F が， 概の 如き は 1 滴の 水 よても 澆ぐ時 は 却て € る 患. テ ン シ 牡丹 週 

ひ より m きおち ヽ 5 す <j しあて あ, 《 

俗 天 丝 牡丹の 如き も 又 同し 萬 木諳艸 t 名 春に な 6 て 日和の 時 s 中 少 峙宛澆 ハムべ 

し 三月 頃よ 6041 六月 迄 は 時候 を 追 量を增 して 日中に のみ 灌水 をな し 六月 頃よ，^ 秋の 彼 

こ を てんさ にち、 う , 

岸 過 迄 は i4« 後 三時 過よ fiv タ迄灌 ぎ 彼岸 過て C 好天 氣の 時日 中^の み灌ぎ 尤も 時候 乞 追 

て 緩 ゆし 冬 至れば 前 iig る 如く に 腐る べし 其 他 盆栽 C 鉢の 質に よ， ON 灌水の 加 嫁お ft> 

ち さ いしゃき くばりよう c^,^ 

秦 P のちの なれ， ぶ千賓 多量になる.^ 左の ミ窖 £ ならす 磁器 なれば 聊過 量になる もズ乾 

さ A ろ 

き惡 きが 故 Ipir なる ものな -Ms^ の 植込及 植替ハ 五月 頃 は 至 ft. 新极を 盛ん 下して 

盆 中の 土 を 乾 >の しむれば 多量に 灌水す る も 障 力なし 却 

J»>^^ ぼんち $ 

て 養え なれ.^ 併し 霖 雨の 後 盆 裏に 水 溜 ft^ たる ハ 尤惡し 

あな 

細き 棒の 先 又 筆の 軸の 如き.^ 0ii て 水 拔の穴 迄 二三 箇 

所 i て 水 を鄉 すべし 此は 鉢の 何燒 によら 卞 古き 植 込せ 

う &は. a な？ J _ > 

の n 猶更 のこさな う 中 k は 雨後の 晴 上..^ 林^ は 南風 吹 

て 盆 中の 土大に 乾き 過て 見得る 7^ さお. 9 此は^ 面の み 




<t 三 



s> く はつ ^< 

乾きた る 1^ の 故必》 り \ る 時 は iKnsii 水を澆 ベから す 常に 盆 中の 乾き を 見る はは 一 ッ植 

木 棚 並ぺ おる 素燒 鉢の 乾 を 表 華^す れぱ大 なる 間違な し 惣^て 水を灌 く. は圆 の.^ 

じキゥ KJ . 

き 如雨露 を 用 ゆべ し 



十 



之 








, 攀 



き, 

ちの 



V 



窖の事 

： もつ W も かく 

〇 辔 J; 盆栽 培養に 最缺 ベから^ る 必用 

物な6>然れさ^搆造のみ窖；^£造リた 

むきお よな 5 レ 

る^? P 向 及 後ろに 林 及 森の 如き 7^© 

又 小山の やうなる？ P の あら^れば 

功 をな S 卞 艾土窖 にて.？ P 向 5； 南に 限 

, . し。 か 5 やま はんぷく 

後 は 小高く して 其 趣向 山の 半 腹 も 

云 ふ 你の處 へ 造る ベ し 併 山な き 所 は 

土を盛.c^て造るも其功更^かゎるl 

^なし 



温室の 事 

れんぐ. e . * 

圖の 如く 煉 sii て 造 力 

が ラス を 張う 寒風の 室 

tS! へ 襲 入せ ぬ やう ガー 7 

は め <み0 ぱぉ 

スを 羽目た る 組 子 骨^ 

至る 迄シ タク イ^て 塗 

留 たる 搆造； して 日 

光の 温 氣又ハ 室 內の籙 

發さ =H《 によく 育ちて 塞 

中， ヒ雖 四季の 花 を 同 

持に^かせる仕掛な，.》^ 



温度 器の 事 

此 n 南 の緣 側へ 出し 寒中 

はっか 5 さら 

k て？ s-m 光に 躕し 置け 5； 日 

をん せ . fcf 

の 温度に て 盆 中の 土よ. 蒸 

はつ 

發 して 自然に 花 を 養な； 3^ 

5 しむる t さ aii 異ならず 

あな 

日 沒，. 5 至れば 室內 入れ 暖 

k , . さむさ 

かにな し S べし 尤寒 a か V 

う て 必用の.^ の nS て 暖氣に 

な， て は あまう 用の なき.^ 

のな. 5 . 




SI ^'め 



盆栽 雅赏の 事 

あら ほん さ 5- づ が み ふラち しょろ ぶんば 5 </ ちんれつ あ 

^の 部 ii 著？； す 栽 は 何れ 雅味 風致 を 賞し 文 一 房の 具， t 共 陳列す る， 名の を 擧ぐ順 is^ 

i お ザ わ かり しめ ♦ 

n 四季 又ハ 等級 を 撰 t す 只 了解 安き やう 示せる ものな 力 

像 松 . r 

T- あら は うへ -- 

圖に顯 したる は 盆 中に 栽 

50 こう 

て 風致 を 質す る處の もの 

なみ まつ 

； て 尋常の 极を 培養す る 

をゝ. & 

^は大 nS 異. 5^ る さ rJ る あ 

なに 

.0 佝 どなれ t 极を 培養す 

さま t 

る はは 樣ぇ ある？ J- の はて 

芽 生 を 植て麇 木の 松ミす 

る も あれ t 地に 植 るな 枝 

まげ 

を 曲て 仕 1^ る TP あり 盆 中 




t< 十九 




u ど さら あ： b $ 

はて^ 俗 愛の もの . に C 殊更 枝 を 曲 葉 をす かし 又 根 を 上て 作る も あ.^ 銀靑の もの 杯に 

いお つやよ き なが くぺっ - ひつば， ~ こ >ろ， へ 

到， CN て は 葉の 絶好 を 眺めさな す 名 ある ものに て其區 別な く极の 培養 は 一 班^ 心得て 

が. J よう や I- な たち ま 5 ゑ だ ふ Si は のび いつおい . . 

雅 賞す る處の 撥 を 養へ ハ忽 にして 枝 太 ftN 葉延て 更；^ 見る 處な き极 で」 はな リ ぬ 一 係 盆 

ふ 5. いん おの まつな ど もさめ をへ 二-だ 一 ^ 

4 は 栽 へ咸 額を藥 しむ 敏杯は 其 iH 芽 生 よら 培養した る^の はわら す 深山幽谷 育ち i 

いくさせ せっさ.？ L のぎぼう ふ 5 さま.^ I- ん さん ほん 

て幾年の雪霜を凌暴風に拔.，..^^きのれ樣-^の辛酸をなめて生長ナ\^たるものなれバ盆 

5 へ ゑ， 4i は の さり かんば 4J う て" ん ねん すがれ 5 し やしな 

中に 栽 枝葉 を延 t さす 去 ビて又 枯葉 を 生せ す 天然の 姿 を 失な ハ^る やう 養 ふ 乙さ 

かんや 5 あか；：？ つ や ま くろま ク いっさ 5 ，二 

肝要な， 赤 1® なれば 山 土の み て^よし 黑极は 山土ュ 土 を 交る か 一 靨 具 土^ 栽る 

は 5 し たてまつ こしら こやし かなら 

方 をよ しビす 肥料 は 仕 1::- 极 さちが W 人糞に て挤 へ たる 肥 土な^ $： 必す用 ゆべ からす 

さきく さら す げっ へ し 5 5 せ ぽ ぞく 5 す いさ、 

油 擰 を 解 腐せ 數月 を經て 臭氣の 失た る ものに.^ を 割う， 極簿 くした る.^ の を 聊 かづ、 

つち 、たき 5 る あ 1~ め こへ ますい 

土の 乾きた る 時 潤 を はせ 與 うべ し惣 して 极 ハ 濕.^ を 嫌 ふ もの 故 肥 水 P 勿論 與水 X 

か ±： サぎ げ つち か しつない ちんん つ よ しづ 

もぁま，=^褂過ぬゃぅ注意すべし核s: 一 ヶ月 中 十 B 室 內に陳 刻 すれ， C 二十日 V 蘆麗に 

のき， J お だ I- をく こ4 ば 55 きら 上 しづ や ね 

て拖 ひたる 植木 棚 又は 檐 下にても 出 置べ し殊 梅雨 中の 雨 J 嫌 ふ TP の 故 蘆 簾 屋根の 

5 へ どう ゆ み かけいって き か か * せ も i 

上に 榈 油紙 を 縣^ 1 滴の 雨. ％ 當らぬ やうに なし 棚 は 如何にも 風流 通しよ き やう に^し 






さ ひ がん サぎ さ.. >ゥ かへ l?«.r 

歡 ベ し植替は秋の 中宇^^す ベ し左なく ，c 泰の豫過 ^^する ？^.5<なし素人手；^^ ては 

ふる 

な. CV たけ 根の 土 を 振 n ぬ やう 植替 べし 

，千 本 松 , . 



せん ぼん まつ め まさ 



千 本 ，核 は芬薛 の？^ の^て 圆の 如き 鉢に 肥 

I まつの み めだち 

土 を 入れ 其に 核子 を 蒔 芽 立て 三年ぐ らい 

なが はた 

の.？^ の V 眺め^す るなら 又 肥 土に て 畑 を 

こし ね ばな ぼんち 5 

捲らへ 蒔た るみの を 根 離れせ ぬ やう 盆 中 

sow" あげ なが 

へ^ 上る もよ し 千 本 极は數 年の 眺めさな 

SJ み もの 

る.？^の^^ゎらす先五ケ年迄の13^物はして 

かお いづ ^^をぃっ これ 

培養 方 は 何れも 同 I やう なれ^も 是は茅 

！ V ヽぎ かれ を ヽ こさ :1 . -J 

薛の仕立松故肥料の、麓方大s^d異なるヒ^JX^©*o^最,初種立の年ょ6^ニ年目の秋迄肥 

むぅぷ ん みせ さら こ へ みせり いさ ヽか こへ 

料を充分に澆ぎ三年目の綠.^たゥ頃には更^^肥けを與へす綠延立たる後7^聊の肥料 

, C5 ぎ みだり S か みにく 

を與ふ べし 肥 過れば 漫に 葉延て 如何 も 醜 さもの な ftN 千本极 n 中古よ カ雅 入の 好處 、 




さ 5 し 上 * きたて 



. かん AJ3 ぼん にあいつ あ. S これ 毛つ HJ も しき 

なれ^ T^p 盆 中 て 幹の 揃； S 盆の 似合 鈎 合 此最六 ッケ敷 

ふ 5 いん Hi,tp. みら ぁぢ はいがた きぼん さい い 5 

さ^て 風韻な き 翬？； 味 難 盆栽な.. 故 鉢 及 幹の 位镫等 

いた なお レ り 5, 

は 至る 迄 H を 見て 其 何たる を 了知 得べ し 

⑩赤仙 \ ^松 

つかね [1 を €>づ か 

赤 仙 毛 は束极 して 極 淺き長 角な^に 栽れば 風. 致 自 ら 

r,.- なば り さ やひ ぞく 

備て千 本 极に滕 る もの.^.^ 黑仙毛 は 野鄙に して 俗なる が 

故に盆中の眺めさならぬものなft^植る n ^土を用ゅ肥料 

其： g の 培義は 右に 同し 

© 銀杏 松 

おち 

此 j: 最 俗に 近.^ の なれ $i も 天然 の^を 保 CN もの S: 多少の 

& くひく ヽ はち この 

雅味 わ て眺ビ なる TP のな. CN 木 は 極 低鉢淺 きを 好む 栽る 

は 山 土 叉 n 與土 k て もよ し 肥斜其 他の 培養 は 上に 同じ 

しかし 

併 肥料 は 少量の はう をよ しで」 す 




籲杜松 

杜楼は辩^^で/近し最も天然の姿ゎるも 

の を 愛す.； 41 しさ 人工 を 用 ひたる TP の は 

眺 ，、と なら. す圆 の.， ^ 風 ffi は 止る のみ 其 

名 核で」 雖.^ おに 近し 併し 土 及其恤 培養 

£7„p 上 ii 同じ. 

翁 石化 杉 〕 

, ちつ 5J 

圈に顕 す 如く 純然たる 杉の 種 額な ぅ最 

も 天然の 姿 を 愛す 故；^ 人工 ひて 造う 

、だる も 其 趣 を まもす ベ し 鉢 は 淺き長 角 

をよ し^す 土 及 其 他 培養 に 同じ 



⑩ 梧桐 

づ あら ajs-t み A AO 

圖. IS 顯 S! せる は 切 込^の して 幹 

ふ お 55 しお， 

ノ 太く 根少 さく 鉢^ 又隨 がって 少さ 

. かつ あさ Lf^ 

ぐ且淺きを赏美する7^>の な， ON 此切 

込植 をす る nS は 一 朝 一 タ 出來得 

はや 

る ものに わら 卞 早く 7^ 一 一 一 年 充分 a 

なに いち 

して 植込は 五 年なら 何。 ヒ なれば 1 

きりされ かれ 




, は 根 を 切 採， (枯 るの を をれ わるが 故 は 先 最初の 特 充分に 太き 根 を 切 禁中 分の 鉢に 

あ &な^ ズ いさ ヽか じゃま ね ひ ちい C r,r 

梳込 翌年の 秋 竿^な.^ て 聊づ、 邪广 なる 根 を 切棄ヌ 一 か C 少 さき 鉢に 移し 其翌暴 

ちさこね を 3 5 す ひへ ほど この ミ し ふき いおり HI 一 

はな. CS て 千 镀小根 を 下した る處 へ 油 it の 簿肥を 摘 こむ 此 年の 秋 は 至て 陳列 を せん さ 

ラっ はち ぉヒ V 

する ml- 込の 鉢：^ 移し 其 翌^ 則 五 年 目に 1 初て ^の H を 驚ろ かせる 盆栽".^ なる ものな 



ふま 



IJIS- すてち 5ぷ< 



かげ 



6. 中 > -んケ 敷. P の なれ ど. 5. 至極^ み i& る もの て梳込 4 は 其 土 か 又 5： K 土 を 少し 突 

^0.,^«宜し^ #^は极切採，5ぉる後三ケ月程は惡し\併し水同檨の極&ぉきものは差支な 




し 

傪千本 梧桐 

め まき 

千 本 梧桐 は 芽 蒔の もの. ii て圆 ii 顯 

ていさい ^ その まヽ 

す 如き 体裁の ものな う 其 儘 陳列せ 

ん さする 鉢へ 位 貴よ く 秋實の 落た 

すぐ まきをり ふし _v ゝむ 3 . 

る 時直薛 折節 水を^ぎ 窖は 入れ 嚣 

けば 來春芽 を 生 も の なら 其 翌春 茅 

を 生す る 時 長き は？^ よ^;^ 留め 丈 

ひ ぐあい 

揃の 具合 をな て 陳列 供す る 時 

Lt« しほ さよ 5 

n i 入 興 わるものな 6s 土 及 肥料 さ 

悟 桐 は 何れ.？ P 同 1 の もしる 

さり *J へす 53 ひ 

べし去ながらぁま^^肥過れ•c葉肥 

がして 見 若しき 咚 のな ゥ 注意せ よ. 



I 



® 佛手樹 .， . . 

圖の 如き 11? 賞す irs する に 木 は，？^ tl ま卞木 は少 にして 資 I 

の 大》 る を K す 鉢 は圖の 如き. 限" を 撰べ じ植 る^，^ 赤土 i£ 土 を 割ら I 

て 用 ゆ 肥 斜は獸 肉 又は 獸 骨灰 + 

など は 至極よ し 下肥 油 ^類ち 

ぶしゅ . み むす 

莨 肥 佛手 ffic 寶の 結び 雛 . 

もの 故 花の 頃よ. 9 實の 豆粒 位 

な 3- , かぜ ど ft. レ 

迄 は 充分 ii 注意し 成 丈 風赏ょ 

ばか 

き 所に tl 半 BT?r.os 日に わて 雨 

iilS さ卞 根に 水を^く 繞 がす ， 

わきす ぎ 

又 乾 過る は S し尤 雨の 時 は 機 

. 側 ii て も 入 置べ し 稍赏の 中分 

さしつ かへ 

な -ON て は 雨に あてる も 差 il なし 雨 



ーヲ . 




にわて る顷 な ftv て C 豆 を潸し 水に ひたし 腐ら 



ル 十七 



一 せた る 汁 を 根 灌 ぐべ ー 

® 柘榴 

なかん、 の 《 かき f • 

一 圆の 如き 極く 古 幹 を 好む 若木 n 愛して 質せす 古 幹な ftvt ヒも 一 体に 太き を 識ふ古 幹に 

て 細き は I 曆 t> な.^ つ y」 云 ふ 

べし 又 K 生の もの は 充分 丹 

一 よ をい ^<r^ 

糈 せす m に實を 結ぶ も • ^ 

つぎ き 

の はわら 卞接樹 は 其 年よう ^ 

取つ き實， P 結ぶ， P のな れ^ ^ 

もよ く-^ 枝の 振 を 撰み 古 幹 . 

の 体 をな したる 7^ の を 接べ 

5 き \ 

し 蠆木は 春の 彼岸 頃 iit! 植 になし 4^ 接 又は 呼 接 はする ものな 6S 植る はは 肥 土；^ てよ 

さき 

し 肥料 n 下肥の 簿 ぎち のか 又は： ii: の 永 は 解よ く 腐らせた る TP よし あま， 根 を 辯し 

過る はよ VC しるら す ノ 




„ . 尸 まれ かくせいち や 5 を t 

圖の 如き 木 つき枝ぶ 6 の もの n 如何 稀なる^ のな. 角 生長の 通き もの^て 大 

ぼく きりつめ 5^ かお 

木 を 切 is „^；^ 中へ 栽る C 難き r 

もの ナ かれ^も 去と て 芽 生 C 

はか *K; つ げ 

若 幹に て 雅致な し 故に i 

ぐ あい だい さ 

の ェ 合よ き 幹 を 臺长亡 し て 

*4び つぎ 一 

. 壓接 する ものな， 9 根 n 年 

ず はち なれ 

I 切 込て 鉢劂 をさせる； J t 

何れち 同 一 にして 植る は 

まつち こへ つ；^ 

S 興 土 か 又 $: 肥 土 はて^よ し 

併し 與土は 乾の 早お もの 故 . 

* レ？？ ゥ まビ f し &く はちお こ みづ^ 4^ _ 

，一 曆與土 £ 肥 土 を 當分は 交て 植る方 を 至極よ し^す 鉢 底 は 如何 ュ も水赏 よき やう 栽 

レゃ 5 あ • ふら かす i ヽ . 

. 込べし肥科は尿べんはても油滓..^ても月 一 度ぐ らい 灌 ぎて よし 





w 黄楊 、 

まれ *w り ながむ 

圖の 如き もの 聯に盆 中へ 採て 眺る、 

乙 も あら 賞 養す る は 古 幹に て 中半 

くちたい ぼ， y ね &くレ よう ， 

朽 大木よ て 根の 極小なる を 第 一 >J 

こくたん tsji- や.？ . * < 

す 栽 込 土 肥料に 至る まで 摄植 E 樣 , 

u ヽ to ゑ つ げ ちが 

は 心得て よし 黄？ ir, 黑 t3 の 鉢 7 ヒ違 ひ圖の 如き 形 を ゆ 




籲 辛夷 



蘭の ，s き 低く 造うた る.？ 5- のを赏 美す る もの 



乙の 



な. ON 鉢る 稼^ き を^が 故 細き 根 n 横 iixj な 

し 太き は 切 去 鉢に 馴染よ くし 植 るに は 肥 土 

かわ i 

ii て もよ しおま ftN 乾かす 5： 宜しから す 




響 白木 遊 

圔の 如. si もの なれば 雅 Iti— て 1^ 中 ii 採て 眺る. ^可な 

木の つき TP よる さ雖餘 り 高き は 好ます 低く 造 

,9 がが 大輪 を 愛す 根少； ^して 淺き 鉢に 栽る 乙ぐ」 其 他 

土 肥料に 至 る 迄辛爽 に變乙 W な し植替 も，， ^は 同樣^ 

接 木 五月の 頃に すべし * . . 

お、 やまれん 

、麝 天女 花 

0 もつ. wt さい き , . I 

I 天女 花 は 最雅赏 すべ き 盆栽な ft> 木 振 鉢の 工合 圃の如 

I く 心得べ し 白木蓮 夂 $： 辛夷 を臺 さして 接 ものな ft^s 

木の 木逮は 白に 限る ベ ー 紅色の 移 .0 ^を. 恩る が 飲な ft- 

一 植 るにえ 赤土 眞土當 分 はてよ し 肥料 C 魚の 冼汁魚 腸 

一 等 をよ く 腐らせた る を 秋の 初よ. 9 冬の 一羽まで： Jig! 五 

n! こき ， 

|ー 度 7^ 灌く べし 餘. CV 濺は よろし からす 



⑩木 . 

白木 瓜を最 7^ 雅 K す 盆 中の 栽 込 趣向 は圖の 如き， TP 

の を. よし W す植る はは 肥 土 は眞土 三分の 一 をよ く 

まビ あはせ 

突 合て 用ぶべし 接 木 をす る は 同種の.； P のを臺 S 

して 上質の TP の を 接 ベ し a 木 は舊の 一 一 三月 頃 充分 

觀 极を 切す て 鉢 id 上げ 翌年の ま 接 をよ しさす 肥斜 ハ 

下肥の 極簿 きを 塞 中に 根の 廻う へ灌ぎ 置けば 來年花 多く 着 ものな 

A ス r め 3 , 

鷂媪荐 (クヮ リン) 芑ち云 ふ 

圈は す 如き 水 振を雅 I ヌす最 文 器 隙 刿の場 

所な，ぉに n 至極ょろしき，，pのな，..^何れも极 

の 少なる を 好み 鉢の 淺き もの を 愛す 故 ii 年 

-^ii 根 を 切 ク めて 少 a き 鉢に 移す ベ し 接 は 

は 同種の 7^ の を t 譬ヒ しょき 桉を稍 £ するな <>尤 古 幹の 樣を 賞す 植るは ^土に 三^土 




を 交て 用 ふ 肥料 は油淳 をよ しもす 

⑩荼莉 花 

某莉は£程のものはは.©ら^れ^^¥せ^^器陬列の場所は^ものさなり自然世は赏 

しめ よ to 

美され たる もの 5^ .ft^ 植る^ 具 土 を 用ぶべし 餘.. ^根 濕ら 多き は 宜しから 卞 肥料 ハ铀滓 



ち 5 こ 



ビま 



の靜 たる TP のを灌 ぎて よし 栽 替ハ舊 の 四月！ S をよ L さす 



ニ\ィ 



き 

鶴藤はぉ^^はょ^^て雅赏するものぁれば又俗 

愛さなる TP のゎ 6 爱に其 種類 及び 木 つき 花^ 

紫 形を圖 し雅赏 すべき^の ゝみを し をき ぬ 

一 泰山 白 最雅赏 すべき 第 】 の 花王な う 白色 

ち V- やい 力つ 

鮮 はして 薔 S 中^ ii 其 類 を 見卞且 大輪の も 

は ほい くきつ よ くう むか 

のにて 上品なる あ ら 花窒" 强く S に 向って 

けリ 栽る よは 肥 土 ii 白 質の 砂 を 三分の 一 ^^て用ゅ肥料ハ汕淳の永^！解ょ-^腐れた 




るを簿 くな し 盆 中の 土 乾く を 度 ざして 灌く 

こへ かへ つて 

ベ し 餘$ 肥 過る C 却 害おう 注意の 至 力な. ON 

薇 盆 中の 栽培 は 何れも 同 一 t 心得て よし 

みき 

1 白黃 花 C 黃白 して 極 葩麗の ものな リ幹 

しお よお 

細 けれ t 花 藍 も 又 隨がゥ て 弱し 尤 泰山 白 

%| ； 1 に ほひ . 

比して 劣 亡 雖盆中 質すべき 花な ftN 句 は 泰山 

白； ti 劣. A す 花 粧葉形 £^ 圖を て 知るべし 

艾樹 振.？^ 阖の 如く 低く 造る をよ しもす 高く 

造れ t 花 首 き 故 却て 苦き こで」 あ fcN 




まんへ ， 

i 世界の 圆 花 は 万 重 a して 满 闥芷？^れ 

ちお A まり はなびら こまか . , 

•cli ^鞠の 如し 葩 細 して 堅し 花 藍 

醱く薄 桃色 の 花な り 花形 圆の 如く 尤赏 

くま，， i みき ふ e* ふ"^ . 

觀 すべき 花な れ^.^ 幹 太く して 風致^ . 

乏し t!! 葉 飽なき は 如何 さ 云 ベ し 

1 奠香登 幹 及花莖 細く 然れ^ も 白 黄に 

をヽ つよ き かば せん た」 r 

比して 大 Sil 强 し花黃 樺に て 千 重疾な 

ftN 句 TP 至極 上 Ip なれば 又 花 幹 もも は 風 

韻 あ. CS 此等ヒ して 卷 K 叛 すべお 鶴 薇の 

暑 

1 加 ふ 可な. 



1 白玉 阖は顯 す 如く 花 球 はて 幹 太から 

C なん はく 

す 花 首 CN よく 受^の 棘 白み. c> 葉の 雜 充分 

C . >ft I^^L さ f たき 

貯へ て 堅し 併 大輪に 難 もの なれ ^.p 

^等 をし て赏爾 すべ き 鶴 薇 さ 云 ベ し 

： 天國香 圆に顯 4. 如く 花， 莖細 くして ® し 

幹 太) のら 受^の 薄棑色 はて 花瓣の 底に 

ばな C ま rj 

紅色の 移 ft. あ .《>て美 襪の 花な 5 句 TP 上品 

ふ 55 ん ft も 

は して 樹振. CV も聊の 風韻 を 保 て ftN 先賞翫 

す ベ き 饍薇中 數ふ 可き 花 も 云 ベ し 



I*' 



一 贺ノ司 歸 は顯す 如く 大輸 にして 千 mi の 純 

si: お ^6 句 Tpl^® て 上品 なれ^も 花 m 細き 



すぎ 



ゥんひ 



.P 2 め は 弱 I 殊： i 幹 延 過る 變ぁ る >ビ 故 に 注 



そ C な 




，意せ^れ バ盆 中の 風韻 を，.^ ふ ものな- 5 胡し 

培^§^ gt^盆中ii.K輸を咲しめなば其 一 入 

なる rO も 他 種の 類 はわら す . 

1 虎ノ洞 一 疆た舞 一 豐ノ明 一天 鵞械 ， 一 

此の BS の 如き は i めて §T の 花な &太 くし vfes 韻な け. れば雅 賞す る 上 

ぬす 花 を 愛せ， ハ花 中の 花なら 故ュ俗 愛の 部に 至 ft^ て 傲 詳雜を 見るべし 一 

⑩： 羅双樹 通 稱哀祷 さいふ 一 

4? の S は a セ眺 さなる. ^のに.^ ら^れ^... ち も？^, ぎクヒ して 賞美す る ものお." 餘 く 

造.c^ては盆栽iiぁし、§きほさをょしsす植る^iて肥土を用ゅ植替ハ麻秋の彼岸はー 

に、、、 し ゆ は 下 K を 1 くした る もの を 濯ぐ 加 又 油 漆の 解た る.^ のハ盆 中^ 栽た る.". 




舞 き 



• クム^ >f 



7 



の に 搽. く 肥の き、 め.？^ か ハ る rJ さなし 

さん しゅ ゆ 5 

@ 山茱冀 / 

ま ぷ り , 

圈 nS 顯す如 く 骨幹 更に 風情. Q る に 

こまやか 

わらす 花資 色の 0 なる" での^ 滿 

、 る 特は只 何 さな// 枝 花の EH に 風韻 

を 保てる が^に 雅人 此を 愛る TP の 

なら 植るは 肥 土 を 用 ゆ 肥 斜は油 滓 4 

てな し植替 は 秋 の 中牟 ii す ぺ し 





そてつ、 . 

翁聲錄 * 

蘇鐡は雅は^^^て雅にぉらす俗^^し 

て 俗 ii.s らャ其 愛する 入に よ， ^雅 

さすれ♦c雅な-^然れ^.^(ゅ)圖s^ 

如くなる 7^ の を 盆 中 上げて 赏^ 

する.；^ のな り (乙) 圖の 如き もの は 

ぞく f てつ なが ) 

俗 ii 綠： n 蘇 tiW て 眺めと なる もの 

あかつち し &く てき 

はおらす 植る はは 赤土が 至 極 適す 

る.？ P のな り 肥料 は 油 i: の極簿 きも 

の を 灌ぎ又 鐵氣を 好む もの 故 針の 

、 てつ こま かき 

折 或は 鐡の 細 もの を 根 聊づ、 

入爨は 如何にも 宜敷 もの はて 植替 

. は 塞 中の 外 時節 を 嫌 はぬ ものな り 



»:L^Mcaafa«gg>i!g:;^gaMG;»*le^— , »- « ^ -^>«»^；««««^*>--_^>^ケ,-^^^丄._„^-^ぼーぼリ11す " 画 , 画雞 画 騰 リノ , ' 國" ， 



. 鉢へ 栽る はな たけ 水稷 のよ き やう 注意すべし 

饞芭驚 

函に顯 す 如き もの を最 雅 賞す：^ は 盆 中に 



上け たる 位置の み て 眺め ヒ なる.；^ のな う 

も は ^ づふ かげつち ま ぜ 

械る はは 三 和 土，. a 蔭 土 を當 分に 混 《ベて 用 ゆ 

盆 中の ものへ は 肥料 さして 白水 を 時折 灌ぐ 

べし 肥 過て は あし、 * 



る らいお 



t-Li r- gg^^x. 




雜を赏 ^する は 洗 根に 限る TP のな， 9 索： 1 体鶸き TP の跌暑 

. ね. たま . ほりだ ひ ぼビ 

やに n 土中..^, ジ极の 玉 を 堀 出しよ く： n 干さな チ S (たる を 下肥の 

ばか ゆた をき さ りお L 

中 は 十日 TiT6 浸し S 取，； H て 叉 日；！： i 晒す 乙 さ 四 五 度 k して 狻肥 

土の 床 を 造 ftv 堙 g 水 S; 尤 月頃 迄 1^ ぐべ からす 早く 水を灌 げば 




葉 又卑く 延て洗 根に ならす 花の み を 跳^す る 培養 法 は 庭 植物の 部 はて a るべ し 鉢 



ぶて 花 を 着く る は S さ 稀 § る ものな 6 

⑩蘭 、 . 

蘭：^siまaの，多きもの»れ^も風韻を樂む 

. ^の ®T = 11 nS 止る のみ 故 圖は顯 す もの を 

雅賞するもの艺心得べし植る^は赤土又ハ 

野土を聊^^^して用ゅれ，ハ適當のものな.《- 

ばち, v*j ^ 

尤蘭ハ 鉢の 水稷 よく. する ため 鉢 底へ は 黄土 

の S く^きた る.^ のへ 炭 を 粗く 碎 きて 極細 

ふる あ づき つぶぐ らい 1< , _T 

末なる を 篩 ひさ.？ 豆粒 位の もの を 土 三分 

レ？ 分の 靴- I に 船て 栽 込？： 一 は 永 稷ヒょ 

くし 1 は 炭の 蘭 を 養 亡 乙る 亡なる ものな ft- 

e* さ { さ 、 * 

肥料 は 油淳を 水 解よ く 腐れて 蒲き ちゆ を 

寺 折湊く ベ し極薄きもの なれば水代.《^に灌 



i 



？ば しょ 

ぐ もよ し 貴 は 地 よら 三尺 斗 力 

かぜぬ おな つく 

高き 風 質げ のよ き 所 へ 植木 棚 を 造 

ftN 天へ は 蘧簾を かげて 日光 又 雨 共 

1C か、 L ^< む？ 0 

ii 直に 當 ぬ や ぅ仕篚 ベ し 寒中 n 0 

に 入れ 置 塞 中に て も si 暖 なる 日和 

の 時 H 光に 當る C 至極よ し 又 紫 a 

麼な^ 5、 .ON たる も 指さき はて ふ 

ちぶら きら 

きさる ぺ から 卞指 Q 脂肪 を 嫌 ふが 

故 鳥の^ 又 5： 水 筆の 如き ものに て 

拂ひ 露す へし 




§ir 一 



轡 高麗 蓮 ， 

圖の 如き 体裁の もの を 賞 翫す花 及 葉 直さ も 短 か 

く 少なる を 上品 さする ものな ft- 鉢 n な，？ だけ 淺 

きを 好む 栽る ii は 田 土 を 用 ゆ 肥料 は 鰛肥を 用 ひ 

て さ £ぅ をヽぐ じせつ 

て 極 據當め TP のな-. =N 肥を灌 時節？： 葉 を 生じて 花- 

の あがる 迄 さしる へし 

ifi い 乙う あ L 

• 西 湖の 葷 

此は圆 の 如き 1 ^のにて 中古 文人 家の 愛する もの 

な，^ 栽る n 田 土 はて 腮料は 鰯の 洗 汁の 如き もの 

や J 柳灌 べし 肥て は眺 にならぬ ものな り 



In 




氣寻 




"^ク 、. f^^: 

聽き 

m 腸 編 




IR 十三 



富 

•4- ち f < ？ん おの L む S さは 

雅致 風韻 を樂 もの はは 班 葉 又 兩根を 好ます 如 

ふ いりな 

何ミ なれ パ斑入 杯は粧 過て 趣.^ 失 ふ べき 

はた . 

か 將兩根 長 薬の 如き もの C 俗に 近し 文人 家の 

か. ね ありす 

裟 する ハ圖 の. g きもの はて 片根 なれ^、， 栖 

がば ばり や 々/ 

川 又 C 針 谷な- 9 此尤 一 ^鉢の 極淺 き.， P の へ-牛 栽 



或 $： 畝植等 する ものな. 9 栽る 5： 砂 を W ゆ 

肥料 は 西 湖の 擎ュ 比して 今少し 减少 さしるべし 又 lg が^る も 差 支な じ 

⑩竹 • , 

竹 は 最も 雅致お る もの なれ $i も先づ 天然の 風韻 わるもの はわ ら^れ t 愛せ 卞 

, ほ ていちく ま だけ は ち < ^..-vvu 

の 如き C わ ま <^ 好ます 入 面 竹 又は 苦 竹 淡 竹の 類に 眺 さなる おの あ， 0 時 さして は 塞 山 

ち < るい > 

竹 ii 極 宜しき もの を 出す てヒ あ， 0 其 他^ 竹の 類 は 鄙 はして 俗な ゥ眺 るに 足らす 

镰通草 . , 」 ， 




餘ら多く ハ 眺 さ せ ^T, る も ェ 

あ 《 

合 上き、， P の ハ 俗 を 離れて 一 

ス わり 尤も； t 中へ 枯木 

を 指 込から ませて 造る べん 

栽. る に は 山 土 を 用 ゆ 肥 * は 

特折油 浮 を 根^ 入て よし 

VJ き は あげび 

⑩野木 爪、 . 

何れも 同樣の ものに 花 葉 H 

遠 ひわる rj£ 圃の 如し 通 草 . . 

は 藤 紫の 花 ii て 野 木瓜.？ -白 

Ja- CL のさ -^^ まん ^ k- 

1 な， 9 此の 蔓は 庭植の もの はて 家 躀に植 て 檐は懸 又は 蔓堂を 庭 中 は 達 

るな^ する t€ あ i 





1 



一 

一 



盆栽 俗 愛 之 部 ， 

すべ t のぶ るら ひまん 5- かんさば き れい たの しむ ぼん さ い ゆへ 

凡て 此 部に 顯 はせ る n 盆 中 植る もの 鄙 近の 如何 を 問す 只 絶 藤なる を樂の 盆栽なる 故 

乙 ぶち 5 み あたか A 、ん にら i だん ら お 

此の IS 中/て a る rJ さ 宛. 5^ 綠 K の 植木屋の 如し 盆 極の 等級？^ 撰 れば 四 季の顋 TP 逐 c 



ft ザ そ だ- こヽ ろ！？^ U ヽ し め 

卞只 培養の 心得 W なる のみ を爱に 示せ 

⑩松、 

黑松 てな 赤极 はて . ^其 種類 ヒ問は 卞圖は 

• ^ら， B いづ L たて こん もさより おもむき 

顯す75>の何れも仕立75:>のな-e^此元來 趣 を- 

殊 はする ものに て 眺 さ葉骼 よき 處 をのみ 愛 

ぼんさい 

する の 盆栽 なれば 天然の.^ の は 比して は 1 

し じ 5 よしず がけ おな • のさ. L お 

曆 培養 を 注意し 始終 蓖耀掛 の 棚 は檐 下に 

c» あお 

fi 直に 雨の 當らぬ やう に なすべ し 土 は 赤松 

黑松 さも 前部^ 著し S たる.； ^のさ 同樣な i 

t たてまつ 

肥料 は 仕 立 根の 乙^ 故 油 滓の 水に 解た るな 




お 



百 十六 



こ？ ぎ 



の を igi^ 戮 べし 又 M にて Ik へたる 肥料， P 惡き はおらす 注意 せ^れば 肥 過て 

^1- の 出來る 敏^る ものな ftvrf^^ 核は濕 fts を 嫌 ふ NJWiJ ま、 なかれ . 

• 五葉 

いれ $ 

. 五 紫の 額は殊 葉の 傷み 安き.^ のに 

たちまち 

ズ長 く 室內に S 時 C 忽に して 古葉 



が を 生ヒ見 苦しくなる 7^ のな り 故 

殊更 五葉な^ ハ 眺る際 のみ 室內 へ 

入るべし 土 5： 黑 松の 割合 はて 差 支な 

し 肥 科 其 他 培養 法 " 尋常の 核^ 異る 

乙 さなし , 

⑩鐘松 

垂极 n 如何にも 枝の 長く s る を 好 品 * 

さする.，>のはて蹴は^の&"^^ょ-^て甲乙貳髑の被親に^込べし土及其他の培養ハ尋 




て いさ 5- 5^ 




^ ほ 4 かば 

常の 赤 格^ 異る どなし 

• ふ ま ， 



a«HSBS_HHSEHBEB88e 




p ス 

盆 中に 栽 枝 菊 さも 伸^る やう 注意すべし 此は若 茅， 

* の 吹く 頃 は 決して 肥を與 へす 聊る盆 中に 鑼 わるの み 

になし a べし 土 其 他の 培養 は 尋常の 核 k 同し 

ちゃば ひば， 

⑩矮檢 > 

ちみ ぼひば ヒ5>ん^ ん 

矮檎の 如き 純然たる 庭木 なれ ゆ 75> 鉢 栽 さして 眺るも 

の 多し 其 他 模，^ の 類 何れ 75.;^ 中に 上け る M 芑 世の常 , 

なれさ も敢て 愛する 程の^ のに あら 少 左れ， C 他 盆 中 へ 上げて 愛貌 する TP の 、類數 

ふべ るら^る H より 逐 一 愛に 錄 せす 然れ^ 7^ 强て盆 中へ 植ん €せバ 土 及 肥料 k 至る 

ま r を、 い 

迄大 なる 異 なし 尙 庭木の 部^て 檢銜 杉の 培養 法の 詳細 を 見るべし 

む TO のき 

⑩極 . 

- 此の 稱類は 山の 岩間な ゆに 多く 生す る. P のにて 野生の もの を 盆襄 栽て 馴染まし ひ 



I 



Bass . 

0 



十七 



る は 十本 を 採う 來 りて 慚く 1 二 本 着く も 

のなら は 1 お ii てよ し 肥料 n がの 洗 汁 

，を 灌ぐか 又 油摔の 溶解 し^る もの を 時折 澆 

ぐべ し ノ 

く to せん ちう 

, 鑤黑仙 毛. ， 

一一 ぞく あい ； • 

一 圖の 如き の て 俗 愛 どして 

一 CIS ぎ 白 ものなら 併し 餘ら葉 を 

ま つち 

一 延す はわし L 植料ほ 眞土は 赤土 を 

一 . 

少し 交せ て よし 肥料 はまの 洗 汁 > り 

一 叉 は 白水 を灌 ぐべ し 



！ か 5 す 3 




⑩猿猴 杉 , 

圖の 如き 7 ^のにて あま. 0 可？ P なき 

， ふ.？ かわ 《• 

もの なれき も 一 風 異なる だげ 面白 

き^のな り 赤土 は植 てよ し 肥斜も 

ばん まっか.. >ゎ 

I 殺の 根 柏 鎖 同ヒ 

ひ tl くひば 一 

葉 



&は圖 の 如き もの 故 俗 愛して 眺め € すれば 

レ ひくお もし 3 ばいよ 5 

至極 面白み.^. 9 併し 培養 過て 新芽 を延 して 

は更は 風体 を 害 ふ もの 故梳料 は黑土 はして 

更に 肥 5^. ヒ用； S 卞 雨露の 爲に 養な はれる の 

み >J>Q 得て をく-； P のな， 0 

しる ゑん こ 5is ば 

, . 尤上 記 る 猿猴櫓 葉の 類 なれ^も 圆 IS 同樣ュ 培養せ^れ t 次第に 延て 盆栽 も 

. の . ^意味 を 失ない 終に 眺 もの なら^る 故 注意の 出來 る丈盡 すべし 又お ま， cvffi 氣 




百 二十 



なくな， Cv て 枯れん^ する 時 ハ 傑 の 洗 汁 を 與 ふる をよ しミす 

， • 山茶花 

此の 稀 類の もの はも さよ. ON 俗人の 眺 むる も 

§ かお 

のなれ^も.^ま.^枝をためる ^..^ ビ 難き.^ の 

とうぶん 




にて 只 木 を 充分のば さぬ やう 注意す るの . 

すな まぜ 

なし 赤土に 砂 を 交て 梳 肥料 は油摔 を灌く ベ ノ ♦ 

し? S へ は 此花大 梳 行して 百餘 種の 多き を貯 ふるもの も あらし か 近 乙る は 甚衰ひ 別 



ぢか 



ちんち やう わびす けなく ばん , 

は 珍重す る爻の なし 只 佗， 补宇. の 如き は 稍-^ 113^ る は 足る ものな 

さ * ヽん くし 

⑩茶山 花 



.0 



つばき 



此 ハ 山 茶ゥヒ ちが ひて おまち 花 種の 多き もの 

； おら 卞故 は 盆 観に おげ て 人の 愛 も 少なし 

さ . つく つばき， i ， 

然れ^7^木っき面白く造れt山茶ょft^幾分 

の 風致 を 含め. CS 培， 養 は 山 茶 同じ 




■ 

\ 





$ "く 『 ^ 

c たく S かんち たんち て さ 

此の It 顔 V 寒地の もの 故 K 地ュは 適せぬ； „p のな 一 

れク ヒ..，^ 赤土に 砂 >H 仗肥斜 は馬奠 又は 油 滓 を與へ L 

• ヽ 、-, - 1 を はなさく 一 

て^うた け 風の 流通よ き 所 iifi け t 花 の チ％ 

リ 併し 山 て 花 を 持た る.？ P のなら で V 培漢 の爲ー 

id 花 そ 持たせる 乙 t ヒ難 き,^ のな う 

たちばな 一 

馨百兩 金 ， j 

此 は盆裡 はわげ てホ の^け をよ くせ^れば 枯を 一 

生す るる 又 幹 KrM 虫 或は 小 虫の 爾 ものな. CV 尤暖 

^5 かんち 5 むう 

地 生す る TP の. 故 塞 中 注意 をな し窖の 中に 入 fi 

N> さ 又 肝要な <=N ^しわ ま， タ むれ 過れば 葉 ふるう 

どき をり か， せ あて 

ヒ^ a? によ 6S 特折屈 を當る もよ し尤夏 H は 雨 

は あてる をよ、 X で」 すれ^も 直は惡 し、 又 日光 は， 一 




遂 





Kn 二十 二， 



お、 あめ 



も In- こ i さ ぼして 《 簾.^ し を 好む ものな.. 5^ 中 は 露に 逄 せる をよ しさ すれ， も..^.^ 雨 

fc ゆん じょ き をく X - I 、 y ) * X 

は g し、 故に 中- KCN ケ敷 ものな れ^ 醞淳を ffi 臆すれば.^ て Y:- 安き のな 

り植 料 I 土お ゆべ し I き f I させて 入 i く 還した き？ 

薄くな し歡て 土の 乾く を て灌 ぐべ し 

® 石菖木 

圈の 如くず の i たる やう ゆるち のにて 至極 

つち くろ あか わ u liLT 1 

面白きものな-^土は黑赤を割.《^て用ゅ肥料は白 

水 t^n 魚の 冼汁を 襟ぐべし . 

轡梅 . 

凡て 齢の 種類 sfes 多 さ.^ の なれ を も 其 培養 法 

- n 盆 ii の 何れも 大同小異の. 

乙 さな \S> ゝ"、 

てさき 顯 しわる. ％更 は 異る乙 もな し 然^, も.^ 

. 如き ハ 殊 ii 新芽の 稍 に 花 を澤山 持せ る も 

ぬ k 




^梅の 切 込た る 每に圖 の 如くな 

れ |j TP もれ を滅 はす 切 込て 新 稍 



一 はなさき き M- すて ふる XT た 

^ . ，の 故 花 て 後 充分 根 を 切 築る ヒ i 〈に 古枝 を 切 込、.^ の i£ て 梅雨 前 迄 Jii 新の 小极を 下し 

たる 處へ割 肥 を 少^ づ、 灌 きて 充分に 養 ふ もの なれ t 素人の 手に てハ 翌年 花 を 持せ 

かた こ 

る^Jさ雛Lさn^へ-c^され^も此の法の如くなせ，さタ少花の着くものなれば試むべし 

又 枝垂梅 にても 此の 法に て 培養 すれば 差した る! 3 は？ 55 のな- N 併し 錯齡! ^培 t? 

しだれ、 しゃす 

比すれ t 枝靈 n 培養 仕 安き TP のナ ^> AN 

さくら 

わお ひ もさ なお 

最も 樫 は 我 日の 本の名 花 なれ ^,5^ 雅 賞^して 眺 ひる はは W か 乏しき さ 乙る お 

»o て 俗 

, «^ ばな ゅミ *ひ 

sii 近き TP のな う 如何 さなれ， C あま.^ 花の 優美なる さ 枝 幹の 佶 倔なる 艺 k よる 乙き 

0 きろ $J く *^ く Li5/\ 5 

.}a> れば敢 て 郞近ビ 云 ふに TP おらす 一 種 獨特の 賞 花^ 云 は^るべ からす 最も 樱花中 人 

F ^ - I を，：ゅ(5^ぺ^?ちん.^1>1ん さら 冷 や. -き ひ し |§ ま あさぎ e ゅナ さ。 ぎ や 5 

ミ 好みて 赏 する もの は 鷲の nsi 、大燈 灯、 餺金、 虎の 尾、 楊 驚鈀、 醸 奮、 淺黃襦 J^、_^ ぞ其： 

他の 名花 百 餘 稲；^ 及べる もの なれ^も 一 i 乙、 は擧 るに 睱 あらす 又 培養 法 及 接 方 等 一 

！ まへ こさ t . \ 

^；至^^ては前；^ 悉 く 記し ある スょ ftN 乙ゝ， 5i 其 詳細 を 記る さす 一 

饞薔镢 ， 一 



if 



百 二 4i 

最ち 種類の 多き..^ のにて 前^ 雅 賞の 部 中 へ 花 中の 王た る もの 及 風致 ある.. 《 の ハ 顯し 

たる rjsii て iwik なる Ife の 花え 離... 風致^ 乏しき 花 質 は 俗 愛 5. るの 外な し 

殊 こま 1 薇の 上品 下品 は秦 八の 看 別し § きを 知 6. 植木屋 此を 機... して 一 期 K の... の を 

は sf 偽气 日ぎ 「鍵 ぼ气 丹ん」 の 如 ミ？ 管な g 持 出し 一 li 付る もの 多 

し 此の 檝^ の 如き.. > の 花 中の にして 花の 善惡 をし ら^る 者の 外眺 る^ 足ら^る 



のな ftv . 

び ら 5 さ 

⑩ 天鵞紘 ， 

此の 1" の 如き 5： 最 上等品 なれ ゆ 一 も？ ^ の奇 

1 過る 處笆又 ぎ に 小 毛 を 生 k て天鷥 n 

つ ひ ぞ< あ S 

の 如きが 爲雅を 失 ひ 終 は 俗 愛 どなる に 至 

5 へこみ 

れる ものな 6 盆 及 移 又は 栽 込 方 於て.？ P 

、 雅 &f の 部 iiSiS しわる もの^ 同 1 な fe- 



針 寿. it 

： 皇 of I ま 

涯 々舞 はず i 




.=*ggj.ggylgwggl,^BSaR-aaiBaB£aKS?gBKggsBWS»s-，4n--! sfeBBgag i 二 _|ー||||ー| 二 11=11 一一 ：| 1. 一 ll_fll i 一 i.. 一： .11111 ニー •■• 一： _ 二 |_| 一一 _ ニ ー 一 Jgi l 匿 |ー 一 i -.Bill - Is 一 -- --» - --. .. ._Lt- ト. 11.匚」 一一. 

さよ あかり チ 5/\ まい こく つかさ 

一豊の 明 ー疆々 舞 _ ー黑の 司、 

ひな いづ び らう ど 

等の 品 何れも 上品 なれ， おも 天 驚 誠 ii 等しく 風致に 乏しき もの 故 a 然其赏 する も 愛 

さ 

する さの 差 わる？ P の^ま， る ベ t 

お ザば つき - 

一 酔 楊 の 如き は尤 上品 a も わら 卞 只 花 着の 多き 處笆 芳香の 多量に 合め る W 花の 大輪 

^るビ 其 上 へ 四季&^ヒを|バ缓する^丘まる^の^しるべし其他上品ょ-^下品まで品 

多き 乙 さ. S げて算 ふべ るら， ず尤 f 品 はも 季^お. nN また ニ季 の もの TP おれ.^ も槪 

して 1 季^の ".p の 多 さも 0 なる にょう 自然 四季 咲の 品 を 愛する.？^ の 多し 您. て植料 

ちかつ ち まビ よせず な 

5： 赤土へ 肥 土 を 交 をれ は砂氣 のな き 土 なれば 聊寄砂 を 交せて 植付れ ハ至 極 着の よき 

TP のな， CN 

はまお ぎ . , 

ー演获 一 金の 磨 一 銀の 麾 一白の 大鳥毛 一 黑の大 鳥 毛 

いた > に ばか ゾ み- い わか > み 1 

1^ 下品に 到うて n 浪花 鍵、 爱 鏡な $J の 類 何れな 蔓の 如くに 延る もの 故充？ I パ 注意して 

. き" ブめ ぽんち 5 つく 

切 詰^れ t 盆 中の 眺は 乏しき も あ. 9 故 はなうたけ 幹 ©延 ぬ やう 造るべし 倂し浪 

花 鏡、 の 類 は 年 一， 度 咲な れ^ も 花の 澤山着 もの 故 一 厨眺 さなる さ 乙 KseftN 



さ な， A め 



一 樱饞の 如 さは 花粧 いか も 愛らしき もの は て 中等 品な れ^-な 眺艺 なりて 奇麗の 花な 

は t ぢくほ を 5 つむく 

6 去 » がら 花 莖 細き が爲花 下向 か 故な ft> たけ 董太短 かくなる やうに 造るべし 

^^f ft ま sr-5 ぐ £5 はなが つみ ゆき？ c>5 ろ ほしあかり ► . 

1 連 城の 玉 一 葡 宮城 一 花滕昆 1 舊燈籠 1星 明 一 朝日の 浪 1不^^5門 

ー羅 龍王 一 還城樂 一 沖の か 

一 ^^00 iS の 種 顔の 內 上中下の 品 われ^も 何れ^ 花 ま 強き 類に て 盆 中に 栽て 大きに 

frf ぐへ > なま 

眺め 色なる 花な 6V 其 他 薔薇 5： 種類 多き.？ P のなる は ょリ 1 i 擧る^ St まあら す艾薔 

サ敏は 上中下 品 £ なく 培養に 至 fts て 何れも 更る rJ さなし 

fvx-^ 、 ^ きしつ - 

^栽 雅賞も 俗 愛 亡 ハ 其！ hS 別 如何 も 六 ク ケ敷 3 の ii て 木質 をのみ 論，^ て雅 賞す る 

； U く. & C, ' L たて かお 

にも わらず 又 俗 愛する もの は.％ わら 卞雅 賞すべき もの さ 雖も仕 立方 は よ.^ て 俗 愛 品 

だつ ぞ., / 

ゥヒ なる.^ ある 故 俗 愛すべき もの^ @ 然胶 俗して 雅 賞品 さなる 乙 さあ ft^ 先 此の 道理 を 

r ま ヽ > こヽ 3 ゑ 

知る 時 は 盆 裡の味 ひ 1 入なる ものさしるべし 又爱 1 つの 心得 草木 ハ 何程 風致 



を 合み て 生育 哀 たる もの...^ 雖.^ 其 木 共 w たる もの 逾 する 盆 あ 6^ 之れ 適すれば 又 

二種の 風致 を 出し 自然人の 赏 観す る. る ものな i 



⑩ 鉢の 事 ン , 

さ »|| はち > 

一 先に.？^ 鉢の 其 木の 質 はよ..^ て 合さ 合 る さある は述ぺ おる； なれ^ 7^ 惣ヒて 

針s:土燒の.s何に.^燒綠<=^ゎしき柔かな^9ものに限る乙亡ぁft^佝$/Jなれば鉢の燒堅 

ければ 中の 土に のみ 養な はれて 鉢 ビ小裉 € 更に 別の もの；^ な. 0 自 g 銶亡根 さ. の 間 は 

> ^ザけ やし つい み づんさ 一 

永氣廻 -5 て少 じ^ 養な はれる 所な し 終に 小 根の 水 腐り € なる 到る TP のな 3 土燒の 

柔らか はして 鉢の 全体 水分 を 合め る TP の は 自然に 土同樣 は 小极を 養 ふ 姿なる はよ 

いちや 5 ら よくぶ つ 5 

. ^生長す る TP のな. CV 故に 植物 ハ 雅俗 亡 ^皆 此の 堙 にして 生長した る 後ち 室內 又は 椽 

うへ き おな なら を さ 3 

先 或は 植木 棚に 隙べ て眺 むる 時 石燒の 盆に 移して 木の g へぬ やう 培養す る., > のな. c> 

こ， I く $ ^つ 

此れぉ^！說にゎら^！；れば若し疑ふ人^ぉらば實地^^試る ベ し 併し 培養の 六 つか 敷^ 云 

, をち さ 5 へ &だ ？ ら 

ふ 菊 又 C 万年 靑は 却て 石 燒の盆 は 栽て 育ち 一 W 口 ii 育て 安き さ 云 |g 薇 は石燒 は 育ち 

難き もの なれ t よく. 培養の 如何なる もの 又^の やうなる 法 方 はて 育っ^の ヒ云 

かなら 》> 

ヒ を^の 書に つきて， i# すれば 必す 育た^る.？ P のな しも 知る へし 

- 鑲 花壇 物の 部， . 



F0m 



HIT 二十 八 



まんぶ * やら ， いづれ なヽょ fcL 

本. 節 は著は す さ N- ろの 花 もの 何も 力， 

そのこ ゝろ > , 

もの なれば 其 心して ts^ お まへ かし 



v^fcL き ら ちぐ はな 、 

^四季 © に 傲 ひ擧る 7^ の て 花の 等級 に よら さる 



.フ あら i あい ゆへば \ク 

圖は顯 す 如く S か ii,,^- 愛らしき も の 故 飼 に植な 



がむ る TP 至極 宜敷 もの^れ^も 其 性質 は 花壞も 

まち 5/ じょうひん 

の はて 鉢植 さして 見る 75- の おね， \ ず 上 品 銀鬆 

げ ひん ぺヌぃ to も/ > ろ』 ゝ 

白 黄 下品 は 紅色 桃色 を ft- 

つち くる せ ふ さら ， 、 *r 

土 n 黑 ぼく 三 升 ii 揮の 土 を si^ 鹏 したる もの 當 

よく ふる £り ふん I ば， 

分 能 篩 ひ はかけ たる もの 鳥の S 三 合 左な く は 馬 

t まぜ 5 へ 5 へ かへ 

糞 にても よし 何れもよ く かき 交て 植る べし 植替 

ね ht こ へ すぎ 、 ？ 

根^な^ は 花の 後^す ベ し 肥 ハ 餘 過 さる がよ 



せい L つ 




♦ r をヽ さき ん にち 5 へき 

n は 励す 如く 順 を 逐て暌 登る はよ 5 綠 g の 植木 

看 

星 あ $5 只 七 階 草 S のみ 云 をれ ftv 花は纓 紅海ぎ 、 

茶 上品 n 金銀の 覆輸ぉ 下品 n.^, のさへ 4^ る 色 * し •: 

そのお うへ かへ 5, た 

土、 其 他 i 忭替 に 到る ま で 00 に 異る乙 さなし 

00 1 名 剪 菜 花 W いふ- . • I. 

^ ： あまな が - 严 

M に 頸す.^ きの TP のな <:n 餘ら眺 ひる 花 もい ふ 機 

くちだ， 丁 5 ち まじ • 

はおら； 二 化 壇 中^ 花の 内 id 突へ て 見れば 大き 

はよ し . 



ぎの 種 ハ 土の 如何なる を- 

たね * き 

の はて 稀-商の ものな -ON 

<7 ん さん くわ i . 

馨 金盞花 、 t 

くわ はい づき へ »J,"?l?"tv1 

圆^ す 如く 花形 議 は 似た- > 故に 金 護 花 

の 名 ある も 今 は 誤. =N て 金 錢花も 云へ. 9 金錢 

花 の ものな.^ 花 は 色 黄 赤^て 好 花 も い 



： す 肥 は^き 尿 べん を 根；^、 まげ， t 充分なる べし 最も 一 年.^ 



もつ 



こ5 ら. S ぎく さヽ ま S a^J- 

ふ はおら 卞森菊 聊 る 勝れ， ON 最も 一 f 

t ねま さ こへ つち まきこへ 

^iて種蒔のものなリ械は肥土に^^肥科ぇ白 

みづ レょゃ 5 そ へぐ. 

水 又 ハ 尿 べん を澆. ^よし 

げ まん を 5 - 

⑩ 華蔓钟 , 




Hi ち華蔓 はぎた るか 故に 名 づけた る ものな れ^.^ 一 名 藤 牡丹 £ 云ふ艸 花な リ尤葉 



は ft 丹の 葉 は^たる せの 故 かくは 云 ひし も P な 6 花は德 紅の TP の、 み 

^0 1 名 御 仙 花 さや ふ 1 hi 



圜 顯す 如く 至極 美麗の 花な 



重なる 

n 本 紅 はして 下品な. CS 八重 は 本 紅に て 

白く 最上 品の ものなる ベ し 就中 花壇,： P の 

^ て鉢植 の もの a わら や 往古 多く 植た る 

； I , さんら い まれ， * - . 

花な、 し も 近來、 は 稀な. 0 惣て 此の a の 如 . 

きもの は 肥土植 てよ き TP の なft^又肥も油 

濘 な^にて 充分の， P のなら 併し 餘. 肥 過る 時 は て 花 g 驟 

如ii:i^も旯苦しくなるものなA^ 




. 葉 肥て 花少 くな i て 



Z J ぁハ 

圖に顯 す 如き.， P のにて 左の み 愛する 花に.^ ら 

ず 併し 百花の 中 交へ て 妙な 6 瑚蝶花 は 通稱 

「まやが」 さ 云 ふ 1^ の はて 平庭 藪疊 作の 捨 石な 

$iu添る^Jさぉる珞^^な•c^ 




百 三十 一 



此種 sfe おに^へ てよ し 葉の^ たるよ. 4 の^る 迄 は 肥 を 僥ぐ ベから 卞 冬の 季は肥 

料 用 ゆべ し is- れば何 肥に て... 餘.. 差 支な し 併し 》 るべ く 下肥 か 油糟 を哀 肥"." し 

るべ し 

おびね 

⑩他偸 



顧の 如べ mi にて 花の 色 は 其 種類 多し 黄色 



むらさき 



わ， ON 白に て 花びらに 移. ftN 色 わる.^.^ り 紫^ . 

ilf わ-. CN 最 花の 異ら色 多くして 殊に 花の 時 

節 は 舊曆の 四月 頃よう^ も あら 又 秋に な. ft- 

て^ 花 わる TP のな ゥ此稱 は 肥 土に 寄芥砂 を 

i 夂せ て^る ベ し 肥は汕 滓の 水 に て もき 腐れ 

たる, P の を tea ぐ S 米の か し^を 僥く もよ し 

おさなぐ さ 

攀翁草 、 

の 如く は して 葉の 1:15 たる 時 は 雪の 




l.< かさ しおが さら ふ 

免く 白し B を 重お る k 隨ひ靑 色 さな. CV 又 虎 班の.^ のお. CN て 「せ 5 が ひげ」 の 如し 紫 ま 

- > く to つち， 5 へ 

三方 づきの も の な，o^此截 n 黑土に植てょし又植て ょ•C^肥料は餘A^灌か ぬか や よし B 

i 「• は のび 

過れば お *廷 て H^ii くき TP のな 6 . 

き り ふ さ" 

圆 は 顯す 如 く棄 n 辨慶艸 の 如く 小 葉 はし て 

ふち 



葉の 淵に 切れ わ ftN 花の 色 黄に して 一 ッ所 . 

JH,^ ま 4^、 ベで な さんば 5 

纏うて^? 化.^ X 辨慶 i: に 似たり 葉 は 三方に 

くさ ふ ど C L 

ゥ きて 蜜 太き たちの 艸 なゥ植 るに は 肥 土な 

5 肥料 米の かし 汁 を 僥くべし 餘り 度.^ 與へ 

る は あし \ 

⑩草 ひゆう * 

圆は顯 す 如くび ゆう 柳に 似た 1 化 黄色に して 花瓣 £1 の 如し^ かく 黎 「^さぎ 

Ays は似たる4のなfi^左程眺めの花iiはぁら卞『化爐.^百«^の中は《,^へて興を添へ 




百 三十 三 



き 



, まぜ 



植 るに は 肥 土に 田 土 を 三分の 一 交て よし 此種 C 根の 强^. ^の 故 他の の^ 1 ゥ 



,ゥ へこみ をけ ま は かくの 

植： ^ttt 負る 花 もの わら 如 期き もの なれ は 



こ I あお , さしつ ガ 

あへ て 肥料 ほ與へ さるも差.！^<へなきるの^& 

うへ かへ ばな さま- のち 

ぅ植替 5： 花 t; て 後 ii すべし 

秦 lii 氣草 金鳳花 もも 云 ふ 

5 め はな かお たちの； S こが 

- 圖 ii 顯す 如く 梅の 花の 形ち をな し蕋立 延金 



おい 3 t い； ん や I せんへ 

色の 大輪な ftN 上品 H は 八重 わら 千 重 わ 6 白 

わら 此 等を薩 摩さん ほうげ 亡 云ふ植 るに は 

肥 土 はて よ し 肥 は 米の か し 汁 を 折節 濯く ぺ 

あま / 

し植替 n 花咲て 後 か 又は 秋の 中牟 す ベ し 

V, よくさん くば ； 3 J5L^ tt くヽ わくせん 

©玉|害 花 擬赘珠 一 名 白 鶴 仙 S ち 云 ふ 

き 

圈に顯 す 如く 最ビも 種類 多き.^ の. て 葉の 

ち し 3 かすり ふ ち. つ 52 ほ 

淵 は 白の 蚊摺 わる を 府中 擬法珠 さいふ 





'き; 




1^.^^ 入 あ 

ふんて 5 

，る を 文鳥 摄 

法珠さ いふ 

きんらん 

金 蘭 もい 

ふ 葉 は 

並の 搦法珠 

變る 乙 さなし 花 は 雪白な ftN 併し 葉 極細し 擬法 

は つや か 

珠 中の 1 種；^ して 葉 ぁリ 高さ 四 尺， C か 6V あるな 

TJ ゆるい V？ 

の 此を大 ぎ ts" うし ゆ ふ此 種類 c 惣 じて 赤土に 

U へ S を あら 5- 

植 てよ し 肥料 は 魚の 洗 汁 か 米の か し 汗な 折節 澆ぎ 

5 へ か へれ わけ かなば 

與ふ ベ し 植# 根 分な^ は ハ 秋の 中半 をよ しさす 

• 牡丹 

何 も 培養の 六 ッ ケ 敷な のにて 第 一 濕地を 極めて 嫌 ふ ものな. ftN 故 ii 成 丈 商く 乾き 





たる 所 




乾 地 ハ鬪の 如 . 

くにして 地平 < 

線よ.？^ し „ 

,5 て 秒の. ケゲ」 

fli 入べ し 砂利 は 

一入べ からす 



をよ し 

す 又 

らては 濕 ftv がちなる 地質 も わる. ％ の 

ば. J よ ，つ、 ちば よ，^ 

t て か 、る蕩 所へ 植ん £ する は 地上 

まめ；？" そのろ へ は？^-ょ门 す、？ - 43::?っ1ー^.^ 

へ 豆 砂利 W 其 上に 流 寄の 破 を 盛 土 五 

升 is 五 升 一升の 割 ii てよ く稷 ませ 

今 一 度ぎ で」 をし 砂の 上 は 盛り 圃の如 

くな し て植る ベ し极分 植替は 秋の 彼岸 

はげ 

はする をよ しさす 寒風 稍 i 烈 L くな 2 

^ f X ふん かわき 

15 1, は 根本 t 馬糞の よく 乾た る もの を 




その 5 へ ^.5^ゃ お わら ため を 3 Lf 

かけ 其 上 K 臟の 寢蘂を か： b 又 其 上よ. OS 留 還の 尿 

. i け -J?. ぶん わり いちお さ せき i.- つ 

べんに 水 を 當分は 割て 一 二度 漣ぐべし 精 雪な さ 



, つ 5 じょ， や ね ふの ほか さ 5 かぜぬ ナ 

土地 は 通常の 屋根 其外您 じて 圆の 如く 風赏 よき 

ゆ ま、 よけ 5 ち 

やうに なすべし 雪 除の 內餘 ftN むれ 過る 時 は 花 

さま f おこ 

頃 iip^ftN て 様 i の 害 を^す TP のな. CS 積雪 多き 土 



ゆ？ け 



の.^ き 隐を する 7$> の. う 雪 少なき 土地 は 奮の 

二月 頃に な ftN て S 除 を のけ 三月 頃 は 到て^ 

.-f ん わら >J り のぞ 、 さくこ 3 いお XLf 

糞魏さ《^艰除き花喚頃は至ら，(圖の.^く麓簾は 

FJ ちめ ふ A げ， 

て：^ W をな し F£ の 降る 時？： 其 上よ- 5 桐油 を歷雨 



ち 



みき 



は あてぬ や、、 ノに 注意す ベ し 又 幹 圖の 如き 苦虫 

つく へら 

の 多く 付膀 に： P 篦 にて 刻し 「テ レメン 」 油 を 塗 fts 

爨ニ 三日 を經て 米^ 汁 を： カウて 洗 I 格すべし- 



大 花壇 

なれが 

高く 造 

る 方 を 

よし さ 

す 然し 

j な み ！, S え ひ 定度は 

地に 5： 尋常の 屋根 r6 て應 清れ る 患わる はよ. 0 圆 左の 如 

大花壞 

なれ， C 

高さ 七、 

尺 迄 

中 花壇 . 

なれば I 

五 尺よ 

ハ尺 

まで 




I 



II Ml 國ー騸 ■ ■ I ■ ■ 誦 *»iiMr.i'.v'iii'i^ 'iiM,^T「『;i^mwifWCTfrimnnnr?iffnnrrTTi 



よ- s w aafg- i I t&BHmwd^^B^BmT^LJT^^- ^I^^^FfesgBPLecgfcE^^^^yfr 



lis 



注^^§すれバ|§^ーの形を初て敏見たる時2£上ょ.<テ レ / ン」 油 を 塗 § つくれば 忽 



< ぢょ r- けむ.. i っぽみ 

して 驅除 する もの なら 苦虫 は菅又 

s: 葉 はっき 其 他の S§ 害 何 れ も 塞中霎 

除の 風 H 惡きょ ，0- 起る 乙 さな， リ 併し 

ぜ& 4! っをヽ なば ほ？ J , t 

精. 雪 多き 土地^ は 何程 掏 さる も 其 害 



小 花壇よ 

中^の 

もの 5： 前 

窩 造る 

べし 




なし . . 

-H た、 ぞ<1| よ 5 

^丹 n 花 葉 共 入. -俗稱 を 下して 一 重 

さき みだ L 

或 " 八 ® 唤 又は 乱れ 受^ 其 外 名お る 

所 § れネ 花形の 異名 して 更確 たる 

U し . みはる い か. 

名稱を 5:" るち のな し：^ に 左に 印る す 所の 名稱 を^て 花の 如何なる を^るべきな う 

丹 は 花 を 九 品に 射ちて 見る.^ のな り 九. 品 も 云ぶ こ 一 位 二形 三色 四重 五實六 

I 七 范八葉 九 木 也 1 位 亡 S ふ H 四 等の 分ち あ ft^ て 1 位 亡 云 ふは尤 わるもの なれ^ 

も, をして 氣 ii 1 位^ 云 ふ TP の を BI^ たる ものな し 二位 又は 三位 をして 最上 品ビ する 




ものJ^^て四位さなft^てtt通常ぁft^ふれたる花を云.^のなft^又次きに形ど云wて此に 

五樣 あ. 9 『富賁 ji 麗」 「殿 格」 f 亂雜」 f 枯槁」 等な， 9 富 費 及 絶なる.， p の を 最もよ しさす 第三 

,, は.. > ゆ ささ はじめ 

- はは色はニ種ゎ6^て1->初に赤ミたるもの$:珠玉^亡云ぷ叉眹出し靑ミを^-たるもの 

一 きお ま J^*J いふ C ろ ぶん 

は 碧玉^ さ 云 TP のなら 珠玉^ は 花に 充分の 飽 あれ^も 碧玉^ は 花に 愨 なし 叉 花 は 難 

よ： U なさ じ やう ひん 

あり 或 " しみ わり 醉 しみ 杯のお る 7^ の は 上品の 花^の ものさしる ベ し^し 牡丹 も 次 

かわ は， マ. R ヽ • ク£ 

第 は 變.. y 花 多くな.^ て 花の 大 則に よるな の V みに あらす 年々 稱々 膨めタ にして 醉の姿 

ゎる75>上品のgに入るほ^の.，pの.^ぉft^叉しみゎ6^て.is,,5<;のll航"る.^のなぁ 

も 殊によ ftN て n 何れが 富貴よう 出た るか 艷麗 よう 變 <=> たる. P のに，？ 又は 嚴格 及乱雜 

へん つ ひ もた 

枯槁绵 よ 《變ヒ たる や C 終 昆分 くる 能 は^る 到 ゥ たる，.，； ヒ ろ あ ウ^ は實物 さよ 

一 く 照して， リ、 花の 如何なる を 引 比べ 見るべし 又 葉に TP. 種々 おる.^ の a て尤 上中下の 三 

一 段ぁれ.^」な"棄のみは敢て多分の葉名なく只大小長短顰&衝垂形及圓尖ぁ.„^义菌助の 

， またく ぼ Lr^f^xy 

： 1^ ら なる^ あれば 又 窪みて 下がる TP わ. 0 併 葉 中の 上等^ じて a るべ お. P の は 第 _ 細 

ナ しき -よ く Mr 

一 葉の 強き.^ の をよ しさす 次に 卷 曲なる. P の をよ しさ 云； a 其^ぎ なる, の はの び やい 
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す み - 

>i して 直ぐな るち の を 上品 さして 見る も な も 

f 勺藥 .. ゆ ， 

鬮 顯す M ちの 花 をして 上品 も 下品 もの 大晷を 示す もの 



5 , 16 赞！ S . 其ね じ ま 

^^ら鬮する處の上品^ぁる7^の何れ75>1 重なれ^も 胞 & るめ たる 

, . ^^.-s 上へ 馬糞 

§ を 5 け 又 

M 其 上を薦 

51^1 て掩を 

ひ 寒 雪の 



厚く して 堅し 花 半開 も 

な Vc4:2si を 見す 蕋 稍； 




ミ- 

く 



k 凌 をす る 

W ものな^ 

んが . . 



顯 われて 穏やか は 開く 

t れぉヽ L よ 5 ぐん るい 

此王將 课の類 は して 最 

つばみ . 

上品なら 蕾のう ちょ ィ 

り 遮 顯れ鎳 ぎ ハ なる 小葩 ゆる は 俗稱馬 l^s ふ 最下 品の ものな り植 るに は苟藥 

は か ぎ. o^『i3iii 限る ベ し 根 分 植替は 花^て 後 ii する > の 又 秋の 中半 する もよ し 併 

し 秋は植 のみに て &f は 花の 後 k 限る.^ のな り 秋の 末 なれ， (圖の 如な し 根本へ 

&1 の 1 きたる もの を ％ き iST を 霞な ^悠^て 牡丹 さ つな 肥 を 澆.^ 同檬^ 心 



■•■ ， 國 = -國.8858{>65 ?, ., 3|, ,, j， ， E-- i p r -，- T; , -l - - ^ t -> >,i,l _£. I tgBE.?,>ftgppEEfc8afffc. f g. tg a a > 5 s as i Etg , .yEalas ' =l ■ i ;siK8r.a ay.f&v£gaaA.sr.;?BKgsE.y^3^. si _yssy 

百 十 一 



得て よし . 

しゅるい のぶ - しゃく？ < 

花の It 類 は免づ 其方 略 を 隙る ^のにて： 審 びら かなる を^る さんに 芍藥は 牡丹 ほ， t 

ii^§額の§級を云ふもの^ぁらず先づ芍藥の「玉鏡」な$Jのi,^朱玉^さする，5-のに 

て 最^ 花 kllv も. 併も _4〕s: 「王將 軍」 又 5： 「谷 白」 に 比して は簿 き.， P の なれ.^, ^きば 紅の 

もの iis 最上 品の 花ク， ふ 谷 白なる， 3 の は 吐 丹の 碧玉 咲 はて f 地最白 花の 上品に て 可 

は， *r ひら 

なら 飽 もお 6 花 厚く して 中乂 見事なる もの 

そのお 

なう 其 他 上品 ii^ 種 i ある もの ii て 花形 種 

なれ^も 葉に 到- て はわ ま. 9 左の みの 變， 0 な 

\n ちつ 

^Kwu\ きな の な， り 併 f や 葉 の 厚雜 あ ftN て 上品 n 厚く 且つ 

堅く してすな を ふれ $J も 下品の 花 は 葉 薄く 垂れ 

る TP のな 6N 

圖に顯 したる もの は 「谷お」 して 花 中に 読 やう 

は小葩 なるお S ュてなかは$:畏く俾ひ上，^又白き内は極上紅の^中にさしたる。ヒ^.^ 
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5： 尤 tn^ 事の ものなら 先 銜^ 1 て は 了 子^の 如き j のにて 碧玉 眹の 上品な ft- 



顧に 顯す^ 

N>K ^の^の 

は 「玉 競」 ュ 

して 此形落 

花.^ 到る 迄 

体 を 乱 ださす 醭 紅の もの まづ來 玉^の 隨 1 

たるべし 

次に 「行 燈」 の 如き cr 优昆」 よ，？？ 3- 劣る TP© 




や <i,/ くさ 

一て 藥 種の 草な， 




ばな iJ5J^ 

俗に 花 蕩蒲^ 云 



暴 菖蒲 

薦 藩！： 艸 花の 中 はて 秀艸 € レて眺 むべき も 

のな. 5 此の 種 C 培養 次第 はて 隨分 大輪の 花 



ま 





ぉるがヽ 



今え m 
の 日 
上 影 

品 R 



百 周 十ョ 



を疾 かしむ る， t5 至る ものな $變 り 花の 種 顔 S; 數 多なる もの ii て 其 昔し 賞美せ し.？^ 今 

た z£ はな かたち 

裏へ てな きが 如し 大 i ぶ さて 圆の 如き 花形なら 石橋 €云 おう 海原 ざ 云わ. ft- 

のこ ^6 

波の 面、 雲井 鶴、 七 福 紳杯云 花 わうて 中 は 今に 顯 ft^ て 培疆し 居る 品 わ.^ 常 

； h ま も り からこ あ， V び 

て は 坐 間の 森、 唐子 遊タ B の 煙. な $i尤 美事の ものな リ 

5< すな つち 

植る iift 赤土 i£ 野 土 £ 砂 を 交て 水 を 張 ftN 土 をく さらせて 田 土の 如く 變 する TP よし 尤 

のち ふるね すて 

年.^ 花^て 後 古 根 を！^ 拾植替 をす る乙芑 なら 花 壞さ云 へ^も 尋常の 花 擅^お ら卞し 

ち ほ づゝ あた ひ れ 5 かんち 5 ぶん ほど JJ 

て 地 を 堀. 9 田 土？ M 入れ 水 を聊 ゐ宛與 へる よう^なし 肥 斜は塞 中に 充分 施し をき 赛は 

なぅては肥をゎたへ卞尊1の顯れてょ.9花開くまて ハ充分は肥料を與へ る乙^なfi^さ 

なき 時 は 花色 惡 しく 又 花輪 少 さくして 眺 ものに ならず &<此 を 岡 搲に する 時 ハ 濕ら亨 

いたつ かんち 5**:? おき t さ 

乾 るすの 地 花缠 を出來 して 至て 適 土^な すべし 肥料 は 襄中留 雷の 克く 腐. CN たる 小 

便 を 一 「三度 灌ぎ赛 の 彼岸 K よ...^ 花の Ka^^tl ルる迄 n 時折^^ 汁 VJSSNZ べし 併し 餘 かけ 

す くび み ぐる よわ » 

過 くれ t 花 額 弱くして G:^ 若しき TP めな ftvl^ 紫 も 弱くな うて 先の 截る、 な^ 何れも 肥 

の 過た るに よる^ 知べ し ， . ， . 



でぐ tc 

⑩， 撫子 . 

な. tlj S ろかす . 5 すぺ Si 

撫子 は 花 の 色極多^5^な の に て 白 あれ t 紅お- AMf 

絞リ. e り^ 分 あ， ジ^ 何れも 一 ッ 種の もの を薛 通して 變 

つく はリま 

.CV 花 を传る ものな， CS 其變. 9 花 通し ど は 花^て 資を結 

ヽ まさ ばな さま 

びた る 儘 蒔た る さも 變 る もの ii わらす 花 たる 時 , 



百 © 十 1 



しろば な 




紅の 花 われば 乙 や C 花 ヒ^の 花粉 を 交へ て赏を 結ばし， 

ま，、 ？. 5 ち C ひつ、^ 

め^vれを蒔ちのなft^^tuは鉢にて^肥土はて^^^を捲 

れ ね さん ふ すな 5 す . 

らひ其 上へ 核子 を 散布し 共 上へ 砂の 細き TP の を 雜く 散布して 核子 を 隱し殷 け t 芽 を 

出す ものな， CN 中半 成長した る もの を 植替る iiC 馬糞 を克切 込. Pi る 土 をよ しさす 

-Ji らい 難な. て tc 

一一 參高麗 撫子 • 

たね い a *4 さら 

此の稱額は變fe^種をさるに到...^ては常の撫子^i劣れft^甚化培養の點iiな•《^て$:莨；！i 

なる 乙 さなし 

S ひ 

⑩葵 . 



I J3t「.3-:-;£ sws 置 s l_N£*>ljs 



Hs.£ 十 、 



l-s る 5" &めゃ 5 もち 

勢 は最タ 種類の 多き もの て 一 種每^-異名を持たる7^のs:形ち.？^又更ft^たる^乙^c 

いお ま .tsji.- や 5 み 

ぉるものぁれ^も形及花形に至る迄同樣r^見 

t ゆる S かんさ 5 あ ひ 

へ な から 種類 を 異にする は 關東奏 な. ON^ 5； 幹 

長 NZ 延 立ち 溝の 外よ. cvcn^ る ii 至れ. 又 如何程 

ばいよ 5 のび * ばな ^5 5 す 

培養す る . ^延す し て 花 多く 着 あら 花の 色 ハ 0 

K t , La むら， き こ むらさき く 3 

おお 6 紅 あ. ON 白 あ， CN M 紫 k て 黑，. 見る ものお -ON* 等 を 最上 等 さする.； P の 

あるひ ， たね ま g し&. J 

なリ赛ハ-?^>もょり種：ぉの7カのなれ^7^年越の1^のにぉら|1|れば花を？5>り；5^の^^ぉら 

* , 」 ，， あき Hi うぶん すな ま- ひれ 5 

卞植替 ttf^ よ.. 土 肥 土の 當 分に 砂 を 交せて 用 ふ 肥料 は 塞 中 下肥 を 二三 度灌ぎ S ベ 

一- 

し， ■ I , 




い 



鑼錦葵 

小英 $: 名のみ 箭 翁 にして 4i3 る.； P のに おらす 花 

小 して 花の 種類 色數 あまうな き のな. 培養の 

點に 至. て 誇^ 異なる る さなし 




から あふひ 

雲 養 ， - 

，比の 種類 n 花が 重、 千重|^,^花色】屠 

美^iして葩ゎ.o^色の變りは 紫 . ^ゥ 又 

.J いむら ささ く？ 0 ► 

濃 紫 わ. ftN て黑 iitl^ る 程の.； 5« のおう せ だ 

I- く なお 

け は 低く して 大 ひに 眺め もなる.？ P のな う 

培 稳の點 到りて 何れも 更 るても なし 

轡 泡盛 ， 

さ お ザ こま- 

は 差した る もの W いは わらす 只 細 5 なる 花の 菜 

あわ % &ど 

.ft^て泡を盛6^たるiの如く晃 へ る を 愛する おの は 

5 へ かへ ちき せ 

て 色は簿 紅な. 9 植替は 秋に て 赤土 肥 土 少し 寄 

J C I かんち 51; も, J 1 

沙を 交て 用 ふ 肥 は 寒中 下肥 を 一 二度 灌.^ べし 又 

をヽ曹 ひ がんこ 3 * , ミ.- 

一 度 灌ぎ置 霧の 彼岸 頃 な 力て 魚の 冼汁 を澆ぐ 

よし ， 



愈 



- あか かぱ 5 ろ 

花 V 圖の 如くに して 赤き 樺色な り 根 は 年越しの 

おね まき め 

ものな れ^-?^ 襦薛 P の もの もよ さもの な. OS 併し 芽 

まき みぐ ろし 

蒔 は 年 を II 迄 葉靑 くして 見 苦き なれ^も 外 iil5 

むす 

る 事な し 又 資を結 び て 後 直ちに 薛 S ば 翌年 は 越 

I あわもり 

M; ヒ なる 故 充分の もの あ.？ fl ハ 泡盛の 分量 はて 

ひ ん 5 L <J く 

差 支な し 肥料 Vriit 又は 白 氷 魚の 洗 汗な^ 至極 

よし 

まつち ビ 35 

i 秋羅 

此は其 形がん ^更は 異なる £rJK? なし 花色 美 

I* ゆ なさ 

魔に して 朱の 如くな. 0 薬 色 は 濃き 濱逝子 色な. 0 

培養 は 右に 同じ 



此 C 隨分强 き.？^ の て 土の 何たる を 嫌ら はす 只瘗 に 下肥 を 二度 斗. 灌 をげば よし 

$ へ か へ あき ひ おん 

併し 植替は 秋の 彼岸 ュ する をよ しさす 

は 5 化ん くわ . 

⑩ 鳳仙花 

か はなし 3 ズ H 

此$:^^の彼岸^^種薛はする.％ゅな**„^ゎま^^_^もなきものをれ^.^花は白ぁ，0^ぉぉカ 

叉 S お -て奇 S なう 土 ハ 、痺土 又 n 溝 土の 篩^る もの は 限る ベ し 肥料 は 魚の 洗 汁 白水 

等な， ON 

癱紫苑 ， . 、 

!e 敲はき 何. 赠概 はて 囉地を 好める ものな..^ がれ .(x 土の 好 嫌な；^ 併し 植替 

をな す jin 秋 は 限るべし 肥料 n 魚の IE 汁 を か艾 一中 一 度 下肥 をし をけば 宜敷も 

⑩ 百合 

ゅゥ tt 殊に 種類の 多き.？^ の なれ t 名ち 又 隨て夕 €然 れ^ も 當今は 百合の 花を眺 むる 

おろべ いじん つお H-5r^A^ . 、■ J" , 

よ WNTP 芳香 を 好める rJ さ歐米 人より 偉 は，^ 故 ii 梳行も 舊來ょ 比して C.KWi_<^ なる 



ものな fts 併し 芳香 を 多く 蔷 はふる は圖の 如き 花 

ちつ, たけし ま 

, 形 ii 多^ 最 付 鳥な $J は 根の 玉 一 ッ 五十 圓 位し 

5 へ や たま ぬす 

たる 乙で」 あ ftN 植木屋な^ ほ 中 玉 を 盗まれぬ か 

.i, やひ • おこ はお 

€ 疑 を 起し 上品の 畑へ は 茅の 克延る 迄 他の 下 

品なる札を立徵程の^Jさなft^尤百合5: - >>0^ 

* £ ぉヽ これ ま V- な 

丄 る 時 は 多き ものに て，：^ 迄 名 を 著 したる.？ P の は 

世に 數 多き が故爱 にしる さす 只 流行す る P ヒ こる 

の 名品の み を揭げ 置ぬ 

、培養 法 は隨分 六ッケ 敷.^ の あれき も 土 は 赤土の 

るら ずい-.^ んそ おつ 

よき TP の を 撰み 塞 ffi おし 置 t> ば 隨分育 TP のな ftH ハツ ケ敷 W は 花 を 大輸 に^せる の爲 

なるべし 

ひま は . 

蟻：：！：： 廻り ， ■ . 

たお まさ I i 

ひま， Q61ffv ゆの 一 年 i: なら 此ハ種 蒔の 時 注意して よき へ 薛げ. ば 尺 斗 ftv ぶな. CV て 




Li 



百 g 十九 . 



百 五十 



つち jj い -L ろみ， つ . 

ょfiv賴き7pのiiて土の好嫌^s>し肥$:白水か又s:魚の洗汁ii限る7^のな， 

冒 鷄頭華 

寸. .，<*5 ij. &っち 

g| 頭 C 1 ケ r 花に して 種薛. ^の^. 種 は 肥 土 

の 床 へ ^^,铺替る特赤土 で」 割た る もの へ 栽へ 

ね をゝぐ しゃう べん ， 

油 滓 14<は 白水 を 极に灌 べし 小便 を 僥ぐ なれ - 

まお し * せん やひし 

t 雨 前 をよ チ， - さす 又 自然の 肥料に は 家 越 は 

ffi へて 鏖芥を 吸 はせ る nS 限るべし 



おん 



⑩ 唐松 艸 

唐 极卿は 種.^. eftv て 軍に 唐 极艸亡 云お り 秋 

らまつ の からまつ 

唐 根 さ 云 あ ftN 又 野 唐松 ビも 云.？^ の あ リて何 

れネ六 いなる 更 -nN ハ なきもの なれ t.?^ 多少 

其趨 を異 する？ のな ft^ 土ハ 肥，^、 赤土 を 

六^て 植 へ 肥斜は 雨の 前 なれ t 小便の よく 腐 




: p: 五. h 1 



ftN たる？ p© にて？ P よし 併しお ま- 9 き、 過 ぐれ，！： 葉 肥て 花少 さく^も のな， o- 日で 

LJO みづ 50 か 

續き たる 時 水 代.^ 白-が 又 ハ 油淳を 水に 容 

解た る もの を灌 ぐべ し 

ち 5c; り さう 

纔千 鳥钟 . 

きば 

千鳥 艸は叉 一 種の もの id て 極めて ゥ よき？^ 

よ？ V な 

のなら 土 は 赤、 肥の 兩 土へ 寄 砂 を 少し 交て 

V* せいて う 

. 栽る 時 ハ克く 成長して よし 肥料 は 油 滓の 容 

そ、 

解した る TP のを灌 ぎて よし 

つり ふね さ 5 

參 釣舟艸 . 

を植る に はさした る 土 を 撰ぶ の に. 0 ら 

ず 併し 千鳥 S の 土ビ同 機 は て よし 肥料 は 

まお し 10 みづ 

J^l の 洗 汁 はて T5> 又 白 てよ しわ まり 灌過 

ぎ ハ あし 




I 厂來紅 、 

は け^ *«5 - 

厂來紅 c 葉 ^顕^な 云 此種は 常の 鶴 頭 ど大 ひに 

異な ftN 葉 は 黄 紅靑濱 茄子 色， i 班ら にして 尤も 奇 

魔.^ う 厂东紅 は 下肥 を赚ふ ものな り 土 も 肥 土 は 

つち 5 へ 

惡し \ 搆 上げの 土に 赤土 を 一お V- 栽れば 至極よ し 

肥料 は 白水 肥； i 滓 の 永^ 解し 腐 欺 ま * たる もの 



な $j n よき-? P のな. n> 

たちあ を ひ 

⑩秋葵 



黄歸 葵で」 も 云 

1^ の なれ $J も 

a な なく こきべ に 

花 は 極 濃 紅 も 

あ. れば 黄色 も 

おる？ P の はて 




I 
I 



通ー1此を立葵さ，，^云ふ植替は花後^^して秋の彼岸，過な.0>肥土^^被を交るか又溝土に- 



^^土を交せ又池淨の粉に.^たる7^のを交て植るもょ し肥料 ハ 塞 肥 を】 一 三 ^ する もの 

きり C も わら 

て 何れも 蜀美は 秋の 末に なれば 幹 を 切芑. 0 其 上 へ 薦叉 n 蘂をかほ條翌年^！&の彼岸 

その わら 3= り のぞ 

頃に な， て 其 鎮 を 取 除くべし 

《 

きん 亡ん くわ 

藝金錢 も ， 



t ィ 



ひ- * くち 



午 蹄 花 W も 云 TP のにて 一 口 金鐵花 € いふ 

きんせん くわ おも ひち， 

がリ S は 金盞花 ヒ 思 逢 ふ.^ のお， 9 金證は 春^ 

一 Si なさ か づき 

きて 花 藎 の 如く 色 樺 は 赤 を 合め る？ P のな 

う 此の 金载花 秋の もの はて 花色 紅の 如何 

も奇 まの 名のな ft> 土 n 赤 も 肥當分 i£ てよ し 「 

肥料 ハ 白 * か 油 滓 はてよ し * 

ふやう， 

1丄- 




：蓉 > • 

圆に顯 す 如く 尤 花の 種類 多き も ©r^ て 白, S れ t 叙 も あ $ 又 縝き来 紅色 わう 1 ^1 



<重ゎ.c^千重ぁ.c^て眞中の高く上•o^た 

や ぐら yio -. , . 

る を 矢 倉 さ K ふ 又ね.^ れ V- 上りた る 

もの は岁" ぼ fe. 或 ひ は S1 入の もの あ.. y 糨 

^は稷 の 彼岸 後 ii してよ し 土 は 赤に 肥 

ふる ひ fc, f . 

®x ハ搆 土の よく 篩た る.？^ の を 何れも 

當分は 配合して 堅く 植る べし 肥料 n 塞 

かんちら はるまで LW i 

肥 を 二三 度な し 塞 中 よら * 迄 a 根 は K 

，ひ あた -f 

を かけ S 植所 n 花境中ぅ日當^^ょき所 

へ植 置べ し 

此他 花. 境物ビ して 植れば 何 稱 類の もの 

なゥ さも 花壇.？ JP の もなら^ る.？^ のな し 

1 する も 冗長 ii 滅るを 以て 略す 故 

なが 

ぶ 盆 中 あげて 眺 むる さ. ^ ^あま 面白 




き はおら 卞又 花懷は 其 質に よ. CN それく の 造 ftN かた ある もの て 極の 乾き 地 を 好お 

しめち ，^ おか 

れ， r 濕地 をす くもの ぁ-ゥ 同じ 濕 は て も 共の 濕の 所へ 商く 土 を 盛りて 植 るかた よき も 

かわ なかんづく 

あれ t 乾き 地 を 低く 堀， 9 て 花壇 W する もの.？ ある 乙 さに て 就中 花 富 蒲な の 如き は 

ため どうしつ 

乾きた る 所 を 堀 6V て 永 を 溜植る をよ し^する ものな. OS 併し 植物 は 同質の もの はて,, P 

風土に よ. 9 て 異なる も 乙ろ ある もの なれば 北 越 あた， OV の 土地 化 は 菖蒲 を 水氣 のな き 

ささ ちが ひ 

花 攛に植 る を 常^す る 如き 差お る 7^ の なれ t 其 他 この 額の もの ある もし、 るぺし 



© 庭 物 草花 之 部 



ぱ はちの な かき t へ 

庭 物笆名 づけた る は 木の 根 又は 垣 添 飛石 立石捨 石な おは 添 f て植る もの を S へ .5 何れ 

かって はち 5? も より 

も苏 心得な くして 勝手 庭 物 を 花壇 花遛 きを 鉢に 栽る は是 ー％ 來知. ^^れ は 丘 を 得^ 

ん にち さぺク • 

る 次第な 6S 然れ^ TP 緣曰 植木屋の 如き は 庭 物 又 $： 花壇 # の 差別な く 鉢植^な す ハ 此路 

もち いで ひさぐ 

傍 は 持 出 セ鸞の 便 なれ •( な ftN 又は 愛して 眺 る- < 其 區別 をし ると 雖植 るの 花壇な く 庭 を 

つく すま よん ％d«J3 

造る の 地な き 住へ なれ t 據 なく 鉢植 W する の 外な かるべし あながち せむ るな かれ 

拳 

此を續 -=< A (るの みはして 足れ， 5 

. 十 



if 




> 雪 割 亨 

> 是を植 る は i や 化な さの 立 石 又 n 捨 石の 簡は 添る 

ものな，， ぼく 三 揮 土の 篩 ひたる もの 當分 轟， 

の資聊 交合て 植る をよ しどす 又 鉢 へ 取うても 此 

のモ t てよ しわ ま ftv 肥 過る は あしきな ftN 日向よ 

この 、 • 

き 所 を 好む 草な 力 

すみれ ゾ 、 

嚳 崖 

是は小 庭の is^ は 松の 根が. の 間 だへ 概る 

^のな う p.. 縱 も 年.^ 繁殖して 籙ー 面さな 

.9 上品 vss^ 同檬に 培養せ^れ ，に コ n 年 ii して 

あ Hi かた 

跡 方な く 消る ものな fc- 

⑩升 • 1 名籍 の ¥€ い ぶ . 

是は捨 石の 間 § おのぎ， がた なる $H の 中へ 植 ものな § 然れ ゥヒも 芝生の 中 51 注意し 




HnH^ 十七 



„:i^k^,.2^;;^^^g^l!:ikc お <;.l もお.：：... -； >2Ej^i^2s;i£::^u^tl>:^.l^ く； に.. i 



rL hf y つ、 きさ .^, ま. ^や せ .：？ 卞： 一 



をのお ,4>ぃ 

て 芝の 根 を 取ぬ け 置か^れ t 其 根 を 害するな i 山 土 

おぶ 

, へ 淖の土 を 篩； S 當分 ii して 植る べし 

ちな ば 4b からち ひ . 

⑩兒花 . ) "あ 唐 兒さ云 ふ 



さく、 さばな 

是は 野- - 暌苗+ 花な り 故 b 

ものな $植 る に は 野 土 

njj 肥 土 を當分 安る を 

よし 芑す 1H. 來野 生の 草 

花 故 あまう 培養に 注意 

さしつ かへ 

せ IT /るな 差 支な き > ^の 

f 

響 山吹 、 

かきね 

是は 垣根 又は Eg 隱添 に 

隨る ものな. 0 世の 



ひ tC の づ< り 



廣野 造の 庭石の 簡.^ へ 擅る 




ま 

^ ,4 ジ 




そ 




.L ろばな 乙の 一 

中には 白 花 を 好む 名の わ. 0 然れ さも 山吹 ハ 1 ま. にて ち A 重 にても 黄色の もの 限る 

ぺ し 土 は 肥 土 へ 眞土を 少し 交せて 植る をよ し す 肥斜は 白水 又は 鰛肥を 用 へ なる ベ 

やまぶき 

く山欧 C 充分 肥す やう はなすべし 

ぎ ば 5 1> ゆ 

麝 擬法珠 ， 、 

是^;數種ぁる^のにて花瘦ものぁ-c^又庭添ぁft^庭石へ添て植るは縮緬の廣葉な<:^土 

, ば ふ 

及 其 他 培養 法^? k 同 1 ©TP のな. 

ゆ さの しお . 

攀石荷 ， . . , 

是は 庭木. の 根方 は植 るか 捨 石の 蔭 植 §7^ , 

J ベ しっち この - 

のな， 《45 て 濕總を 好む もの 故植る ii も 藤 土 

v^b? つち 

よ 三 和 土の 少し 交. たる.？^ のにすべし 肥料 . 

. は 秋の 頃よ- 冬まで 簿肥を 二三 度澆ぎ a を 

よし^す 

f かひげ > > , 

⑩麥 門 冬 * - 




たフ ひげ さな V いし さ 5 35 C 

1 名 豫の鬚 さて 淋しき 庭の 木蔭 又 c 石燈 籠の 小 i な 機 下 



あま をち ゆきの- > お かげ づち 

の 雨 落な に载る ものな- ^>是 も 石 荷 同 樣瞎土 





料 は 敢て灌 は 及ばす 塵芥な $J 根本 iig をよ し え、 

てん なん せい V 

• 天 南 星 

ふか - やぶち 5 5/ fc, 

南 星 C 深き 戲中 生づ る. TP のな fts 故に 是を植 る C 廣き 庭 

の 下手なる 蔵 木の？ 肉み 簸だ 、み 等の 濕地 めきな 

る 場所へ にて 植 つける ヒ 亡な， 5 別に 肥料 を 

. き L ん くさ 

與 へる は 及 t 卞木 の 葉 又は ffi の 葉な^ 自然 に 腐 

れて ffi さなる TP のな fiN 

かきつ ば だ 

⑩杜若 ， 

<St>? へ ふ 2^ . あさ むらさ 13 ♦ 

杜^は23^上風の年庭なる泡の邊，^へ德っけるべし花は淺 紫 上品 は？ 眷ぉ fes 此 種；^ 

： , ノ、 かせ IA, りたへ ベ V, け 4 

, 雲井 今少し 白き 方 の^の て 白妙 紫 は魟氣 3 したる は 八ッ 橋^ 云 ふ-!^ 植るは 

土 てよ し 植替は 秋の 中 竿に すべし 肥料 は鰛 肥 又は， 亦な $i を 根元へ 押 込 ® をよ しさ 




百 一力 十九 



1^ 



す . 一 

參梅 ばち 草 一 



百 六十 



な ，4 札 



是 C 庭 池の 水 吐 S て 流 下の 幅 狭な りたる 所 

へ梳 つける ものなら 植 るに ハ 河の 寄芬^ 

をよ 、 

すべし 別 肥 軒に は 及 t 卞池 中の 永 义. は 

^ じ 5 ぶん 

落葉 な^の 腐 永に て 充分 肥 £ なる ものな 

かう ほね 

轡河骨 

も 同じく 池 中の 植物なら 元 來 水中 は植る 

かみ ふち 

7^ の なれき も 梅ば ち 草 J::- 比して は 上の 隠な 

お づち 

fts 植る はは S 土 K て最ょ ー 肥料 は 鰛观を 折 

節 根 差 入 置 t 充分の 肥さなる ベ し 

ぬま C け ク く 5:- す.? 

诏 池造惣 て田舍 めきた る 庭の 模樣 に樯込 




f f や』 



のな .CN 尤土は 河 骨 も同樣 ii て 肥 科 は チト河 骨 は 

みお ち ち へ 乙み 

比して は 多量 與 へ る はうな， =N 又 縦 中 植込ケ 所 

は 胭 を 見て しるべし 

霊 ， . 

沼 池の 廣く 見せた る の はて 左の み 築山の 造 6S 

つち 

なき 休に 限る 土 ハ 澤洁 極同樣 なれ $j も 极を食 

もち Af 'へ JJ み 

料 ii 用 ゆる 時 ハ植 込て よ ftv 池 中 ii 入 四 五 度 根 を 

掘.^ て 土 離れ を さすべ し 小 根 土^ 固籍 Bs^* 

殖 少なし 肥斜 n 鑭肥 てよ し 併、, 

れ りゃう ほ^こ . f It^ k 

n 多量に 摘すべし T,,,* リ 

しゃ 5 ぶ 

參菖蒲 . hj 

な ，4 れ ほ も みぞ 

池の 、流 下なる 細き is やうなる 所 A 構る もの^ 力 

• さま 

最田舍 めきた る檬を CI^ せる 趣 € しる べし 土 $： 何 



れも同ゃぅなり肥料摘？^ . 

うへ つけ 

さ > るな 差 支な し 植付 は 

秋， の 中 すべし 

まこち 

裏 . 

ふるいす - 、 

是は 古泄造 .9 の 体 を 見せ 

づ ， 

る ものな り國の 如く 池の 

かおす み 



隅に 植る 趣向の もの... - て土ハ 何れも 同- 

樣肥斛 は 別は與 へる ii 及ばす， an 然池 中の 

みづ ちか もお 

永 SJSa て 育つ ものな ft- 



百 六十 二，. 

, ヨ /i 一き 




圖の 如き 爆 所へ 植込 ものに て 誠に 比すれ 

• ば 筵 上等の 植込 ものな は 何れも 同 

いさ、 

やうな れ^.? 3" 肥^ は鰛 肥- - てな 聊か 根に 入る、 をよ しヒす 




池の あしらい もの は て植 所に よ ftN て 上 ng 

な，c^土は何れも同ゃぅはして肥料^及ば 

f へこみ 

卞植込 c 秋の 中 はすべし 

© 金銀 蓮 ， 

f きく 3 Jj かげ 

圃の 如き 浮 S にて つが〕 中の 木蔭 は 植込庭 ゆ 

ふる 

面て を 古く 昆 せる 植 TP のな fiN 土 は 池の 土 

の 儘 ii てよ し 併し 堀 立の 荒 池 なれば 更 A 

田 土 を 以て 植 つけべ し 

こ •《 C や < 

饞， 杜若 

5*1 かげ 

圜の. s^v TP の はて 小 庭の 石 蔭 は植込 もの 

,. また か V つち • • tt 

な i 土 n 肥 土に て も 又 蔭 土 ど 肥 土 を當分 

はて.^ 差 支な し 肥へ は 白水 を 二 1 1 1 度も灌 



s し 併し 冬 根 を 殘す艸 物 はなる ベ く 秋よ 力 冬 迄 は 充分 仕置く ベ し是は 下肥 はてよ 



し * 、 < 

まんねん- if さ 

• 玉 柏 

ばば 5 へつ け sft t^L 

庭の 石薩 な^ A 植付 至って 面白みの わるものな 6 併 

かげ 、 クき やま 

1^1. 庭の 石 藤よ ftN 5： 築山の 石 間に 植 込ば 天然の 姿な う 

ふし 

山 土に 植肥 C 白水 を 折節 灌ぐ 7^ よし 

⑩萱草 • ♦ 

L? やぶお ヽみ 

庭の 下手なる 籤疊の 趣向 ュ造 6 たる 所の 石裔 植 

乙む さ 5 しつ あばせ 

込 草 質なら 蔭 土に， 三 和 土 を當 分に 交て 植る をよ し 

f ふゆ さ ， 

さす 肥 ハ 秋より 冬 迄 は 1 1 度 Ttr り 下肥 を灌べ し 

⑩姬萱 草 

愁ヒて 右に 同 b , . 

す 5 かプら . 

驂忍冬 ， 





や をな IM5 て かき 

J: 是？^ 同.：^ く 庭の 下手なる 垣な^ id 懸る ものな ftN 土 S 右に 

J きへ つる 

う 注意せ ざれ， s:^ やすき 蕞な. 

か 5 やめん , 

一 雲趾 

一 r ゥち 

是 5： 廣 野の 趣向に 造 ftN たる 庭の 植 ものな り 土の 嫌な 

1-3 みづ はなれ 

肥 は 白水 にても 折 ふし 灌べ aJ 植替る 時 根の 土 離せ 

ぬ やう 注意すべし 

かた ばみ « 

像醉漿 ， 

一 のさした 5 へ かへ 

ふ 座敷な t の搶 下に 梳る草 TP のな ftN 植替 るに は 

根の 土 離せぬ やう 注意す る 乙 さ鳾趾 よ. ftv 一 屠な 

ね お 3 し のち つよ 

.9 併し 根 を K 所 へ 下て 後 は强き 7^ のな も 肥 ハ 古 

き根駄 下の 土 を 根本へ 散布す ベ し 

⑩秋 海棠 - 

こにい ，- で，4 さ 

小 庭の 铀植又 n 擔下藩 間 なや」 の梳 ものな， 9 菌土 



ii 古き 根駄 下の 土 を 少し 交て 植る をよ し^す 肥 

ほ 別段 濯ぐ は 及 t す 家內の 塵芥 を 根に 吸 ものに 

て 天然の 肥料 £ な るが 故な ft. 植替は * の 彼岸 又 

は 花 投^す < し 

つ ふ ね 

鑾札 i 

庭石の 添 草な 6 藤 土 合 

土 三分 一 を 交て 梳肥 ハ 白 

水 を 折 ふし 灌ぐ べし 植替 

は 秋な り 根 ii 障ぬ やう 注 • • 

意 すれば 塞 中の 外 差 支な し 

. HJ く さ 

⑩ 木賊 .• 

干：^ の， K なる 捨石 な^の 植添 a する も】 曆の 《^ 

L もこ 

物^なる.^ のな リ肥土 K 植 肥料 は 下肥 を满べ L 



is 六十 丄ハ 







此は 充分 肥て 窩 くなる をよ し^ 于 

ひ， るが ほ 

秦鼓子 花 



お *« り 



蘩顔 C 牵牛 花に 比すれ， (最 劣た る^の なれせ も： 边特 



5, お 



は 追々 數 種の 花 を 見る 至れ ft. 薄紅に 白の 星 入 又 n 

1ゅりヒ^^んばく * 

絞 純 白な $j の もの あ $ 此は 庭の 藤 木に 憑て 自然の 

趣 を せる^ のなら 植るは 野 土に てよ し 肥 は 魚の 洗 

汁を澆 ぐべ し 




0^ 



ひろ C かげ やぶ L め W ち 

廣き苹 庭の 下手 ある 木 裔叉は 藪ぎ n なる 濕 地の 所 へ 植る 



ふち £ 



草花な， 9 又 自然 は 生る 所 も 麓 な^の 森 蔭な ft. 故に 日向の 



たち ち 



き 地 nS 植るさ 1^ 地に 馴染 卞 して 忽 は^る TP のな， CN 植 



る^^は蔭土は限肥は秋ょ，.^春の末迄落葉を>りけて置べし 

，芭蕉 




、や "も IJ" IM^^W 

，§， 一 



J つ 飞 



！. r おれ 

. 植所 は 誰 TP 知る 乙 t にて 愛^ j5g る S 卞 植替 

ち al みが 

； は 秋の 中牟 にすべし 肥 は 冬 導 除 をす る 前に 一 二 

一 度簿き 下肥 を 灌ぎ极 の I 洛潔な $;懸6 がよ し . 

罄获 

• 廣き 平庭 はて 野 分の 趣向 造 6 たる 片隈な < ^え 

力ぶ L ひくお もしろ 

二 称 三 採に 分て 植込 C 至極 © 白み わる， P のな .0> 

核-る a せ 肥 土 は て よ し植替 n 秋の 彼 岸に して 下 

肥の？ g き^の を 一 二度 澆 べし 併し 植替の 當座は 

澆 ベから す , 

⑩ 女^花 

是 n 植か たによ ものさして sfa 白き, P のな 

|,0^趣向5;圖の如し植るは ハ肥土ど野土を當分；^ 

交て よ し植込 をす る は 花の 後 j^i す ベ し 肥 ハ S 



で 

出て よ 》CN1 1 度 nv-o 下肥の 簿 きを、 機ぎ てよ し 

一 鬱拮梗 ， 、 

诘極 ハ 花懷植 はする もの 多し 何 亡な 札 t 趣 

向わし き 時 V 俗 亡な， て 庭の 風致 を 乱す 故 

な .ft-H の， &く梳 付る に は 却 P 風情 を 保て 力 

土 及 培養 法 は 女郎花に 同ヒ 

りん f 0 , 

® 龍膽 - . 

花 葉 g も の 如し 立 k4 石な さの 蔭 

k 械て 風情 わ fts 土 及 培養 法梏 極に 同 も 

ft く 3 ばな 

仙 は 庭.. P の 、7 達 花な きに おらす 然れ 

クヒ ^種て 跳む るの 必要^ k 雜草 なれ . 

ば 爱に錄 せす . . 



も 十 

y f ？ vs£v? て j T S J 33 ii315?ygr3gaags..Tasa!r3g?gargBssfega8.ar, 



KSMaaL お. assEBBSa!a a5B!8w- sc8 5 T .E,ig5Est 8s.，.s, t.il MMMMMN-^N S. 

■ 植木 庭 物の 部 . 

おて g がビ 云へば 何れ TP 植木に して 1 ッ TP 植木に わら^る C なし 然れ， e も 其木質 又は 

*K ん さい fAIM- ぞく あい 

風体 或 5： 花 に よりて 41 栽 さする わり 盆襄 にわ ft- て雅 貧す る わり 俗 ゆ？ 'るお.^ 1 那は最 

, ら の ま ft つち 

?植物中庭木さして眺ひべきものを撰.^て截せたるものにして又土.^此に脑て^2安き 

み つ W 5s やき ， 

を. 撰擇 して 口 01^ る 人 了 群し 安き を 働めた る もの なれ バ な 併し 木 ハ 何れ. 5> 其 Kii よ 

5 、 ぞ iJ € ちい ふ K あい いへ ガカ 

fiv 栽 所 を 異にする ハ第 一 似合^ 不似 合さ を 以てし 第二 は 自然 木質に よ ft- 家 近き 所 は 

をり かさな きょ 5 ぼく， 

植て 宵つ あれば 木 蔽に植 る 灌木お- ft- 木 € 木 折 重 ftN て 育つ 喬木 わ 又は 拾 石 な^の 邊リ 

<| みな t の. ゥ へさ ころ 

樯る 草木 同様の もの あ ft^ 故 は 草木 培養 をな す はも 皆 其梳所 わる は 天然な る ハ 論 を 待 

た卞^ を i ゲて 風る 時 は 草木 を 培養す る は 庭 造 法 近し も S ひ 過つ f.^ ，のれ 

つばさ , 

® 山茶花 ， ， 

圃に顯 す 如 N/ 最も 山茶花 は 種類の 多き もの はて 極上 弊 品" て は Is^i の サハ" ^お， リ 

又花色ゎ.c^て《<>-此を好みて鉢は採.^室內は»^し愛して机の上はsて眺るぁ.=^如 

£. ん さく さむ r せつ . ， 

. 何ヒ なれ t 山茶花 は 極 塞き 特 節の 花な^ よ 自然 か 、る望みょf^.«^たるものにて 




li がんら 5 I ii 

ー兀來 庭植は 限- N たる 木 なれば な fts 櫸方又 n 



接 方 n 前 詳細 を顯 しわる ii よ- CN 爱に 4 ルを 

記る さす 併し 植替 をす る は 古 根 を 悉く 切 

捨て 栽るべし 植 替時ハ 嫌な しさ 雖&. 秋 

は 限る.^ の はて 冬 は 宜しから 卞^£ は 



、(ノ 養 

，ゲ 1 



C ん よん づ .Q フ 

入 糞 を 1 年 越 はした る ものに 永 を 割て 繞も 

のなれ^も植^^：てニ三ケ月を^^れば却て 

これ はう へ 

害さなる § のな. CN 此 は庭植 のみの 事 はて 盆 

栽に する 時 は 盆栽 俗 愛の 部^ 顯 しある 通 

は する 

さ サん く は 

彝茶山 花 

、茶 山 花 山茶花 も 違； 3 餘. 4 類の の^ 

ゎら卞併し培養は山茶花ょ-o^もgJ^を加 へ 



タ 




百 43t 一 




ひ sv 



百， P 十二 



^れば *k を 赠ふ事 又き ^iii 倍す る もの て水氣 なき 日向の よき 所 へ 榼根函 

t IT 

く g-cv 々る 入 森 永 を 割.？？； 1 る もの か 又は 滷淨 

を 襟く ベ 震より は 素人 手 ュ の 方 決 

して 過ちな きもの： K か.？ <s 餘リ强 過る 峙 は^^ 

よ. S: ス まお ひち りん 、 

て よら 認 かず 露る か 又 一 輸.^ 着ぬ 乙 さある 

ま • せ 

. ^のな ftN 土 は 赤土；^ 砂 を 交た る を 用 ゆべ し 人に 

よ fiN て は 砂 を 交ぬ も あれ^.^ 砂 を 入れる は 乾き 

、して 花の 着 



安き？ 5- のな ケ 

なん てんじょ < 

© 南天燭 - 

南天 は 種 々おる 

もの なれ $ -も圖 

は顯す もの は 通 





%ず き \ 

ま 藥、. 





！ ，. f?t"sa^ 



や &L ね メ すく 

常の 質 はて 家 越 、近 き 所に 植る をよ しさす 如何 さなれば 根^ 塵芥 を 好 もの 故 自然 家 越 

a んも » す 5 

は 植て繁 fs5 る ものな- 9 併し 餘 fts 水氣 多,^ 地 は植る 下へ 堀 力て^ を 入れ チト 高く 植 

あかつち, すぺ さ， J つかへ - . 

るべ し 土 n 赤土 にても 又 野 土 を 交るな 惣て差 支な し植替 るに？： 寒 秋の 彼岸 前 はし 

ひ れぅ ま 4i__J さをり みぎ 

てよ し 肥 斜は茶 滓を與 ふべ し 又特折 白水 を澆ぐ もよ し 併し 植替 の， ® らは决 して 澆べ 

《 f ひ れぅ 

.0 らす植 て 二三 ヶ月 を經れ t 小 根 を 下 す^よ ftN 其 時 k 到. ON て 充分 肥斜を 摘すべし 

れんぎ や 5 

⑩連翹 、 

しさ を5 

連翹は 餘-? K ケ敷 なの； おら^れ^^ 您ヒ 

て 培養 をす る； は 其の 木質に 幾分の 土 又は 

ち A5 い 

肥等に嫌好ぁら^&るはなきもの故注意どす 

る は 土 は 赤土 は 肥土ヒ 三分 一 f ^ 

f ょ5 

. 植る べし 叉 植所は 庭木 なれさな 花壞 物同樣 

の 場所を 好く も の 故餘.^ 木 の fl^^.^^すし て お 

た ftN のよ き 所へ ffi る をよ しさす る.？ P のなる 




: . すていし へんな？ cJ あさ 

よ. 袖 墻 の 根 又は 庭の 間 だなる 捨 石の 遴杯は 植る方 をよ しヒす 植替は 秋の 彼岸 後 

にすべし 併し 秋 末. H な ftN て n 惡し 肥料 は 人糞の よく 腐 ftN たる もの を 薄く して 寒中^ 

べし ♦ 



二三 度澆 S 

つる おんぎよ 



お あ をのつ る 

蔓連翹 は 通常の 逑 翹を蔓 にした る もの ビ思 ふほ^の もの 化て 其蔓の 長く 延る乙 さ 六 

七 間 TP 至る もの 故栅を 造. CN 藤の 如く 此を懇 て 柵の 上 はて 疾 せる.^ のな $ 故 は其植 

そでがき かけ 

所 は椽先 S 傍ら^る 袖 墻の邊 ftNii 植 へ 庭の 面 一 ！！§に懸て暌せる趣向の^のな6^此は 

いちばい ちか あたらし 

常の 連翹 よ. 9 今 一 倍 畑け もの は 近 けれ t 根；^ 充分 土の 新き もの を 入替肥 も义究 分^ 

施して 愛 年の 赛花を 咲す ベ し植替 は 土肥斜 n5 

至る 迄 少し 75^ 變る rjs なし 



しゅ 3 その 5 へ H- こ J0 

糉憫は 一 H 來 庭木 なれ，^ も其植 所に 縑好 あ. る. P の 

なら 常の 庭 なれば 下 庭 又は 庵 体 なれば 入口 或 寺 




な w す： ん 

院のs:内坏に多く植る木な，c^土は^^土ii野土ビ砂を充分交て植るべし叉黄土を 

碎 きて 交合せ 植る もよ し 是迄云 傅る は n 白水 杯に て 人糞 を 肥料に 用 ゆる は惡 し、 艺 

* ^ けつ そのむ かし 

iKirJ さなれ $J7^ 決： ft^ て枯る に はわらず 其 昔 n 靈樹の 樣に思 寺院な^ 梳父機 

. めば a さい *か S 

憫の根 尿 すれ t 其 人に 災害 わるな^ 云し ほ^なる^ よる.； P のお 知べ し^は 糞は餘 

ftN 宜しから » れ^ 留 fi の 尿 を 折節 根 澆く はよ し 併し 機櫚は 何程 培養 を ® る も 長 

生 id 際限 ある もの；^ て 葉 C 1 年 id 十二 枚よ. CN 多く 出る もの はわら 卞歷霜 を經^ れば 

ばいよ 5 せ SC5 

必卞 培養の 爲 早く 成長す る rJ さなし . 

なつ、 ばき 

癰 沙羅双樹 

沙羅双樹 は 今 世 好みて 盆栽 さなす； J さおれ^.？ P 其 1 兀庭植 の TP のな， は 熱帯 地に 生 



する 木なる はぶ. 0 最 生育の 早き 木質なる が 故 はよ く 生長した る 土 n 庭の 茂み.^ 交植 

* あかつち X ふん 

る 方 をよ しさす 地植 どなす jii ほ 赤土 k 砂 を 交 肥 斜は馬 は 油摔を 摘して よし 植替 

, ひ ， がん 

は の 彼岸 はすべ ー 

顧錦鷄 兒、 . . . 



百 七十 五 




百 も 十山ハ 




ま t 

錦 S 兒？： 稷 花の 額 なれ^も 花色 黄白に 樺 紅 を 交 

へ V 至 極奇， 燥の も の な， 9 併し K 梳所半 越 の 如き 

またす て 5, しぎ わ 

類に て^み ュ植る もの おらす 又捨石 際. » ^は 

«*. つかな-ね , 」 ^fzi^ttz 

植る ii?^ あら 卞先 垣根に 添て 植 る.^ のな り ffi 替 

あかつち J 1 

J: 花の 後 则ち栴 雨 前後なる、，^ のにて 赤土に 肥 土 

*J ひ じん ふん > 

- 砂聊を 交へ てよ し 肥 n 人糞の よく 腐. 5 たるち の 

かんち- 5 

を 塞 中 二三 度 漉ぎ 歡 べし 、 • 

は. */ すわ 5 

⑩花蘇 木 ん - 

花 蘇 木 は 如何にも 生長の 遞き 木に して 培養 を 充分に 加 へ ^れぺ 中.^ 枝^の 延る もの 

にあら すがに 赤土に 肥 土 A,4gis う 水氣の 少なき 場所へ 植込最 日向が よし 像，？^ 

5 へ か， へ 



II の 落ぬ 所 をよ しで」 す 植！" ハ泰 秋の 彼岸に すべし 肥料 ハ人 籠の 腐. 9 たる もの を 翁 ゆ 

は 澆ぎ 暑 中 ii は油淨 又は 糞 を 极は爨 V よし 此ネ植 て眺定 する はは 勰鵠兒 に 等しく 

5 へ 

垣， 裉な $J .ii 植 る.？^ のな .o- 



ぼい よ <5 &<? , ，一 

木逮 は地植 W して 培養す る ii は 極 安き TP の ii て 地， 溫ゥを 嫌 ふ 患な し 又 乾き 過る 敢 

ひく 3 ら のべ 

て枯 るの 恐れな し 併 B. 向 惡きは 極 嫌 ふ TP の ii て 緣の枝 紫 妨 けらる、 な^ n 延て此 

** さ はな ト， 一 

を 凌ぐ ものな れ^.^ 林 又は 森の 如き 下なる 特 n 枯^るな 花の 着 惡く植 替は時 を 維ら 一 

のつ ち 一 

n す 亡 云 程な.^ 赤土に 舒土 a て も 土 を 交て 植 る^よ し 肥 は 差して 襟が^る も 差 

をり ふ. Jt« め, SSO なク 

支な しさ 雖^ も 折節 留置の 小便 又は 米 15 计を澆 ぐ をよ し す 併し 僥 をれば 白水 

秋よ. 0 多の 中 は 小便 さす， る ものなる べし . " . 

ぉヽ やま れん * 

鬱夭女 花 . • ， 

む さし すく ぼん さ 5- 

. 天女花は武藏な&^^^ては餘.0>大樹の少なきもの；^て多く^栽のみは丘るゃぅなれき 

- れが やす 乙 10 はふ げん 

. ^奧 羽の 地方 ii て ハ 隨分 大木おう て 田地 を 餅 頃に か 故 土地の 放言. tsm 打樱 W 云 

ちく れん " こビ 

ふ 又 大樹 を庭植 もす る 時 ハ木連 も 違； 3 充分 培養せ^れ バ 花の 着 惡 くして 殊に 生長 も 

ばる るき H~ めお き 

遲 し植替 n 赛 秋の 彼岸 はして よし 肥料 c 塞 中 は 留歡の 小便 を 1 1 三度 漠ぎ S ？」 夏 は 根 

おくさん ち まけ 

馬糞 を澤山 に 盛 ftv てよ し 如何 さなれ t 案ー國 ii よく 育 ゥ木故 暴 さに 負る 恐れお るが 爲 



S 七十 七 



な， 



もく 4j し 

更紗 蓮 花 は最. 蓮の 種類 なれ^も 培養 に 至.^ て S 天女 花 同様 は^てよ し 木蓮 

を だて ， 

. は大 Sii 育 くき ものな. 0 



L ザめば な ばい- M5 な - .Lr 

• 蛻花は 其 木質 「ハ せ樱」 に 近し 併し 培養に 至- CN て は. Kwii 異. CN 此は餘 う 日向 過た る擄 

. 所 を 嫌 ふ もの はて 又 土な^ ハ 赤土に 砂 を 交植る なれ^も H 向の 乏しき 塲所 へ 植米^ 

t ビん. 5- げ つち ひ がん 

汁 を 肥料 どす るが 故に 自然 蔭 土の 如く 變 する.？ な- 5 植替は 秋の 彼岸に すべし 別段 

あっさ ませち ま 

培養の 六ッ ケ敷 のに はわ ら^れ ^も 暑， に 植替 るは惡 し、 艾餘 肥 f を 施して 肥 

過 さする n 尤も 宜しから す . 

こタ めばな 

• 小米 花 - , 

な 、，さ w & まお 

小米 花 は 名の 如く 小米のに 似た るなら 去ながら 蜆 花 も 又 類似の 花な.^ しつの 木 も又此 

. ^隨 ふて 似た.^ 故 培養.^ 尙似 たる なれ 蛻花は 比して は 日向 を 嫌 pfD る 丈の 差 • 



ひ れ 5 わ かきね ぎば 

.ftftN 其 龃植替 土 培養 肥斜 更に 代る 乙も なし 併し 植 場所 は 捨石楚 根 際なる ベし 

こ ，て まり « 

馨小 手毬 

小 手毬 は 小米 花 iis^ して 大 S に賴 きものな う 然&も 培養の 點は至 ft^ て 聊か 違 ふ處は 

濕地を 好める 風 あ. 乍 去餘， ON 濕 fts 過て V 却て 根 ns 腐 -ON を；^ ち 自然 枯れる 恐れ わ. ON 此 

. U 垣根.^ のに あらず 又捨石 TP のに も おらす 小 庭の 片邊^ る 庭の 所に 極大 株の もの 

を 花 盛 ftNii 持 出して 眺め^す る ものなら 併し 花後更 ii. 见る處 なし 何れ ^花 もの は 其 

姿 わるものな： れさも 此の 種類 小 手毬に 限らす 其 趣 ある， 是， 非ち なき 次第な う 



もさより fttw レ まつ、 じ *,， ， ， \ 

一 X 來 躑躅 は 、の 多き もの はて 就中 映 山躑躅 を最 上等品 € する^の な， しき，. = ^し 

•t. レニく み 

まの 內はて も X 共 種 多くして 暖 國の產 5- 花の 色飽 もよ く 花 太い.^ して 中 iM^ 事の も 

の わ. を 培養す る 1 は 第 一 花t;て後枯花の着殘ft^たるものを取ぅ捨秋は至...^小枝 

の 先 をす かし 极 本へ 核の 露 葉 を掛其 上よ 能く 腐 たる 小便 を 塞 中^ 二三 度 も曉ぎ 

惑の彼岸ま1ナ％,0^て其1?^取.除根本 へ 肥 土 は 秒 を 多分 is せて 掛 置け は 花の 頃 は 



百 七十 九 



iiiiiiiiiiiilgiMiiti 



さく さ. a; で 4-ん. 

な6^て充分にs;7^>の»リ植替$:梅雨の頃iiするか又は秋の彼岸iiすべし併し梅雨の 



A.^ るお 44 I ， 

植替は 充分 古 根 を 切 取る も 障なけれ^ 秋の 彼岸に て は あま， nv 根の S たまぬ やう はし I 

て 植替る TP のなら 如何 ヒ なれ， C 秋は植 後 充分の 小 根の 下う ぬ 中 塞 肥 をす る n 宜し 

まぜ. J & く 

5 ら ぬが 故 なれば なり 土 は 赤土に 砂 を 少し 交 又 肥 土 を聊ゥ 交る も 至極よ きもの 香 

さっき じうらん ん ，- 

杜鵰躑躅1^此頃.の流行もの^^て東京大坂*|ハに花の盛.=.は所1に縱覽園ぉ^^て中."^ 

-* -， *>ら しゃう じん 

事の ものな， 9 併し 此等 は壹 本の 木よ， OV 種た の 色 を 咲 分 もな し 又は 正 具よ，^ 紅白の^ 

分 ざ 造，. y 剩へ 木の 形 を 笠の 如く 造 ftN 又毬の やう 切 込た る もの 敌 遠くよ も る 時ハ 

宛 がら 紙總ェ をが る は 異なち す 風流の なきも^な.... 併し 培養に 至み ノて ハ充分 手 入 を 一 

じた る^の て 一 朝 一 タの TP の あら 卞最. 年 數を經 たる 



わ A き 

もの C 五十 年若 木 ii. て 二十 年 位の もやな ft^ 此は 培養 方大 



参., 



やみ 



； sii 異なる もの て 根 を 無 閽に切 込 又 桉先を 切 詰 肥料 を 

め ゑ 1> よちう 

充分 に 施して 延ぬ やう する が 故 暴 中に 肥 を is ぎ ありさ 

； 負ぬ やう 根に 日 を あてす nS 馕；^ のな. 5 又 土な^ は 映 山 




^^^更る#.なし飼段躑躅、香3^躑躅、 黑« 躑躅、 の 類 は 花 後 肥を澆 ぐべ し 併し 纖地は 

何れも 縑ふ もの 故水氣 多き 場所 は 成 丈 高めに 土 を 盛て 植 べし 併し 又 土 は 赤土に BIH 上 

を 少し^て 梳る をよ しさす 三 葉 躑躅、 琉球 躑躅、 の 類 C 黑土を 多く 交て 植るを よし さ」 

.するな-.^肥は常に雨の永く降ら^る時白水を极^^漉ぎ折節は溜§^の小便を根に繞ぐ 

. ^よし 饼し 充分に 肥料 を與る は 塞 肥 をすべし 此は 何の 質 k 限らす 差 支な く 木の 爲 

ii は 大き よき ものな う 

f ばい 

, 翁蠟梅 * 

, SKA し お • ば 5,5 f 

蠟栴は木iiしてサ；《ff綠樹^_水^i近し植替をきすには梅雨中に限るさl-るべし，处は濕：g 

を 極 嫌 ふ 7^ の k て 氷 氣多さ 地に 植れ， ハ 自然^ 枯 るゝ. ^のなら 土 は 赤土の fi かなる.？ P 

砂 を 四 分の 一 加へ よく 交せて 箍るべし 肥 科 は 植替. る 詩 は 二三 ヶ月 立て 後に あ ノ 

^ま ね お 50 

ら^れ ぱ小根 を 充分 下さぬ 故 却て 害 もな， CN よく- (-. 根 を 下して 後 は鷓肥 を聊づ ヽ根 

に 入れ 五六 ヶ月 i 旦て 下肥 を 旌し典 ふべ し此は 充分 日當 6S よき 所へ 植れ t 花の 鮑- 一 【4 

勿論 花の 着 tH< き よし 

. 百 八十 



百 t< 十二 



金蠟梅 5： 梅雨 中の 植替ュ て 根 下 " よき ものな れ^.^ 暑中 へ か て 被れ t 忽は祜 る 

もの ぼ ft. 植替 はは 赤土 へ 秒 を 少し 交て 用 ゆべ し 併し 庭木 中雜 木の 中 父 へ て 着る 



さき おも 1-?0 み 

時 5： 却て 面白味 を增 てよ し 

5 ぐ ID す. 5 ぐ ft- 



をへ 



此？：極面白き.^の^^て表庭ょ，《^下庭へ行く境の地又は垣根な^へ添て植れ，ハ大きュ 

51、 う あかつち 

よき ものな 植替は 梅雨， の 又 ハ 秋の 彼岸 は する をよ しもす 土 は 赤土 野 土を少 t 交 

セ用 ゆる を？ g 土す る ものな，^ 肥料 は 下肥の 極藉 きを 用 ゆべ し 



<r み 5 ぐ ひす 力 ぐら 

爆 公の 鶯神樂 



-" 此 何れ TP 常の 營舯德 同様に 培養して 差 支な し 併し 肥料 を あま. 9 過す は惡 し、 と 云 土 

いお も 

な^に 到. 5 て-?^ 更 なる N-^ なし . . ， 



柳 は.？ よ ft> 痛る、、 TP の して 濕地を 好む ものなる が 故 A 表 庭よ- 9 下 庭へ 移らん さ 



する 境の ケ 所ね 1 な^ s たる 傍に 植る 趣の ものな .=^此 5- 如何 も 培 稳し资 きもの k 

て 土な $Jii 好き 縑 なき TP. のなら 肥料 ハ 堀 な^の 腐，^ 水 SS を 汲 上げて 根 僥げば 充分 

、 ！ I 

ゆ ものな ftv Z 

はこやなぎ 

⑩白楊 ノ 

白楊？；は>,-ゃな¥.4^ふ通稱なれ^も@^云種類は尤1タき^の.^黄楊ゎぅ赤楊 

ちが こ *« ^ 

ぁ•c^靑楊ぉ.c^此何れも培養A差したる違ひなし土は柳€大sii異なり湿地を嫌ひ赤 

土 やうなる TP の は# 変. 5 の 如き を 好む TP のな. 9 肥料 は 長せ ぬう ち は 白水 を 澆ぎ與 

ふべ し * 



»J な K/, つ 3り し t ， 

此は 楊柳 中の 下品に して 下 n な^の 堀 下なる 水 吐へ， 天然の 樣を 作，？？^ る 趣^ 植 込で 

さぉ.4lis:iャisし又生長しぉる巧のなれパ植付たるまゝにて^^きものな，9 

さる こやなぎ ， , 

⑩猿子 楊 ゾ： 

此の種頻に1.^3%さ云ふもぁ..^ 猿子の中にて n 上-等の-? P のな. 9 培養 は 白 楊な^ 



I ,:. =i -z „_„_ 百 t< 十 



、同 1 の ものなら 併し 肥斜. は 今少し 施す 方 をよ し W す植替 は赛秋 はすべし 



⑩ i 



まお な、 かまど ， 

^種に 窗さ云 あう 又七& ,1 さ 云ち ありて 庭木 植 込の も Q な 力 植替ハ 特を嫌 はす 赤土 は 

すな まじ - . , 

砂 交， 植 S べし - 



？ 5 



又木 瓜 



ぺ^ 



键に 紅白お 3 白 ハ 盆 裡は 採 ftN て眺 る. ％ の なれめ 7„5\ 紅 は地植 して 垣根 添 あ^に る 

ものなら 植眷ハ 秋の 彼岸 はすべし 又 赤土；^ 肥 土 三分の I を 交て 植る をよ しさす 肥斜 

かんち 55 す こ ひ -, 

ハ 寧 甲 簿肥を 二三 度灌 ぎて 充分の ものな 6N 



さ は 



ほん ぼけ せ 

.sの種^:本楙^比しては却て培養は注意せ^れば生長ii乏し.§ものな，c^其注意する 

ふるね さ- > ぶん 

n 三年 一 度 位； S ハ植替 て 古 根 を 去.^ 古 土 を 除きて 肥土ビ 赤土 當分 nS 砂 を 少し 《て 

械替 ぺ し 肥料 5： 同 ，^ rJ . 



かきね 



此種ハ 差した る もの あら 卞 垣根 TP の；^ て植替 

»J の しも こい 

ハ秋なら赤土を好む肥科$;寒中..^下肥を 1 二度 

l^flg ぎ をけば 充分の TP のな ft> 



何れも 培養；^ 更る乙 € なし 

ひ， j: ぎなん てん 



柊 南天 、 

A の 稀 は榻 厠の 異なる TP の はて 植所 ii よ て は 

至極 H 白き.？ p のな. CN 木 性質 n 隨 分^き TP の故植 

替 は 注^ すれば 左の ミの； „p の はおらす 赤土に 肥 

土 を 少し 割 て植込 肥料 は 下肥の 極簿き のを特 

つめに く . 0 ザ 

糖 棗棕櫊 . 

此の 柊 南天に 等く 樹 風の 異ぁ. たる.^ の. 




iiiil 

な <十£ 



て 培養に. 至うて c 同様の.^ の なれ， t も植ケ 所ハ 

le. 庭な きに 捨石添 さして 至極 《 ^る處 わるべし 

てまり ぼな 

儔 粉圑花 

はななら , 

此 ハ園 の 如く 花形 尋常の もの て 葩 五 枚な う 

ill つめ い 

故に 圖 して 説明 を 下さ >れ，ハ 必定 疑 ふさころ お 

. る は 無， HI なり 植料は 溝 土 赤土 を 割て よし 肥料 

は 溝の 水 を 灌げは 充分 宵 ゥ ちの な，.=^ 

あ； T さ V _ 

馨 紫陽花 ， 、 • 

. 5： 圖の 如く 其 形粉圃 花の 如くな. 、 

ばない lo^MJOt 

れ^.^ 花 瓣四牧 にして 花色 時. i 代 

め ゑ 

ft- て 中 i 面白き ものな り 故に 此を 

名づげ て七變 化さい ふべ し 樜料及 

肥料に 至る まで 粉 圏 花で」 更 異な 



る？ な *3 

f ばな 

饞額花 . 

ひ 此は稽 s: 紫陽花 さ 尤 よく 似た る 乙 さ 花色 

花瓣に 至る 迄 同樣 なれ^ 75- 闥の 如き 花形 ii 

； くばな 

纏ろ をる によ 疲花 名 づけた る TP のな- o 

t V , ばな 5, ろ 

花 は 紫 陽に 相似た る さ 雖《- 花色 は變せ ^ る 

もの な^^植斜及肥料は至 る 迄 Is^ii 代る 乙 も 

なし 

て 5 ぼ 

⑩瑞 番^ . 

ばな ひら 

通 稍 了 子 vmK ふ 花 開けば 芳香 を 5： なち て： S 

すみ 

かしき ものな. > 植斜は に 砂 を 聊か 変て 

植べ し 肥料 は 白水 は簿き 小便 を 時折 灌 4^ 



鑼カ木 , 

s だ, 

k の 木 C 1 種類 別なる.？ ^のよ て 枝お 宛 か 

ち 逆 木の. 如く 枝よ，... 葉 をのべ 出した る 体 

3 , さいめい 

Z て 乂葉筋 TP. 圆の 如 ( なる ものなら 最名 

iim かす 槳の强 き 乙 さ 如何程 力 わる 指先 

^^ て5;さ.？^必卞切る.^の；^.^ら卞尤庭木 

ゆ ゑ r 

. の 中 ii て も隨分 面白き 木なる が故植 ケ^ 

>J よ .ON て は 至 極趣 ぁ.る の な 植 る ii は 

赤土 は 野 土砂の 少しく 交て 用 ゅ肥狗 n.m 

, また さむ 

は， 米^ 计を澳 ぎて よし 叉 塞 さ へ か ゝ^^て 

ね ぎ は 

は 下肥の 薄き TP の を かけ 根 際へ 藁 を かけ 

かんき まけ . I / 

瘦氣 負ぬ やう なし をくべし 

癰 #s 




だんこく ひ あお I .1 

^の 種 ハ 暖國の 木 iil て 如何 も 日當 ftN を 好む,^ のな $ 庭 中植 所に よ ft, て 5； 面白き 

もfの故隨分•此を好む人ぁ•c^植るには赤土に肥土を交て用ゅ肥料は薄肥をしてょし窓 

ゆき t け ち 5 い r 

.e.s- 雪 除 をな しなら. たげ 窓 さ A 負ぬ 注意すべし ， . • 

©黃 梅 へ. - 、 

黄 梅 C 庭 隈の樜 添に する のな. CV 植る はは 赤土^ 黑土を 交て 用 ゆ 3^ 替春 #の 彼岸に 

すべし 肥斜 C 常 は 油 滓 を 用； S てよ し 祟 さの 中 は 下肥の 簿 もの も澆ぎ てよ し 

3,1 二 > , --! もの ラ ちば S よ 5 , つぐち もさ 

櫻 ハ 殊に Is 類の 多き も の にて 其 中 培養し 安き ^ 吉野 をれ に 次 千 本な- CNW 樱 はよ N /地 

なじみ <9 ま ビ 

に 勒染て s: 培養に 及ばざる もの なれ^も 山 as し を植： t! る 際 注意せ^れ ばかれ ると ビ 

5€^^彼岸櫻.p差^たるrJ笆なし©責奶、鹽竈、俊ず櫻、大手燈、 虎の 尾、 の 如き は隨分 

ち しつ ，13 っン 

地質に よ. CN 馴染が たき 乙 S あれ^. P 濕 地に あら^れ， (逝 土 を 取 除き 更に 赤土に 肥 土 

を 少し 交せて 植れ t 决 してつかぬ 亡 云 ふ乙芑 なし 肥料 は 察 中 下肥の よく 腐ゥ たる.^ 

の を 二三 度湊 ぎて よし 饼 しおま ftN 肥 過て ハ 却て 花 着お しくなる t€ お， 

Kn 八十 九 fifiss. 



百 九十 



磯 海棠 - ：: 一 P 

ぶ わか あき ひかん， 一 a 

海棠 は 如何にも 培養し 安.？^ の はて 株よ 6^ 別れて 成た ちた る 木な^ は 秋の 彼岸に 根 一？ 

分 をな し 其 g 口へ 蘭 灰 を 塗りて 田 土の よく 乾きた る もの を 篩 ひて 赤土 を 少し 交て 植 I 

ひ れ 5 また さむ 

る なれ， ハ 充分 育つ TP のな ftN 肥料 n 時折 根へ 魚の 洗 汁 を 澆ぎ又 察さ^な 6^ て は】 二度 

も 下肥 を澆 ぎて よし 

こぶし / 、 

掌 夷 . . 

此は の 培養. - 大して 異なる 處》 し 併し 餘り濕 地に 植れば 花 底の 移 6^ 色簿 くなる 

»れ ひ 

愁 るの み . 

ほ £> の <3 

豫朴 ) , 

^^£5 さしつ 力 

辛 ％ に 比して 餘り更 る 乙 もな き 培養な $ 併し 濕 ft^ を 蘇 はす 又 日向 惡 しく さも 差 支へ 

なき-;^ のな .CS „ . 

嚳槿 . , 

- 權は簿 紅の-?^ のお. OV チト 紅色の 濃-?^ のお.？ a わら 又 一 重おう 八簠 お，^ て 何れも 培 



二 かへ 



$ きものな ftN 植替 ii は 時を縑 n 中植る ii 所 を鎩ら はす 併し 濕地を 好. ひもの 故餘ぅ 

乾き 過る 土地 n 宜しから す植る 撣土 又は 溝 土の よく 篩 ひたる もの 、酹土 を 交て 用 

ゆ 差した る 肥料 はいらぬ ものな. CN 

はまなす 

纖 茄子 

め さ お 

濱燕子 は 野 鬻 薇の 1 種な れ^^ 目先 新ら しき 樣 

き ぐ 3 さ ぼば 

. は 思ぷ 木艸な ftMK は < 艸 栴な^ 、其 骨幹 相似た 

る.？^のなれば圜の如く低くし^^は薔薇に似て色 

は 紅に ¥: みの か、.^ たる もの て 1 殺 か 、る S 

を 虚稱濱 茄子 色色 云 ふ 土地 ii よ ft- て は 色の 蒲き 

ぁfts又濃き.^pぉ，c^植料は赤土は砂當分iiてょし 

. せ 5 べん、 まお 

肥料 は 小便の 極う すき 1^ のにて. 5^ ヌ油雜 にても 



さしつ か 



よし 又 薔薇の 如く 培養す るな 差 支へ なし 



か^0 



戀楮 





此の 木の 如き は 庭の 繁み 植 こみの 下備へ をな さしむ る雜 木の 一種 なれ^も 下 庭の 

かおす み r-^ . 

, 片隅な $j はは 隨分植 込 はなしある の故爱 iijsS し をく？ j> のな う^ n 「かう ど」 も S ふ 

かみ せい くわ 

， 紙 を 製す る も の はて 其實細 ものなる によ り 桑な^ の 如き^&•o^木な ら 植料は 赤土に 砂 

ま もち つく 

又は 肥 土 を 少し 交せて 用 ゆる もよ し肥斜 ^ 下肥 を與 へ て 作る ものなる ベ し . 

まさきの かづら . 

镶薛 荔 メ 

< <5 へす て ♦ 

此の 木 は 植根腰 ii 植又 n 下 庭の 境な^に 大 ひなる もの を 植捨の やうな しおる もの 

♦ さば 

< 1 名 を 木饅顕 ど S ふ 葉 は 班 葉の もの あ ftv 滅葉 € 班 一^ 芑 源平の もの わう 班 は 金銀 あ 

あきすへ 5- お み じく 

•OXB C 葉 を 見る のみ はて 靑.^ したる TP 秋の 末 冬の 初 至， CN て寶 熟する 故 割れて 

5 ち ゑ ..vi だ 

襄ょ 赤き を顯す 7^ のな， 9 &の截 は 土 を i5 ら t す 何 土 id て もよ く 育 01^ のな- 5 肥料 

^へち か ダ ちり e み 

$J て 1^ 別は與 ふる 及 れ も 家 近き 所 植 置けば 自然よ く 肥る にょう 農 芬 をす 

く TP のさ しるべし . K 

も < せい 

癰木樨 - ^ . 

かつら ， はなさ よ 

此は桂 は して 1 名 as 桂 花な^ 云 ものな i 花 開げば 良き 香 $ を はなつ？ P の て 白き 花 



は 銀 木 云； s 黄色の 花 を 金 木 禅と 云 ふ 此の 種 は 

. 尤庭木 中の 上品 はて^ 植ケ所 は 何れ を 嫌ら 5： す 庭 

い ち さま/ 1» 

0 位置 又は 造 方 て樣 たなる べし 植料は 赤土 黑 

HI うぶん るい 

414® 何れも 當 分に て 肥料 は 油摔の 類に てよ し 

ち ち 

⑩冬靑 . ， 

に.^ 3 " 5 へこみ 

庭木の 一 種に して 植込ヒ なす もの、 >a6 併し 大木 も 

な， て C 隨分宜 敷 もの なれき.： P 小樹 はて は 見る^ 

たら 卞》§蹄-7^ 敢て 土の 縑 ひなき TP のな fiN 肥斜 1^ 又 CN さめて 施 乙す 及ばず 併し あま 

う 乾 地は惡 し、 亡 云へ. C> . 




さい c や 5 ひん 



&種は 庭木 さして 最上 品なる ii よ. OS 庭 中 何れの ケ所を 嫌 は卞植 替ぼ蔡 秋の 彼岸 はす 



ぺし植 料 は 赤土 砂 131 分の 1 を 交て 用 ゆ 肥斜は 雨 前 折 i 極 簿き小 K のよ く銜， CN お 



る.？ P の を灌 ぐべ し 



酉 九十 四 



か はり 



癰衛矛 

此は 「くす まゆみ」 さて s ゆ 如く の^^な ft. 何れ 

そ のうへ こ 3 

も 庭木の j 種はして其ffi所にょ，o^ては至極面白 

きがな れ^.^ 落葉 後 1 入の 眺. 0 る 木な リ 土及植 

替其他 肥 斜等ュ 至る 迄 黄楊 同樣 てよ し 



に， P 



鬮の 如. V 大木 W なる もの ii あら 卞 庭の 植添 もの 

はして 云 は，、 墻樹 添.^ ヒ して 植る木 € する も 可な 

ゆ ゑ ひ かげ， I / 

ぅ黑 土はュ くな じむ， 5- の 故 B 裔の所 却て よ し 

X ふん < て さ 

肥料 cir 靄の 類. K ひに 適せ.. N . 

碜ず架 > ノ 

五 架 は 紫荆. しく 大木 どなる ちの おら 

ものれ ひ れ 5 

中 土 及 植所土 其 他 肥料 等 は 至 る 迄 紫 荆同樣 




き 

+ 舌む な 
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は >3 得て よし 併し 紫荆 なれ t 庭 A ょリ拾 石な $j の I はなしある, J ヒぁ， る. P のな ヱき 

一 さか ひ . . 

一 も 五 架 は 下 庭の 境な $J の If 根 添の 1^ のさ しるべし 

庭木^して 見る. S にあ ら卞^ かれ^. 41 祈 S なる .sfl の 『I ミ化植 込める 種類 

.9 又 土な^ g 撰む 及 す 

く 

^ 此の 種.^ 檗同樣 はして 敢て 土に 嫌 好 ある， ヒ云. P のに あらす？^ i に うて.^ 更は 異な 

^ る 事な し , . 

g くちな レ 

一き 梔 

一 此の 種 ％ 庭 の^みに 植込 75" の V 類 ii して 左 ほき 愛する 植木 ns あらす 花の 頃 n 离木は 

I. 交へ て植込 われ t 靑薬に 添 花^して 犬 ひ k 見る 所る ある のなら ggj: 何， P 奢 秋の 

一 彼岸 はして 植斜は 赤土 少し 砂の i お. CN^ る をよ し S す 折，， 簿き 下肥 を 摘す. P 

I . よし . ； ，、 、 



D: 允 十丄ハ 



けんぼな し 

⑩枳棋 < 

庭木の 雜木 なれ^も 下 庭又ハ 田舎 仕銜は 造うた 

る 趣 t 、適して 簸疊 な^ 添て 植 な^する ハ 大きに 面 

白み あ ftNi の 如き 一 種の 異る實 を 結ぶ もの はて 好め 

ゑら 

る 人 C 却て 風情 ある さ 云へ， リ又土 C 撰む 及 バす肥 

おちぶ ん 

は 落葉な 5- て 充分の.^ のな. 9 

うるし 

此i類なる.pのハiがヒ云に.K^^imなきに植資ts?なしたる詩見るべし併 

し 人手 解る 所に s; 植 ベから-す . . 

ら 5 一 

傪蠟の 木 み 

お ぼ 下 庭な $J に 植込墙 根 越 ii して 《 ^れぺ 紅葉した る 特大に 眺め ヒ なる ものな ft "籾し 

. 庭木 a はわら す i を もる 木な れ^.^ 數本栽 込 おれば 一 入の 紅葉なる が 故 は 物 好 家 は 

. 愛せ.. > 土 は 赤 又は I おの 類 はて 至極よ し 肥料 は 馬糞の 額 大きによ きものな ft- 



レ ぐみ 



輝/ 



ひゃくにち 乙 f 、 

懸紫 薇 艾 怕痒樹 

は 猿す ベ- 9 さて 一 種異 やうの 木 {^6S 然 れ^.; P 庭木 P ヒ して は 上品の 部な <vf- 5； 赤に 

し > し 砂 を 交る をよ しさす 肥料ば 折 下肥の 簿 きを 灌 ぐべ し \ 

ねむ のき 

戀合歡 . 

庭木 巾に して ハ 下品 なれ >ij 7^ 敢て惡 しきな の iiS: おらす 花 は 至極 奇麗の ものなる 

* £ ほみ - また * 

ょ•c^廣庭の隅なきr^ ハ遠見はして見所ぁる.^のな.C^:J=^土を撰む^及ばす艾肥斜.J^灌 

の fOVJ なし - 

か， 一お 

⑩槲 ， 

.5 ちゃ 5 が 5- 

此 s:，：r> 類の くき" 力のに て 一 機なら^ れ^.? P 槪 して 庭木 ヒ云 程の TP のに あらす 大 庭な 

みかく L 

きの 2:6隱同£仏 なる 繁ミ に植 込.？^ のな fiN 土 其他搆 なき TP のな 6V 

くねぎ 

癰櫟， . 

ま ft ば わき v-0»« 

. A 種類.^ 槲同 やう して 又 庭木 云 ふに あらす 雜木 中の 鍵 木な. 土 及 其他槲 はか は 

る乙ビ なし 



ぬる で . 
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⑩楠木 、 

& 種類 は蔽添 にて 庭木の 最下 品な fti 其 他の 嫌 好な し植替 S 節 を かま C す 

tlx パ 一 - . 

⑩鞭 .， 

此は 庭木 さして 植 るの 上品な WS 植 替は芳 芽の 頃 はすべし 土 は 赤 5： 黑土を i 父る もよ 

ft 

- しおま ftN 濕 6S 多き 所 は 育 わしき 73- のな. 肥料 $： 折節 下肥 を灌 ぐべ し 

ま to める 

⑩搵榜 

おも • かわ 1 ( r V ？ 

庭植 nS して 大き 面白みめ る.？^ のな リ此 C わ まう 乾きた る 地 を 好ま チ濕 りかち の 所 

^^ょく育っもの^^て土の嫌好^し植替は春の彼岸に.^«^べし秋は實をもてるが故はぁ . 

しゝ 

此は 庭木， ヒ して 尤植る 木 なれさな 小 庭 もの おら 卞大 庭の 廣庭 造-. なきの！ a 隱 同 樣 一 I 

に， 》 さび おり 一 if 

に 植込み t 庭淋て 自づ. ^ら^ を もても 植斜は 赤土 てよ し ii 料 は膀折 下肥の 薄き を 



灌ぐ べし 



^^^^^^^^ 



I 百 九十 允 



ひい らぎ 



礬狗骨 



て さ 



種類 は 庭 本 中の 最上 品な. 5 植替は 春秋の 彼岸 はすべし 植料は 赤土に 適せ り 肥料 ハ 

簿肥 ぐらいの 、p のな. ON 

あ * ぎり . 

藝 梧桐 

あ Is- ちしつ この ； 

梧桐 は 庭木 中 最上 品の ものな う 地質 は餘う 乾き 地 を 好ま 卞濕. ^け ある 所 を 好め リ植 I 

5 すなへ ば ふん f 一〉 

斜は 赤土 id 砂 を 少し 交せた る TP の をよ しさす 肥料 C 簿肥 にて.？^ また 馬艇 もよ しさ 云 

麟橘 ， 

あ を まり CS i い it h. • 

梧桐 s 異な- ^退か 下品 して 房の 腰な へ植 るぐ らいに 止る ちの なう 土の 嫌 好な し 

お ひみ も 

併^^濕地は育ち遲く肥料：：！^を根^^盛-^^て大ぃ^^ょし又根際^^石を盛れは育ち卑き 

-?^ のな- 9 , 

は L ばみ * 

ざ っぽ { Z 

甚だ 下品 はして 庭木 も 云 ふ はは わらす 雜木 なれ $J>,^ 薮添 位に n 植るも 1^ な，.. - 尤.？ ^土 



^a§igvi&&r:.s!.l.gfeia;a2,^SKaHESBLmg.-SK§&^.&Bs^as2:;ass::§ssffa3;g3fisgs?gnsafB!HSKHBgE.:laai5agB_iBg5BBBgECI ■ I 



n 好 嫌わる ものに あら 卞 肥料 落葉 は 充分せ， 



さこく - % 

釀 5 ハ 

^ よ 5 じんかき 

尤 下品 して 庭木 iiC おら 卞要心 濯の 生 瘤な^に 植る のみ 併し 赤土の 如き TP の 植 

れ t 育ち 早し 肥料 は 何れ を 問 は卞用 ひ て よき？ P のな ftN 

" ^ にわき 

右 に 顯は せる ヒ るの 樹木 をして 何れも 庭木 さ 云 はは わら^れ $i TP 庭の 備へ よ. 

あ. S くわん をのて き 

愛翫 さる、 木 TP あ，^ 又木 € して- <の 措 だは さ、 れ^る 75- のた- o,^ も 其 適す ^9 庭に 植 

じ 5 ぶん ひさお こ 

へれば 一 入の 見處 ありて 充分の 眺め を 起す 乙芑 おる もの 故 何も 此木 は雜木 さして 

見捨る もの.^ わらす 故 は 雜木^ 至る 迄記载 せし^の な 6 又 庭木 さして 此部中 

a も ね、 . おん 

べし も 思 はる， > 樹木 はして なきもの 多き は间ヒ 庭木 はても 同種類の 多き 7^ のは單 

あら そのぶ るい 

其 部 を 設けて 箸 はしおる を 以て 何れも 其 部類 を 見て 何 k なる を 知るべし 又 同じ 種類 

いへ ぼんり こさ 

のものど雛ゅ咚盆襄の培養^地植^^したるものさ大ひに異なるさ乙るぁる？^^のなれ 

ちが お U 

♦C 土 及 肥料 等 a 至る 迄 部 每に逢 ひお る 5； 必す减 を 起す 乙ヒな >の るべき なう 






. ® 花形の 異名 - 

づ あら くわ はい こミ あげ ， 

圖 id 顯 はす 如く 花形の 異ナ かる は 擧て數 ふべ > 

をのみ ち ， 

がら^る TP のな ぅ尤其 道なる 植木 職に cf^ て 

しら をゝ 乙 、 お SW- や < L め 

知^る者多し爱に種類の大25^1を示さん^先 

つ- 51J よ 5 た へ 5 め もヽ なしす もヽ はな t?> ち , くき がら- 

通常の 花 譬ば梅 桃. 梨 李の 葩 を 稍して 莖葩 

ずき ， くりく るみ ぞ： i 

さ 云 柿の 類 を 殺 花 さ 云 ふ 粟 胡桃の 類を錢 百 

みな ， くわけい . , ♦ 

さ 云 何れ TP 皆 其 花形 はよ 6N て 名 ある.？ P のな 

*6 じさ S 

5 紫 楊 花 額 花 な^を 四 ッ葩も 云 又艸花 A て 

% の て 他^ 



t5 か S$ 一 5 - 

ほ 秋 海 t 呆の 類同く 四ッ 



參 



ぽ^ ®if H 





ッ葩の 花瓣ゎ またお • 



二 一 





- ゐ め 5- これ 

牡丹な^ は 最も 異名 の 多き 75> のにて 此は牡 

せつめい こヽ L 

丹の 部に 花形 花 葩の說 明お るが 故に 愛 記 

あがりみ ぶ さ け L 

る さす B に顯す 形の.？^ の を 上實房 50 £M 

ばな 

の類s:實房上ft^たるがため 1 日 花に あらす 

ふ や 5 あ 奄 ひ に ^ 

芙蓉！^ C 養 秋 葵の 類 花形 似た ^^^雖$J も圜 

. は ある 如く 上 fts 女 篮な るが 故に 何れ.？ P 1 日 

はな あ をい し 5 き 

花な6^殊.tJ奏秋誇な$Jは稷け花なft^何れも 

もの ひ ¥- 

i 日咲のもの稷^^のものさ，！べ、し他；^此の 

邇 類 多く ある ものな れ^な 1 1 1!! の 花形 を、 

あげ しる 、 

擧て すの み . 




r 




つばき もつ な. J ，へ 

檸は最 さ？ P 蔬 疾 なれ^ 圆は顯 す 如く 男 遮 

くば ぺん こちゃ 乂 ぬけ をつ り さん 

ゆ 化瓣は 固着^て 稷 露る.？ 5. 離散す る 乙 さなく ， 

IJ ぺ， t- ぶ さ 

女 藤寶房 殘る に よ. 稷^ なれ^ S 數曰 間 

ひら 5 てな お , 

開^た る ま 、饕は 保 ゥ ちの な -9 故 は 间じ稷 

花 にても 此を蕋 ぬけさ 云ふ稷 花のう ち 一 層 

あさが を 

甚 しき は 牵牛花 i& ftN 尤も 終 B を 保た さる 乙 

はながら たや ひ ひら ► 

ビ ハ 范 なく 只 一 瓣の管 花なる が 故な ゥ牽 

かば ， みだれ； S ちゃお い ， 

牛 花 も 種.^ の異 -CN 花 あ， 9 て 乱暌ぁ 茶 臺^, 

S たづら 

お ftN ヌ 菊^の 如き もの あれさ も 徒 花辧の 

よも を ひ 

粧 をな したる もの^れ t な 6S 




1 置 一 



さんし ばい くわしよ 5 

金絲 梅の 如き 此又 一 日 花 ii て花粧 圏の 如し 

L ベ & なば 

卿び やうの 類 何れ？ P 间 j の もの ii て 蘊の備 

ひら くば さな か つ 

リ^の 配ら 宛 がら 我 花の 如き ものな ft^ 杜若， 

あやめ み ぶ さばな んん ちゃく 

菖蒲の 類實 一房 花 さて 赏房 i 憋連 着した る も 

の はて 此 何れも 一 種の花形な-^水仙の如き 

み ぶ さ 

又 蘭の 如お 此叉 一 種の 寶房 花^ ftNfl に顯す 

くばん ぞう ゆり こ てミ {.3 ひ をら ぎ 

如く 靈艸、 百合、 小 蝶 花、 射 千な^ 此を 成 

らん 

資房さ 云 ふ 中 id は 蘭 を 此の 種 さ 云 ふ 人お. 

百合 は j 種別の.？ ^のお 云 1^ の.？^ あれ $J も大 

ひなる^？違はなかるぺし 





二百 五 



』.. 



一一 fs 丄ハ 



かば ほお 



圆は顯 す 如く 河 骨なる TP の 又 一 種の 7^ の 

くさな り どもぐ き 

にて 蜜 成さ.. P 共莖 さも 云 尤も 共莖^ 云 方が 

よからん か然. 9 花瓣莲 さ.^ 同^なる が故數 

へ くわ.. i く へん 

ヶ月 を 經る時 は 花色 變ヒ て靑色 亡なる のみ 

. へ .P け % 

更^^花形？；崩れる乙^なし其他扁形なるも 

チ みれ つる ふた 

の は 艸に驚 あら 蔓 藤 あう 樹に 桐の 花 あ 

tt な 

ftN 桐 も 我の 一 截俗 に 「フク レ」 花で」 云. ふ 花形 

かぶ さ ぐ さ 

n 片 被な ft. 藤 又は 麓の 花形 を dt^ さ 云 鳥 頭 

の 如き 此を扁 花^ li も 菊花の 如き. P の は 

招 体 正しき が 故 何れも 莖葩の 類な 此外花 

まんく わ よる 

形 多き rj£ なれ 萬花是 因 TP のと 知る 

スシ 




暴 葉 形の 異名 

すみん 

圜に顯 す 如く 草 ものに て 麓の 類 何れ.. P 平 

も 云.？^ の なリ此 うち iil^ 形ち を異 id し 細 平 

や ね ねん ぼ ヽ 

なる もの あ り 矢の 极さ 云為 ftN 蒲 公 笑の 如き 

さかば おがば あざ み 

を 遊 葉 又 n 大鋸 葉ヒ ビ < う 31 の 類 大^の 

一 種^ら 杜若 菖蒲の 類 を 根 成と 云 ふ 葉 先 は 

へら けんさき * るば つばい わ 

0 亡 云お カ龃先 さ 云 もお ft^ W 藤 £ n 疑 冬 岩 

ぶ 3 ゆきのし ft つぶお み， つぶき つやば 

踡霉 荷 教渐藤 突 等に て 其 EiiT ^絶 葉 わ. 0 

ゆ づりは しゃくな 

晕. cs^ 云 あ. 木 て 卒葉ヒ 云は讓 葉、 石 南 

花の 類 何れも 常 盤 木な.^ 廣葉 もの は 二種.^ 

つばき さ * ヽん くわ ば. L ばみ かき .4- く 

ftN て 椿 茶 山 花の 類 を 常 雙廣葉 ど 云 柿 額 
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な ぁぢさ ひ ォん a な 

： - ん I 



花 紫陽花 积 椹の 掘 を ニ季平 云 丹の 類 

き M- ぷ さう 

を 股 葉 W 云 ふ 桐 葉 S ？: 瓜の 類 其 他 葡萄の 如 

ふじ さん L.HS ゑん じ。.： ふちつ ぶ 

きを 云 ふ 藤 紫ぞは 山椒 槐 5^ 木 抵の額 をい 

い 5 つ 5 ぞく ば 

へ. 9 相の 如 き は 通俗 フグリ S 云 ふ 其 他 葉 

*>げ 

名艸木 さも、 >^擧 て 凝 ふべ か らす 




j ⑩牽牛 花の 事 ， 

I あさが ほおいた お いづ まん ゑん 

^ 1 牽牛花 は- <i 愛して 種 を 鉢 ii 商 fK に地薛 さなす もの なれお も 何れも 蔓延 且細 N/ な ft> 

これ しろ 5£ よ 

て花の着遲くなるものな-^^此は秦入の土を撰ばすして薛が故なれば克く注意して薛 

かんよ 5 -. ft ねまく く 3 

, 乙 さ 肝要な. 5 何れも a を薛 に は 鉢 又花爐 を論 せす 田 土に 黑 ぼく 及 與 土を聊 交せ 此を 

よくこん -め ，て のね ぎ わ をし みお 

克混じf此は蒔て茅を出してょ•c^其根際AJかたく壓c^け固めをけば農は漫.c^に伸びす 

か ませ 5 へ^へ 

して 花の 着 早き のみなら 卞數卞 多く 着く ものな ftN ヌ栽替 をす る は a;^ 右の 土 をり 

け 堅く 結び 玉 はして 此を植 る をよ し。. J す 玉 はな ftN たけ 固き 上 Ms TP 堅き ほき ％ 早眹又 

多くして 大輪 しむる ハ 皆 此の 土の 法な. 

いろ 5 す ちい さ - はな 

1 花の 蟇 末にな， リて色 tt く 又は 小さくな ft- て^く は？？^ ま s©1„ ^のなる よ. y 花し ぼ 

I むす . ti つち 5 さ 

め S 直ちに 切 £， り 寶を結 t ぬ やう なし H 中 nsB 當， GN の 極よ き 所へ 出し miig らし 

か し J0 みづ , 

て 葉の 枯れて 見 ゆる へ 白水 を 紫 はか 、ら ぬよう に裉 nS も V ぐぺ し 

はな だ. ss^ ん 5 を つぼ 

花 を. K 輸 ，吹かせる 肥&: は 魚の 洗 汁 亡 白水 さ を壺は 入よ く 腐らせた る もの をう すく 

みづ かわ つ ふ 

して 永代. oid 灌ぐ時 ハ 蔓の末 は 至る 迄大輸 k^NK.J 妙な. 

, 二百 九 
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二百 十 

化 を タ陽迄 花の しぼまぬ やう ii する；^ は 甘 蒲の 蔓 を^^して 朝顔の 蔓を 接べ し 

^は 皮 接の 如く 寄て 接う 又は 換 接に するな 接.^ の て 如何にも 精 分の 强き牽 牛 花に 

こ *«匕 つ め T- いも ZJVJ • 

なる もの ii て 終日 花 開きて 中 i 眺めさなる 事寶に 妙な り Sit 藉 vs> まリ. K15 な.^ の は 

宜しから 卞 中分の もの を 撰み て 用る 時 は 盆 は な る^も 込に 不都合な し 又 此蔓先 を 

つま せい 5,4 ん ばな さ .3. 

摘みて 花^みに 精 分 をな たせた る/ i は 至極 大輪の 花^て^ 事の ものな う 

> り た ね 2 わ Hi り し 

牽牛 花の 蠻カ花 を疾， のせる ュは 種を鶄 喰せ て其魏 を： H 《商 はする をよ しさす，.^ あれ 

らく y -f> > . くぱ 

共 其の ミ にて 變 る^も $ へ 難く 又 變 せ^る 云へ がた し 鶏 喻 せおる ものお 



，蒔 其蔓. 結びた る 種 を 家鴨 喰 ハせ誕 共に 蒔 其 商た る蔓に 結べる 種 鳩に^ はせ て薛 

時 は， K ひに 變 する^の な 6^ 其 1 方；^ ハ酒 浸して 薛亡云 事な われ^ち 此は あま. 5 効 

のな きもの ii て" f 層 酢の 方が よからん も 云 ふちのお り然れ さも 牽牛 花の K はよ. ft" 變 

するものぁリまた更に變んせ^るものゎft^ 一 度 謹 じたる.？^ の を 力 マ 一 度 酢よ 浸して 1$ 

三變 せさせる 心 持に てす る 事 あれ 共此は 功な きもの て特 もして は 元の 花 は 返る こ 



： — -r'^l 



まお きま や 5 u んら 

花に 乱 菊お. 9 又洁極 あ. cs 最上 品の.^ の は 茶 臺疾. e,cv 此等は 何れも 變り 花の 極 なれき 

どり ひたし はな さき 

種 を 烏 は 喰せ 又は 酒 酷の 類に 浸 i&^l て變ヒ たる もの は あらす 花の 暌 たる 特種.^ 

の 花 交らせる 方 を 第 一 の S 法 する？ P のな ftN 故に 鷄鴆 又は 酷 酒 云- A は 只 好 摩の 入 

はためし 舅る^ 可な ftN 

ゃ¥ 午 花 を 特候外 かせん さする は j; 温室 又は a 度 器 を 用 ひて 培養せ t 三 四月の 頃 




藝 菊の 事 ， 

き < みつきく あき， 4 

1 菊 菊お -9 最賞翫 する^の は 秋 菊に て 夏,^ のに は あま fts 眺め ヒ^る.；^ のな し 尤も 

5 へ かへ ばいよ 5 ち 5 い そのば なかお ち 

下品 天 の はて 植替及 培養に 注意せ ざる TP 其 、節に 至れば 其 花形 を存 して g| を 違 

V , 一 I あ きさく fc ん C よ 5 

へ5^^ものな，9又夏鄉の上品は其元何れも秋菊肊て植替時を尋常の2翁ょ.9,^早く 

L んめ かおね なつ 

なし 先 新芽 堅 a,??^ 第植替 へて 根の 着た る を 2^ て 肥料 を 充分 はは $irJ して 夏の 期 は 

！ さか ま 化 ひ れ 5 

花 を疾 せる ものなら 又 肥 科 n 秋购も Ira 樣 にて 又 肥 斜を與 ふる 度 も 叉 同 一 ii て 蕾の 見 

はなく びの び て I* せひ 

へ てよ，^ 肥斜を 多分^ 灌ぐ W き は 花 首： 1： て 甚だ 見苦しくなる ものな ft> 天性 夏菊の 質 

る 5 くき ふ H- <w 

なる 名の 花 名 「多细 J. 金 房 風」 £ 云 もの、 類此 何れも 楚太 にて^ 頸の 短 かき 75^ の 故 

肥料を過度にする3ぁま.c^害なき^のな6^併し此等の類變t安き3の乂て此を歸る 

さ 云.？^ のな ftN 

もい くわ .^ぞ 

1 秋 翁 ハ 最も 菊の 菊た る赏 花に して 名花の 種類 上げて 算 ふべ 5.^^ るち のな <^ 秋 菊 は 

ばいう vv/\fns C £ 

植替特 は 梅雨の 前にして 植料は 尋常の 畑 土 ヒ克篩 ひ 肥 土 を 三分の 一 寄. 砂 を 四 分の 一 

5 へ 乙 む 5 か さら 

交せ <ロ せて 花 a に 造 0 て植 込べ し菊ハ 如何 はも 濕地を 嫌 ふ もの て 若し 濕地^ 花爐 

二百 十三 






多る の 又の く 
しも 花 はもに 

のな 針の!^ 



を 造りて る 時？： 极 腐り を 生ヒ忽 > にして 枯； な. ％の なら 故 成 丈 乾きの よき 場所 

i ふか ほ まめ fc やり くわ だん 

^ を 撰ミて 深く 堀り ま、 たへ 豆 妙 利 を 尺 斗り の 厚 sii 布き 其 上へ 植 料の 土 を 入れて 花壇 

I りんろ くだ P 

， ^する 乙 さなり 梅雨 ハ 簾の 屋根 をる け游 雨の 降る 時 C 其 上よ， 9 桐油 をる けて 拖ふ事 

™ な $ 

I 5 つ はる ひ がん いお 

^ 一 冬至に 根分け をな し 床 へ 移し かき 審 彼岸に 至 ftN て 又 花 tt な ftN 鉢な fts 植替る をよ し 



t ^グ〕 



J ^よせ fe^ 

ま 



ま 



ニ广 III 十六 



万年 靑の 事- 



もの^っまちく 

萬年靑？：其說區-^はして秦草五種さ著したるものゎればまた七種亡.まるし^^る7^のぁ 

ftN 或は 十 種 t 云し もの わ， OS 此 何れも 其取 所お リ ての 乙 て秦 卿の 最も さは. K 葉よ 

5fr きひ 〈ふせつ づ 

ら 生した る rji 疑な し 併し 「都の 城」 $： 「日の 本」 よ， 出た る 卿と 云說 われさ^ 何れよう 

出た る さ C 云が たし 此の 種 及 「秋 律洲」 の 頸皆廣 葉の 類 はて 郡の 诚は 亜の 立 葉 はて 「秋 

• ! - 乂$卞 ち ひ こ まき 

律 f 」 C 翊 形の 違 あるの みな ft> 其他廣 葉の 類 あれ^ TP 此の 艸類 を薛か へした る 

まさ は 

每；^ 變 k て なれる TP のさ しるべし 卷葉 はち 廣葉さ 細 薬 亡の 二種 ある TP のにて 大 葉の も 

の n 「大 鷲」 の顏ょ ftv 出た る のさ 云へ り然 れ^な 他 性の のよ， CN 出る ヒゥ. J.^ ある 例し 

お じつ さ. 4. \ ほ. V ば 

あれ， 日の 咎め を 受け^る が爲 めかく ほチん るした るな.^ 細 葉の 卷葉は 「片 ffi^ 波」 の 類 

だいめ 5 ふいり レま - 一 1 

よ $ も 出て 又 「大名」 よ， 《N も 出る もの て 班 入 及 縞 も a> 、類 C 「永 島」 「神代」 r 大 太刀」 

の 類よ -ON 出た る TP のな ftN 「向 寵」 其 他の 乱 形 ハ 多く 「久 安寺」 の 種よ， 出づる もの なれ、 せ 

1 をのた 

^「志 赘ら美 」 よ. 9 出た る 咚ぁゥ 其 他の 種よ， 9 變ヒ たる 事 a たる rJ さあ も 其 他 縞 もの 紋 

はかお 

葉の 類に 黄 縞、 ft 縞、 宗衝 に-, P 明 石 あ.. CV 又 瘦雪ぁ ，り 縞 驚 中 あ， 0 博 多 おら 「江 鹿の子 Lfc 



ら 「上 卷」 あ ftfs 目」 あ $ 又 「刷 s 蚊す う」 あら 「日の出」 おら 「厘 I」 あう 「星影」 あ ゥ殊は 

星影な さの 班 入. CN は 「砂子」 よ. 出た る もの k て 星 おれ ^^發 g せ卞 して 高赏 の.^ のな 

外？ A の もの あれ^も 何れ.^ 同檬 はて 類別 はくる しみな おら 却て して 分り II 

き 事 多し 故 a 其槪晷 をし るすの み 
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^京 市日 本 檑區通 1 丁目 ャセ 番地 - 
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大阪市 區、 § 齊橋通 博 勞町免 

製 求 發賣所 、 靑木， 嵩 山 

， 東京 市日 本橋區 ^一丁目^ 

發 賣 所 靑木 嵩 山 

.K 扱西區 4.1 倥觀 illT 目 in 十 ス帶！ E 歐 

印刷所 嵩 山 堂 印刷 部 

勢 州 I！ 日 市 港经町 ，- , -, 

賣 捌 所、 嵩 山 堂 ま 

京都 布 寺 町 二 條下ル ： i 
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明治， 廿九年 七月 贫 一日 印刷 

明治せ 九 年 七月せ 四日" 發 行 

明治 三十 年 六月 十二 曰 再版 印刷 

明治 三十 年 六月 十八 日 再版 發行 
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大阪市 む齋 lia 博勞 町角 ♦ . 

貝 所. . 靑 木 • 嵩 は 堂 

東京 市日 本 橋 區 通 一 丁目 角 

所 靑木 嵩 山 堂 

大极 西區. H 倥题 InTEHlr- 十 A 雷！ ®IS 

所 嵩 山 堂 印刷 部 

■ 勢 州 1! 日 市 港 竪^ , • , 

所、 嵩 山 堂 ま 局 

京都 Iffis- 町 二 條下ル ： ！ 
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